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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　王宮の一室に据すえられた姿見の前で、くるりと回る。ドレスの裾すそがふわりと舞まう様に満足して、ルティアは顔に満面の笑えみを浮うかべた。

（ドレスよし！　髪かみ型がたよし！　手て袋ぶくろよし！　姉上に着き替がえを手伝ってもらったおかげで、今の私は完かん璧ぺきな貴婦人だ！……って、足あし下もとにも気をつけなきゃな）

　油断して、つい大おお股またになりかけていた足を慌あわてて閉じる。

　姉のファビエンヌにたたきこまれた「淑しゆく女じよのたしなみ第二条」──貴婦人はいかなる時でも内股の小股で歩くべし。

　貴族の令れい嬢じようは、間ま違ちがっても腰こしに手を当てて仁に王おう立だちになったりしない。

　ルティアは足下を隠かくすようにスカートの裾を整え、自分に与あたえられている部屋を出た。

　フランツたちの反乱が潰ついえてから二日。廊ろう下かには再び近この衛え兵へいが立つようになり、王宮は落ち着きを取り戻もどしたかに見えた。ルティアの中で解決していない、いくつかの疑問を残して。

（陛下はなぜ急に、私を婚こん約やく者に格上げなさったんだろう？）

　かりそめの婚約者候補に過ぎないルティア姫ひめから近衛隊の第一連隊長ルティウス・フォン・リリフォーレに戻る決意をし、暇いと乞まごいを告げにいった自分に、国王ヴァイスは婚約者として王宮に留とどまるよう命じた。そして──。

　視線を下向けたルティアは、胸の前で抱かかえている本を見て眉まゆをひそめた。赤い革かわの表紙には自分とヴァイス二人の名前が金字で刻まれている。ヴァイスはこの本に、ルティア姫の一日について記録してこいと命じた。

（陛下の筆ひつ跡せきを覚えるだけなら、他ほかにもいろんな方法があるはずなのに、なんで日誌を書いて互たがいに見せ合うんだろう？）

　ヴァイスがなにを考えているのか、さっぱりわからない。首をひねりながら廊下を歩いているうちに、ルティアは目指す部屋の前に着いていた。

　厚い扉とびらの表面には、一ひと振ふりの剣けんを挟はさんで向かい合わせに立つ、二頭の獅し子しの意い匠しようが彫ほられている。それらは、このフロイデン王国を守る神──覇王ルテイ神ウスと豊穣神ルテイアを表したものだ。

（陛下に命じられたとおり、日誌はちゃんと用意した。まずは読んでいただかないと！）

　ルティアは意を決すると、扉を守っている近衛兵に淑女らしい会え釈しやくをして、ノックした。

　──返事はなかった。

（あれ？　おかしいな。陛下はまだお戻りじゃないのか？）

　さっき隣りん室しつに人が入っていく気配がした。てっきり隣国であるアランス王国大使との会食を終えたヴァイスが帰ってきたと思ったのに、違ったのだろうか。

　もう一度ノックしようとして、ルティアが手を上げた。その矢先、扉が中から開けられた。

　夏の夜空を溶とかしたような、光こう沢たくのある黒くろ髪かみが目の前で揺ゆれる。漆しつ黒こくの双そう眸ぼうがルティアの姿を捉とらえ、口元にかすかな笑みを刻んだ。

「遅おそいから、途と中ちゆうで逃にげだしたかと思ったぞ。例のものは持ってきたんだろうな？」

「もちろんです！」

　自信満々に胸を張ってうなずく。まさかここまで素す直なおな反応が返ってくるとは思っていなかったのか、ヴァイスの目が軽く驚おどろきに見開かれる。

　ルティアは扉を閉めると、その眼前に、持ってきた本を差し出した。

「ほぅ、今日はめずらしくおとなしいな。なにがあった？」

「特に異常はありません。この日誌をご覧いただければ、わかります」

「ふーん、そうか。なら、早さつ速そく中を読ませてもらおう」

　ヴァイスが興味深げな顔つきで、最初のページをめくる。

　長年、近衛隊で隊長の補ほ佐さをしてきたおかげで、記録をつける作業には慣れている。

（きっと陛下も、今回の内容に満足してくださるはずだ）

　ルティアがやれやれと一息ついた。その時、「……おい」という低いうめき声が部屋に響ひびいた。見ると、本を開いたヴァイスがなぜか眉み間けんに深い皺しわを刻んでいる。

「陛下、いかがなさいましたか？　なにか問題でも？」

「どこをどう見たって、問題しかないだろう！　これはなんのつもりだ!?」

「え？　なにって、日誌ですが」

　いったいなにが気に入らなかったのか、ヴァイスが苦り切った表情で、開いたページをつき出してくる。不思議に思ったルティアは、自分が書いた内容にざっと目を通した。





　六月十日、快晴。

　六時、起き床しよう。すこぶる健康。身体からだが軽い。

　七時、朝食。ヴァルナーレ公こう爵しやく夫人と共に、リリフォーレ伯はく爵しやく家にてクロワッサンとカフェオレを食す。アランス王国産の薔ば薇らを使ったジャムは、私には少し香かおりがきつかった。

　八時、訓練開始。扇おうぎの持ち方について、公爵夫人より指導を受ける。決められた様式美の実じつ践せんは、思っていた以上に難しく……






「どうだ？　わかったか？」

　ヴァイスが不服そうな声で同意を求めてくる。けれど──、

「あの、陛下」

「なんだ？」

「非常に申し上げにくいのですが、この内容のどこがどういけないのか、私にはわかりません」

「……………………本気か？」

「はい」

　真顔でうなずくルティアを見て、ヴァイスの顔に愕がく然ぜんとした表情が浮かぶ。

「念のため確かく認にんしておくが、俺はおまえの婚約者だよな？」

「…………はい、一応」

「なら、おまえはこれが婚約者に読ませるのにふさわしい内容だと判断したわけだな？」

「当然です！」

　婚約者がどうこう言う以前に、日誌を渡わたす相手は国王だ。手を抜ぬくはずがない。「ルティア姫」の一日について記録してこいと命じられたから、そのとおりにした。なのに、なにがいけなかったのだろう？

　漆黒の双眸をじっと見つめる。ルティアが本気で理解していないことに気づいて、ヴァイスの唇くちびるからかすれた声がこぼれた。

「おまえって奴やつは……婚約者相手に、こんなものを大おお真面目まじめに書いてよこすなんて、今までどんな生活を送ってきたんだ？」

（え……）

　まさか生まれてからの十六年間、男として生きてきたなんて、口が裂さけても言えない。それなら、ルティア姫としての答えは決まっている。

「陛下もご存じの通り、私は伯爵家の由ゆい緒しよ正しき箱はこ入いり娘むすめです。それはもう、外に出ることすらほとんど許されなかったほどですから！」

「……で、家の中では仁王立ちが基本だったのか？」

（……っ!?　しまった！）

　ルティアは慌てて足を閉じた。だけど、自分に注がれている胡う乱ろんな眼まな差ざしと、背筋を伝う嫌いやな汗あせを無視するわけにはいかない。

（えーと……）

　無言で固まるルティアを、ヴァイスが静かに見下ろす。彼はなにか言いたそうな顔で口を開きかけ──言いさした言葉を途中で吞のみこんだ。

「陛下？」

「まぁ、いい。おまえの過去について追及しないと宣言したのは俺だからな。そのことについては、もう訊きかない。だが──」

　ホッとしかけたルティアの前で、ヴァイスが閉じた本の表紙を手でたたいた。

「それとこれとは話が別だ。今日の一件で、おまえがなにもわかっていないということだけは、嫌と言うほどよくわかった。まずは俺が見本を見せてやる。明日あしたの夕方までに俺の分を書いて戻もどすから、そのつもりでいろ！」

「は、はい！」

　これまたいつもの癖くせで、ピシッと敬礼しそうになった自分を慌あわてて律する。

　ルティアの珍ちん妙みような動きに、ヴァイスは依い然ぜんとして怪け訝げんそうな目を向けていたが、これ以上問い質ただしても無む駄だだと悟さとったのか、本を脇わきに下ろして言った。

「明日は一いつ緒しよに晩ばん餐さんを取るつもりだから、逃げるなよ、婚こん約やく者殿どの」

「……もちろんです、わ」

「その時には、ちゃんと新しいページに、まともな日記を書いてくるんだぞ」

　彼の言う「まとも」がどんなものか想像できなかったけれど、とりあえずうなずく。

　ヴァイスの顔にニヤリと獰どう猛もうな笑えみがひらめいた。

「これは明日が楽しみだな。今夜はぐっすり寝ねて、いい夢を見ろよ」

「ありがとうございます。陛下も、その……どうかよい夢を」

「ああ、おやすみ」

　廊ろう下かに出たルティアの前で、扉が無造作に閉められる。こうなっては手の施ほどこしようがない。

　ルティアは淑しゆく女じよらしく、しずしずとした足取りで近この衛え兵へいの前を通り過ぎ、自分の部屋に戻ったところで──盛大に頭を抱えた。

（なぜだ!?　私のなにがいけなかったんだ!?　あの淑女日誌は完かん璧ぺきだったのに！）

　まさか近衛隊の第一連隊長を務めているルティウス・フォン・リリフォーレの一日について、真正直に報告するわけにはいかない。だから朝食を取ったあとは、姉のファビエンヌの生活を真ま似ねて日誌をつけてみたのに……。

（もしかして！）

　ハッと息を吞む。思い当たることは一つしかなかった。

（私の書いた日誌は作りものっぽすぎたのか!?）

　いくら淑女を演じてみたところで、所しよ詮せんはつけ焼き刃ばのまがいもの。自分が気づかなかっただけで、行間から、うさんくささがにじみ出ていたのかもしれない。

（それに、婚約者である陛下に読ませるのにふさわしい内容って……）

　自分を婚約者扱あつかいするヴァイスの真意がわからず、ルティアはかしげた首の角度をますます深くした。

　ヴァイスの婚約者は普ふ通つうの女性とは違ちがう。将来、この国の王おう妃ひとなる人だ。一年前に彼が玉座に就ついてから取り戻した繁はん栄えいを、共に守っていく義務がある。

（未来の王妃選びは慎しん重ちように慎重を重ねなければならないのに！　私みたいに怪あやしい女を婚約者に昇しよう格かくさせるなんて、陛下はなにを考えてらっしゃるんだろう？）

　ルティア姫ひめとして知り合う前だったら、ヴァイスのことをただの暗君かと疑ったかもしれない。しかし、彼の国王としての覚かく悟ごを知った今、公式発表でないとはいえ、婚約の話を軽々しく持ち出されることに違い和わ感かんがあった。

（姉上のように完璧な貴婦人が相手ならともかく、私を婚約者に選んで得することなんて一つもないのに──って、まさか！）

　ルティアの全身を、雷かみなりで打たれたような衝しよう撃げきが走った。

（陛下は私の正体をまだ疑っているのか!?）

　それなら、理解できた。自分を突とつ然ぜん婚こん約やく者に昇格させたのも、こうして毎日の行動を報告させるのも、手元に置いて監かん視しすることが目的なら、話が通じる。最近少しずつわかり合えるようになってきたと感じていても、やっぱり本心では信じてもらえていないのかもしれない。

（だとしたら、少し厄やつ介かいだぞ）

　ヴァイスの婚約者であるルティア姫と、近衛隊第一連隊長のルティウスが同一人物だと気づかれるわけにはいかない。近衛兵をヴァイスの婚約者にあてがったことがばれたら──最悪、ルティ自ウス分が本当は女であることが宮きゆう廷てい中に知れ渡ったら、ただでは済まない。

（シリルと姉上のためにも、私の正体は絶対秘密にしなくてはならないのに！）

　一年前に父を亡なくしてから、二人だけになった家族の顔を思い浮うかべる。

　最初は家族を守りたい一心で騎き士しになった。それが今になって二人を国外追放の憂うき目に遭あわせるわけにはいかない。

（でも、相手は陛下だぞ。淑女演技もそろそろ限界だし、どうしたらいいんだ!?）

　一人では解決できない難問に直面し、困り果てたルティアは窓の外に目を転じた。暗くてよく見えないが、その先には近衛隊の官舎がある。

　隊長のシュヴァリエも同どう僚りようのラッツも、フランツたちが起こした反乱の後処理に追われていて、今日はまともに話す時間さえ取れなかった。

（明日こそ相談に乗ってもらおう。どれだけ忙いそがしくても、絶対だ！）

　そのうえで、今後の身の振ふり方について考え直さなければならない。

　ルティアは決意も新たに「よし！」とうなずくと、次の間のカーテンを閉めた。これ以上、外を眺ながめていたって、なんの解決にもならないなら、今日はもう寝て、明日に備えるべきだ。

（陛下はもうお休みになったのかな？）

　壁かべに耳を当てて、隣室の様子を窺うかがう。返ってきたのは沈ちん黙もくばかりで、いつものようにペンを走らせる音は聞こえてこなかった。

（近衛隊の反乱も無事に収束したことだし、これからはどうかよい眠ねむりを）

　先ほど本人を前にした時のぎこちない挨あい拶さつとは違う。ルティアは心からの祈いのりをこめて、今は見えないこの国の主あるじに向かって敬礼をした。
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　ルティアが大おお真面目まじめな顔で壁に向かって敬礼していた頃ころ、敬礼をされた当の本人は、隣室のソファーに深く腰こし掛かけ、険しい顔つきで手元の本を凝ぎよう視ししていた。

（変な女だと思っていたが、まさかここまでとは……。なにをどう間ま違ちがえたら、婚約者に見せるための日記が、ここまで乾かわいた内容になるんだ？　まさかこれが宮廷での標準なのか？……いや、さすがにそれはないな）

　間かん髪はつ容いれずに否定しておきながら、ヴァイスは自分の答えに苦く笑しようした。

　この国の王位に就いてから、一年が経たつ。宮廷に華はなを添そえている貴婦人たちは、いつも顔に艶あでやかな笑みを浮かべながら、装そう飾しよく過か剰じようとも思える言葉をさえずっていた。その目は自分ではなく、その後ろにある玉座を見つめていた。

　だけど、ルティアは違う。

　打算も欲よくもない、まっすぐな瞳ひとみは見ていて心地ここちよかった。こういうおもしろい女が隣となりにいたら、自分もこの国も良い方向に変わっていける気がした。それなのに……。

（この内容はわざとなのか？　あいつに限って恋こいの駆かけ引きなんてできるはずないだろうが、それなら、なにを考えている？　まさか他ほかに好きな奴やつがいるのか？）

　パッと頭に浮かんだのは、彼女の従兄いとこであるルティウスだった。

　フランツたちの反乱があった夜、身を挺ていして自分を庇かばってくれた。暗くら闇やみの中では、「麗うるわしい」と評判の顔を見ることこそできなかったが、男気溢あふれる性格は十分に伝わってきた。貴婦人たちから絶大な人気を博しているという噂うわさにも、「なるほど」と納なつ得とくしたものだ。

（そういえば、ルティウスの名前を出した時、あいつはいつも以上に様子がおかしかったな）

　仮にも国王である自分が、臣下の従兄に会って話をしてみたいと告げたのだ。喜びこそすれ、渋しぶる理由がまったくわからない。

（一度、近いうちにルティウスに会っておくか……）

　はっきりとした根こん拠きよがあるわけではない。ただ、ルティアの気持ちもなにもかも、彼に会えばすべて明らかになる気がして、ヴァイスは開いたままでいた本をゆっくりと閉じた。
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　翌朝、自分の家に戻ってきたルティアは近衛隊の制服に着き替がえ、部屋の窓を勢いよく開けた。

（いい朝だ。今日もやることは山ほどあるぞ！）

　二階の窓まど枠わくに手をつき、朝の空気を胸いっぱい吸いこむ。そこに「ルティア姫」の面おも影かげはない。腰こしまであったハニーブロンドの髪かみは白金の短たん髪ぱつに変わり、化け粧しようを落とした顔には、少年と見まがうばかりの中性的な美しさが宿っている。

「ルティウス様、おはようございます。気持ちのよい朝ですね」

　中庭を掃はいていた使用人の少女たちが、こちらに気づいて声をかけてくる。ルティアは窓から身を乗り出すと、にっこり笑って二人に応じた。

「おはよう、アマンダ、ミリー。君たちの笑顔は一日の始まりを華やかに彩いろどってくれたよ」

「そんな、わたしたちの方こそ！」

「朝からルティウス様のお姿を拝見できるなんて、わたし、このお屋や敷しきにお勤めできて本当によかったと思っています！」

　箒ほうきを握にぎりしめながら力説する少女たちを見て、ルティアの口元に浮かんだ笑えみが深くなる。

「二人とも、かわいいことを言ってくれて嬉うれしいな。だけど、頑がん張ばりすぎて無理をしないように気をつけてくれ。君たちの笑顔が見られなくなったら、私まで悲しくなってしまう」

「は、はい！」

　まっ赤になった少女たちがコクコクとうなずく。ルティアは最後にもう一度にっこり笑いかけると、窓に背を向け、ベッドの横に立てかけていた剣けんに手を伸のばした。柄つかの中央に埋うめこまれたロケットには、伯はく爵しやく家の家か紋もんである百ゆ合りの花のレリーフが刻まれている。

（今の私はフロイデン王国の騎士、ルティウス・フォン・リリフォーレだ）

　百合の家紋を見つめ、自分に言い聞かせる。ルティアは剣を腰にはくと、部屋を出た。

　屋敷の廊ろう下かには、百合の花を象かたどった美術品が多く飾かざられている。中でも一番の自じ慢まんは、二階の踊おどり場の窓にはめこまれているステンドグラスだった。まっ白な花の周りには、過去の英えい雄ゆうたちの戦いや、彼らを守護する天使たちの姿が描えがかれている。

　ルティアはステンドグラスに背を向け、踊り場から一階の正面玄げん関かんまでまっすぐに敷しかれている絨じゆう毯たんに足を踏ふみ入れた。

（今日はまず近この衛え隊でシュヴァリエ隊長の予定を確かく認にんして、それから……）

　一日の段取りを考えながら、階段を下りていく。その時、背後で絨毯を踏みしめるやわらかな音が上がった。

（誰だれだ？）

　怪け訝げんに思って振り返る。ルティアは息を吞のんだ。

　知らない人が見たら、ステンドグラスの天使が抜ぬけ出してきたと思ったかもしれない。年の頃はまだ十代の前半。白い絹の夜着を纏まとった少年が、裾すそに縫ぬいつけられたレースをひらめかせながら、階段を駆け下りてくるのが見えた。

　よほど急いでいたのか、なめらかな頰ほおは薔ば薇ら色いろに上気し、肩かたで切りそろえた白金の髪には寝ねぐせがついたままになっている。深い翠みどりの瞳も、整った面おも差ざしもルティアによく似ているが、その身体からだはさらに線が細く、儚はかなげな印象を帯びている。

「兄様、お待ちになってください！」

　息をはずませ、手を伸ばす。その身体が階段の中腹で傾かしいだ。

「危ない！」

　──間かん一いつ髪ぱつ。

　駆け寄ったルティアの腕が、落ちてきた身体を抱だき止めた。

「シリル、大だい丈じよう夫ぶか!?　頼たのむから、こういう無む茶ちやはやめてくれ！　おまえになにかあったらと思うと、気が気じゃない」

　一気に心しん拍ぱく数すうの上がった心臓を押さえて、深い息をつく。しかし、ルティアの懇こん願がんにも、弟のシリルはフルフルと首を横に振るだけだった。

「僕なら平気……ですよ、兄様」

　今の状態のどこをどう見たら、平気だなんて言えるんだろう？

　走ってきたせいで、ゼェゼェと肩で息いきをしている弟を見る。心配するルティアの顔を腕うでの中から見上げて、シリルは口元にニコッと愛らしい双ふた子ごのえくぼを刻んだ。

「どんな時だって、今みたいに兄様が助けてくれるでしょう？　だから、僕は絶対に平気なんです」

「ね？」と、胸の前で手を合わせて、小首をかしげる。

　もう限界だった。

「シリル、おまえって奴は……なんてかわいいんだ！」

　ルティアはこみ上げてくる愛情を我が慢まんできずに、華きや奢しやな身体をギューッと抱きしめた。

「なにがあっても、おまえは私が守る！　だけどな、自分の身体のことも、もっと大切にしてくれ。おまえは、このリリフォーレ伯爵家の跡あと継つぎなんだから」

　ルティアにやさしく諭さとされ、シリルがしゅんとうなだれる。弟の肩に重荷を負わせるようで心苦しかったけれど、こればかりはどうしようもない。

　この家の長男はルティウスだが、ルティアには妻を娶めとって伯爵家を続けていく能力がない。そこで父が亡なくなった時、姉きよう弟だい三人で話し合って決めたのだ。ルティウスは王国に身命を捧ささげる決意を表明し、三歳年下の弟であるシリルに家か督とくを譲ゆずることにする、と。

「ほら、少年伯はく爵しやく殿どの、おとなしくベッドに戻もどりなさい。おまえにとって一番の仕事は、健康になることなんだから」

　弟の手を取り、立ち上がらせようとする。その手をシリルは振ふり払はらった。

「シリル？」

「……いやです」

「え？」

「僕は今日一日、兄様と一いつ緒しよにいます。兄様、どうか王宮には行かないでください」

　いつも聞き分けのいい弟のささやかな反はん抗こうに、ルティアは耳を疑った。急にこんなわがままを言いだすなんて、具合でも悪いのだろうか。

　熱を測ろうとして手を伸ばす。その前に、シリルが制服の裾をギュッと握りしめ、潤うるんだ瞳でこちらを見上げて言った。

「僕はいいんです。それより兄様は最近、朝から晩まで王宮に詰つめていらっしゃって、お疲つかれです。近衛隊のお仕事だけでも大変なのに、陛下の護衛までなさるなんて……！　僕がもっと丈夫だったら、兄様──いいえ、ルティー姉様に、こんな苦労をさせなかったのに」
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「シリル……」

　くやしそうに唇くちびるを嚙かみしめる弟の姿に、ルティアは心が温かな想いで満たされていくのを感じた。言った本人はきっと気づいていない。今の言葉がルティアにとって、どれほど嬉しかったか。自分のことを気にかけてもらえる──それだけで、家族のためになんでもできる気がした。

「ありがとうな、シリル。おまえみたいな弟がいてくれて、私は幸せだな」

「それでしたら──」

　期待に目を輝かがやかせる弟に向けて、ルティアはしかし、きっぱりと首を横に振った。

「おまえの願いならなんでも聞いてやりたいが、宮きゆう廷ていへの出仕をやめることだけはできない」

「そんな、どうして……」

「私は、このフロイデン王国の騎き士しだからだ」

　百合の紋もん章しようの刻まれた剣を授さずかった瞬しゆん間かんから、心は決まっている。この剣に誓ちかって、生しよう涯がいこの国と国王を守り続ける、と。

　シリルも当然わかってくれると思ったが、今日の彼はそれでも食い下がった。

「ルティー姉様の覚かく悟ごは立派です。でも、新しい国王陛下はとても恐こわい方だと聞いています。そんな方の婚こん約やく者を演じるなんて……。姉様の身に万が一のことがあったら、僕は……」

　今にも泣きそうな顔で下を向く。その様子に、ルティアはようやく理解した。

（そういえば、シリルは陛下の話を人づてに聞くばかりで、実際に会ったことはなかったな）

　本来であれば、フロイデン王国を代表する貴族たちの長おさは、新王の即そく位い式しきに参列しなければならない。だが、病弱なシリルは式の当日に熱を出してしまったため、ファビエンヌの夫であるヴァルナーレ公こう爵しやくに代理の挨あい拶さつを頼んだのだ。

「大丈夫ですか、姉様？　陛下になにか無茶な要求などされていませんか？」

　シリルが不安そうに顔を覗のぞきこんでくる。これでは、どちらが年上だかわからない。過保護な弟の様子に、ルティアはつい吹ふき出してしまった。

「ルティー姉様？」

「いや、笑ったりして、すまない。それにしてもシリル、おまえは陛下のどんな噂うわさを耳にしたんだ？　不正を働いた下級官かん僚りようたちが、簀す巻まきにされて謁えつ見けんの間に転がされていた話か？」

「…………そのあと、彼らは湖に沈しずめられたと聞きました」

「すごいな。尾おヒレのつき方に、あからさまな悪意を感じるぞ」

「でも、火のないところに煙けむりは立たぬと言いますよね？」

「心配ない。わかりづらい性格のせいで様々な噂が飛び交かっているようだが、実際の陛下は、民たみ思いのやさしい方だ。おそばに仕えてみてよくわかった。ただ、時々……」

　ルティアが言葉に詰まる。もともと白いシリルの顔から、一気に血の気が引いていった。

「時々、なんです？　王宮でなにがあったんですか!?」

「いや、気にするほどのことじゃない」

「ルティー姉様、姉弟の間で隠かくし事はやめてください。やっぱり──うっ」

「シリル？」

　急に黙だまりこんだ弟の顔を覗きこむ。ルティアはハッとして、背中に手を回した。

（いけない！　発ほつ作さだ！）

　ゴホゴホという激しい咳せきとともに、華奢な身体が小刻みに震ふるえだす。

「シリル、大丈夫か!?　誰か主治医のニコル先生を呼んできてくれ！」

　うずくまった弟の肩を抱き寄せ、ルティアが声を張り上げた。その時、

「私ならここにいますよ」

　階段の上から、落ち着いた男の声がした。

「ニコル先生！」

　ルティアの呼びかけに応じ、白衣の裾をはためかせながら階段を下りてくる。まだ二十代半ばの男で、明るい茶色の髪かみに、やさしそうな琥こ珀はく色いろの瞳をしているが、その目は今、シリルの身体を案じて心配そうに曇くもっていた。

「先ほど様子を見にお部屋に伺うかがったら、いらっしゃらないんですから、驚おどろきましたよ」

「すみません。私がついていながら、こんなことになるなんて」

「ルティウス様が気に病やむことはありません。この程度の発作なら、すぐに治りますから。ほら、シリル様、お口を開けてください」

　ニコルはそう言うと、持っていた水すい筒とうの蓋ふたを開け、ハァハァと荒あらい息を繰くり返しているシリルの口に渋しぶい緑色の液体を流しこんだ。隣となりで見ているだけのルティアでさえ、うっと顔をしかめてしまう。案の定、腕の中のシリルも全力で薬を拒きよ絶ぜつするように全身を震わせた。

　だけど、ニコルの腕はたしかだった。平民の出でありながら、王立学院の奨しよう学がく生せいに選ばれ、アランス王国まで高度な医い療りよう技術を学びに行ったという触ふれこみは伊達だてじゃない。シリルの呼吸は、薬を飲んでからだんだんと穏おだやかなものに変わっていった。

（よかった……）

　心の底から安あん堵どして、ルティアは階段の中腹で膝ひざをついているニコルに深々と頭を下げた。

「先生がすぐに来てくださったおかげで、大事に至らずに済みました。ありがとうございます」

「そんな！　これが私の仕事ですから、気になさらないでください。それより、医者としてはシリル様よりあなたの方が心配ですよ」

「…………？」

　不思議そうに目を瞬しばたたかせるルティアの顔を見て、ニコルが困ったように眉まゆ尻じりを下げる。

「最近お忙いそがしいせいか、お顔の色が優すぐれませんね。お若いからといって、無理をなさってはいけませんよ……あ、そうだ！　今度また私の薬草茶をお持ちしましょう！」
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　ルティアは思わず心の底から嫌いやそうな声を上げてしまった。腕の中でぐったりしていたシリルまでもが、ハッとして目を瞠みはる。

　ニコルは善意の塊かたまりみたいにニコニコ笑っているが、その手から繰り出される薬草茶の威い力りよくはいろんな意味ですさまじい。どす黒い紫むらさきの見た目はさることながら、前に意を決して飲んでみたところ、腐くさったオレンジを焦こげるまで煮に詰つめて、枯かれ葉をトッピングしたようなえぐい味がした。

「あ、臭においの方はどうか心配なさらないでください。今度はお屋や敷しきの厨ちゆう房ぼうじゃなく、治ち療りよう院の方で調合してきますから、異い臭しゆう騒さわぎは起きないはずです！」

（いや、問題はそこじゃないんだけど……）

　どうしたらこの親切な医者を傷つけずに、やんわりと薬草茶を断れるだろう？

　ルティアが内心で頭を抱かかえていると、階段を上ってきた侍じ従じゆうに声をかけられた。

「お話し中に申し訳ございません。ルティウス様、馬のご用意ができましたが、いかがなさいますか？」

「ありがとう！　すぐ行く！」

　渡わたりに船とばかりに、勢いよく答えて立ち上がる。ルティアはシリルの身体からだをニコルに預け、再び深々と頭を下げた。

「先生のお気持ちは嬉うれしいのですが、最近は忙しくていつ家にいられるかもわかりませんので、その……薬草茶はまたの機会にお願いします」

「そうですか。こういう時にこそ飲んでいただきたかったのですが、残念ですね。なにかあったら、いつでもお声かけください。あなたのお役に立つものをなんでも調合しますから」

「ありがとうございます。私はこれで失礼しますが、どうかシリルをよろしくお願いします」

「はい、もちろんです。いってらっしゃいませ」

　シリルの心細げな視線が背中を追ってくる。ルティアは何度も足を止めて振ふり返りたくなったけれど、ニコルが一いつ緒しよにいてくれるなら心配ない。

　階段を一気に駆かけ下りて玄げん関かんを出るなり、待っていた栗くり毛げの愛馬に跨またがる。

「おはよう、リリー・ルイーズ。今日もよろしく頼たのむぞ」

　後ろから首筋を軽くたたくと、相棒の牝ひん馬ばはヒヒーンと元気ないななきを返してくれた。

　手た綱づなを引いて、走りだす。

　潮の香かおりが濃のう厚こうないつもの風と違ちがって、初夏の清せい廉れんな空気には緑の息吹いぶきが感じられる。

　王宮へ向かう道をまっすぐに駆けながら、ルティアの心はその先の、玉座に就つく主あるじの顔を思い浮うかべていた。

　どうしても心に引っかかって消えない迷いがあった。それは、さっきシリルに言いかけてやめた言葉。

　──時々、私には陛下のお心がわからなくなる。

　相手は尊敬できる国王だ。騎士として、そばに仕えたいと思う。だけど、自分みたいに怪あやしい女を婚約者に昇しよう格かくさせるなんて、なにを考えているんだろう？　やっぱりヴァイスは自分の正体に勘かんづいているのだろうか？

　確かめなければならなかった。今は二人だけとなった、大切な家族を守るために。

（正体を隠したままでいることは陛下を騙だましているようで嫌だけど、仕方ない。私には他ほかの選せん択たく肢しがないのだから）

　チクッと胸を刺さす痛みをごまかすように、ルティアは王宮へ向かう馬の足を速めた。




　　　　[image: ]




「──で、おまえは任務終了後も『ルティア姫ひめ』を廃はい業ぎようできずに困っているというわけだな？」

「はい……」

　シュヴァリエの言葉に、ルティアは力なくうなだれた。

　張り切って朝早く出仕したものの、今日もフランツたちの反乱の後処理に追われてしまい、ようやくシュヴァリエと二人きりになれたのは、陽ひが西に傾かたむきかけた頃ころだった。

　一ひと振ふりの剣けんを挟はさんで赤と黒、二頭の獅し子しが向かい合う王国旗の下で、執しつ務む机に着いたシュヴァリエが考えこむように腕うでを組む。灰色がかった青い隻せき眼がんが、緊きん張ちようにこわばっているルティアの顔をしげしげと眺ながめて言った。

「今までの様子から察するに、陛下はおまえの正体を疑っているというより、本気でおまえのことが気に入ったらしいな。いっそのこと、このまま本物の婚こん約やく者になったらどうだ？」

「なれるわけありません！　私は男なんですから！」

「……ちなみに、参考までに聞いておくが、おまえにとって『陛下の婚約者』とは、どんな存在なんだ？」

「将来お仕えして、お守りすべき相手です！」

　ルティアの答えに、シュヴァリエが勢いよく吹ふき出す。

（な、なんだ!?　私はなにか変なことを言ったのか!?　陛下の婚約者といったら、未来の王おう妃ひ。陛下に対するのと同じように、忠誠を捧ささげるべき相手じゃないのか？）

　戸と惑まどうルティアの前で、ひとしきり笑ったシュヴァリエが、目元ににじんだ涙なみだを拭ぬぐいながらしみじみとつぶやいた。

「おまえって奴やつは、本気で男らしいよな。よりにもよって、そんな性格の奴が毎晩陛下の隣で淑しゆく女じよの真ま似ねごとをしてるんだもんなぁ……それを気に入るとは、陛下もなかなか愉ゆ快かいな趣しゆ味みをしていらっしゃる」

「笑いごとじゃありません！　私は本気で困ってるんです！」

　自分の一挙手一投足に伯はく爵しやく家の命運がかかっているのだ。冗じよう談だんなんて言っていられない。

　ムッと気色ばんだルティアを抑おさえるように、シュヴァリエが「まぁ、落ち着け」と、顔の前で手を振った。

「おまえの置かれている状じよう況きようはよくわかった。俺も男を陛下の婚約者候補──いや、今は婚約者だったか？　いずれにせよ、そんな色物をあてがったとばれて、首をとばされたくはない」

「それでしたら──」

「だめだ。おまえにはもうしばらくの間、陛下の隣で淑女の振りを続けてもらう」

「どうしてです？　任務は終わったはずですよね？」

「俺もそのつもりでいたんだが、事情が変わったんだ」

　先ほどまでのふざけた口調とは違う。急に低くなった声で断じられ、ルティアは身体を硬かたくした。いつも本音のわからない上司だが、彼がこんな声を出す時には必ず意味がある。

　表情を引き締しめたルティアを前にして、シュヴァリエがたくましい肩かたをフッとすくめた。

「おまえの心配はもっともだが、陛下はまだおまえを婚約者にすると公言なさったわけではないから、問題ないだろう。それよりルティウス、覚かく悟ごしておけ。今にまた、この宮きゆう廷ていは嵐あらしに見み舞まわれる。その時、陛下の命を狙ねらう者が再び現れるだろう」

「えっ……この間の造反者たちの残党がまだいるんですか？」

「そうとも言えるし、違うとも言えるな」

　曖あい昧まいな答えを返して、シュヴァリエが執務机の引き出しに手を伸のばす。急になにをしだすのかと思って見ていると、中から取り出した絹の袋ふくろを眼前につきつけられた。

　──このパターンには、すごく嫌な覚えがある。

（いや、まさかな……）

　顔を引きつらせながら、じりじりとあとずさる。そんな部下の姿には目もくれず、シュヴァリエが淡たん々たんとした手つきで袋の口をほどいていく。

　中から現れたものの正体に気づいた瞬しゆん間かん、ルティアは額を手で押さえてうめいてしまった。

「隊長……」

「なんだ？」

「香こう水すいを出してくるなんて、今度は私になにをさせるおつもりですか？　ルティア姫として、もう少し色気を出せとおっしゃりたいんですか!?」

　執務机の上に並べられたのは、透すき通った液体の入ったガラスの小こ瓶びんだった。蝶ちよう々ちようを象かたどったものや、水すい滴てきを彷ほう彿ふつさせるものなど、様々な形をしている。中には、ファビエンヌの化け粧しよう台で見かけたことのある香水瓶もあった。

「おまえが香水を纏まとって女装を究きわめる気なら、別に止めはしないが──」

「そんなこと絶対にしませんから！」

「まぁ、人の話は最後まで聞け。香水をつけるかどうかに関係なく、まずはこの香りをかいでみろ」

　シュヴァリエが赤いリボンで飾かざられた小瓶に手を伸ばす。剣だこのできた無骨な手が、ぎこちない仕草で蓋ふたを開けた。顔を近づけたルティアは、こぼれてくる香りを胸いっぱいに吸いこみ──思い切り顔をしかめた。

「隊長、これは……」

「なんでもアランス王国における香水の一大産地、ジローナ産のものらしいぞ」

「これが、ですか!?」

　ルティアはびっくりして、香水瓶を二度見してしまった。

　ジローナは、元々レース作りで発展してきたアランス王国の地方都市だ。近年になってからレースによい香りをしみこませる手法が確立したおかげで、今はそのための香りを作る、香水の一大産地としても名を馳はせるようになった。

　姉のファビエンヌが愛用していることもあり、何度も香りをかいだことがあったけれど、今目の前にある香水は、ジローナ産のものとは全然違う。おそらく薔ば薇らをベースに調ちよう香こうされたものだろうが、姉の纏っている、華はなやかでありながら気品の感じられる香りはまったくしない。代わりに、瓶から離はなれたあともツンと鼻について残る、この臭においは──、

「薬品を使って、原液を薄うすめている？」

　ルティアがつぶやいた憶おく測そくに、シュヴァリエが大きくうなずく。

「一度でも本物の香りをかいだことがある者であれば、決して間ま違ちがえることのない粗そ悪あく品だ。これらは中身だけすり替かえて、本物を知らない平民の金持ち相手に売られていたものらしい」

「えっ!?　アランス王国産の模造品が巷ちまたに出回ってるんですか？」

「そうだ。それもかなりの規模でな」

「……アランス王国の大使に、このことはもう知られていますか？」

「まだだが、時間の問題だろうな」

　シュヴァリエの端たん的てきな答えに、ルティアは目の前がまっ暗になるのを感じた。

　これほどの粗悪品がアランス王国で作られていると誤解されたら、実際のアランス王国製品まで信用を失って、価値が暴落してしまう。しかも、それだけではない。

「こんな模造品が出回っているとアランス王国の大使に知られたら、我が国は『市場の管理もろくにできない三流国』の烙らく印いんを押されてしまう可能性も──」

「当然、あるだろうな」

　ルティアの発言に同意して、シュヴァリエが深いため息をつく。

「そういった最悪の事態を防ぐため、陛下はこれらの出所について調べるよう、お命じになった。結果、わかったことといえば……この先には、腹を空すかせたハイエナが大量に群がっているらしい」

「それって、つまり──」

「今まで模造品の売買で私腹を肥やしてきた連中が、陛下に牙きばを剝むくことになるかもしれんな」

「そんな！　完全な逆さか恨うらみじゃないですか！」

　叫さけんだルティアは、自分でも気づかぬうちに、爪つめ痕あとがつくほどきつく拳こぶしを握にぎりしめていた。

　くやしかった。理解してもらえないことが。

　たしかにあの国王はいい性格をしている。だけど、不当な政策を実じつ施ししたわけでもないのに、どうしてここまで否定されなければならないのだろう？　断罪されるべきは、己おのれの利益だけを追求して、他を顧かえりみない連中の方なのに！

「ルティウス、顔を上げろ。これくらいのことで、近この衛え兵へいが心を揺ゆさぶられてどうする？」

「ですが……！」

　反論しようとする。その言葉はしかし、シュヴァリエの鋭するどい一いち瞥べつに吞のみこまれた。一瞬怯ひるんだルティアの顔をまっすぐに見つめて、彼は淡々と続けた。

「いいか、ルティウス。これからも近衛隊で生きていくつもりなら、覚えておけ。すべての人間から好かれることが不可能なのと同じように、王おう冠かんを戴いただいた者が一いつ切さいの恨みを買わずに生きていくことなんてできない。だからこそ、俺たち近衛隊が存在するんだ。信じた主あるじをすべての災さい禍かから守るために」

　迷いなど一切ない。

　圧あつ倒とう的な眼力と存在感に気け圧おされる。しかしそれは一瞬のことで、シュヴァリエはすぐにいつもの砕くだけた表情に戻もどると、唇くちびるの端はしにいたずらっぽい笑えみを浮うかべて続けた。

「まぁ、そういうわけで、陛下はこれからも命を狙われ続けるだろう。だから、おまえには正体がばれるギリギリの時点まで『ルティア姫ひめ』でい続けてもらいたい。もちろん、陰かげの護衛という意味でな」

「隊長は、どうしてもルティア姫が必要だとおっしゃるんですね？」

「できればな。あの反乱のあと、陛下は王宮の各所に近衛兵を配置することを認めた。だが、依い然ぜんとして特定の騎き士しを自分に近づけようとしない。今は俺が代わりを務めているが、いずれ陛下がご自分の専属騎士を選ぶ日が来るまで、おまえには頑がん張ばってもらいたい」

「そうですか。わかりました……」

　シュヴァリエは自分に期待を寄せてくれている。その想おもいに応こたえたい。けれど、心の奥底に残っていたもやもやが渦うず巻まいて、どうしても頼たよりない返事になってしまう。

　ルティアの様子がいつもと違ちがうことに気づいて、シュヴァリエが心配そうに顔を覗のぞきこんでくる。

「どうした、ルティウス？　ルティア姫を演じ続けることに、なにか問題でもあるのか？」

「問題と言いますか、その……」

「陛下から口づけでもされたのか？」

「ち、違います！　実はその、陛下は私を婚こん約やく者扱あつかいされるようになった晩から、なぜか二人で交こう互ごに日誌をつけて見せ合うよう、お命じになったんです！」

　心にわだかまっていた悩なやみを吐はき出すように、一息に告げる。自分の上司は、この謎なぞかけのような行動にどんな応えを返すだろう？

　ちらりとシュヴァリエの様子を窺うかがう。

　ルティアは目を疑った。

　めったなことでは動じない青い瞳ひとみが、みるみるうちに限界まで大きく見開かれる。やがて、わずかに開いた唇からかすれた声がこぼれた。

「本気か？　まさかあの陛下が交こう換かん日記を望むなんて……それで、おまえはなにか書いて陛下に渡わたしたのか？」

「あ、はい、一応。でも、お見せした途と端たんに、なぜかあきれられてしまったんです」

「その内容をここに書きだしてみろ」

　シュヴァリエが机の上に置いてあった紙とペンを差し出してくる。

　ルティアはちょっとためらったが、これからもなにかと協力を仰あおいでいく上司相手に、隠かくし事はできない。自分が覚えている限り正確に、昨日ヴァイスに渡した内容を紙に書き起こしていく。

「おまえ、それは……！」

「なんですか!?　やっぱりなにか問題があるんですか!?」

　ルティアが勢いよく顔を上げた。その瞬間、大きく肩かたを震ふるわせ、爆ばく笑しようしているシュヴァリエと目が合った。

「えっ!?　笑うってことは、私の淑女日誌はやっぱり相当うさんくさいんですか!?」

「いや、そんなことはない。だが、どんな格好をしていても、おまえは骨の髄ずいまで近衛隊の騎士なんだと思ったら、おかしくなってきてな」

「どういう意味です？」

　人が真しん剣けんに悩んでいるのに、茶ちや化かすような台詞せりふはやめてもらいたい。ルティアを包む不ふ穏おんな気配に気づいたのか、シュヴァリエが「悪かった」と言って、笑いを引っこめた。

「おまえは本気でわかっていないようだが、この内容は淑女がどうこう言う以前の問題だぞ。よくて近衛隊の業務報告と同じレベルだ」

「それのなにがいけないんです？　近衛隊の業務報告ほど正確で、わかりやすい形式もないと思うのですが」

「別に悪くないが、良くもない。陛下にお渡しする交換日記の中ではもっと素す直なおに、そうだな……例えば自分の好きなことや、その日のうちでもっとも印象に残った出来事について記してみたらどうだ？」

「………………？」

　一日の行動について報告しろと言われたのに、なぜそんなことを書く必要があるんだろう？

　ルティアが疑問を口にしようとした矢先、執しつ務む室の扉とびらがノックされた。

「誰だれだ？　鍵かぎはかかってないから、入ってこい」

「失礼します。隊長、実は……」

　シュヴァリエの答えに応じて、ふわふわとした朱しゆ色いろの猫ねこっ毛が現れる。紺こん地じに銀の刺し繡しゆうを施ほどこした近衛隊の制服がよく似合う。中に入ってきたのはルティアの幼なじみにして、近衛隊の第二連隊長を務めているラッツ・フォン・シュミットだった。

　彼はルティアが中にいたことに驚おどろいたようだったが、特別隠す内容でもなかったらしい。こちらをちらっと見てから、忌いま々いましげに続けた。

「いったいなにを考えているのか知りませんが、いつも俺とルティウスがやっている手合わせを見るために、今日もご婦人方が演習場に集まってしまったんです」

「姫君たちが？」

　ラッツの報告を意外に思って、ルティアが訊き返す。

　仕事が山積みの今、公開演習は当分控ひかえると通達したはずなのに、どうしたのだろう？

「今日は忙いそがしいですし、ご婦人方には帰っていただいても構いませんよね？」

　手合わせは好きでも、観衆の貴婦人たちは苦手なラッツが、ここぞとばかりにシュヴァリエに詰つめ寄る。

　ラッツはいい奴やつだが、彼に任せたら、女性に対して失礼なことを言いだすかもしれない。

「待ってくれ、ラッツ！　姫君たちへの説得なら、私がやる！」

　ルティアが名乗りを上げた。その前で、今まで黙だまっていたシュヴァリエが口を開いた。

「ご婦人方を帰す必要はない。おまえたちは、いつものように手合わせをしてこい」

「え？　失礼ですが、隊長、こんな大変な時に、なんでわざわざ──」

「こんな時だからこそだ」

　そう言うと、シュヴァリエは怪け訝げんそうにしている部下たちの顔を交互に見やって続けた。

「いいか？　フランツたちの反乱に関する公式発表は、まだ出されていない。だが、宮きゆう廷てい中が不穏な気配を感じて浮き足立っているんだろう。近衛隊が健在であることをアピールするためにも、おまえたち二人は剣けん技ぎでご婦人方を魅み了りようしてこい」

「……本当にいいんですか？　この忙しい時に、俺たち二人が抜ぬけて」

　ラッツの刺とげ々とげしい発言にも動じず、シュヴァリエは「ああ」と鷹おう揚ようにうなずいた。

「こっちは任せておけ。将軍になる前は、事務作業でもなんでも全部一人でやってたんだ。こういうことには慣れてるさ」

「将軍が剣の腕うでではなく、そんなことを自じ慢まんしてどうするんですか？」

「そうか？　どんなものでもできないよりは、一通りできた方がいいと俺は思うぞ」

　正論だ。ラッツが言い返す言葉を見つけられずに黙りこむ。

「納なつ得とくしたんなら、さっさと行ってこい」

　くやしそうに唇を嚙かみしめているラッツに向けて、シュヴァリエが笑顔で手を振ふる。ルティアは敬礼をすると、いまだに渋しぶっている同どう僚りようの背中を押して、執務室をあとにした。
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　外へ出たルティアは、演習場の様子がいつもと違うことにすぐに気づいた。

　大きな円を描えがく柵さくの周りに、色とりどりのドレスが華はなを添そえている。しかし、普ふ段だんであれば各所に散らばっておしゃべりに興じている貴婦人たちが、今日は入口近くに集まっていた。

「誰か来てるのか？」

　ラッツに訊きいても、首を横に振るだけで知らないらしい。クリスタルブルーの瞳を訝いぶかしげに細めている。

　やがて、貴婦人の一人がこちらに気づいた。

「皆みな様さま、ルティウス様がいらっしゃいましたわ！」

「ラッツ様もご一いつ緒しよですわよ！　ああ、今日はなんて素晴らしい日なんでしょう！」

　貴婦人たちが次々と優ゆう雅がに膝ひざを折り、挨あい拶さつを口にする。その輪の中心に見えたものの姿に、ルティアの心臓が大きく跳はね上がった。

（あれはまさか……！）

「おい、ルティウス!?」

　ラッツの制止も、貴婦人たちのざわめきも耳に入らない。演習場の入口に向かって駆かけだす。ルティアの意識を支配していたのは、その先に見える白金の髪かみと、翡ひ翠すいの色を宿した瞳だけ。

「シリル!?　どうしておまえがここにいるんだ!?　供の一人もつけないで！」

「ごめんなさい。兄様のことが気がかりで、来ちゃいました」

　貴婦人たちの間からひょっこり顔を出したシリルが、ペロッと舌を出して笑う。

（か、かわいい……じゃなくて！　来ちゃったじゃないだろう!?）

　ゆるみかけた頰ほおをルティアは気力で引き締しめた。いくら大切な弟が相手でも、言うべきことはきちんと言わなければならない。

「発ほつ作さを起こしたばかりなのに、二度と無む茶ちやをするなと言ったはずだろう？」

「でも、今朝お会いした時、兄様のお顔の色が優すぐれなかったから、心配で……」

「それは私の台詞だ。まったく、おまえという奴は！」

　叫さけぶと同時に、ルティアが手を上げる。

「ルティウス様！　どうかシリル様のことをお叱しかりにならないでください！」

「シリル様はあなた様のことが心配で、いても立ってもいられなかっただけですわ！」

　貴婦人たちが慌あわてて取りなそうとする。けれど、ルティアは手を止めなかった。

　びっくりして目を丸くしているシリルの頰を──両の手でそっと包みこむ。弟の額に自分の額を当てて、ルティアは深いため息をこぼした。

「熱はないな。でも、こんな白い顔をして！　私のことはいいから、もっと自分の心配をしろ。おまえにもしものことがあったらと思うと、それだけで心臓が凍こおりつく。いいな？」

「……はい、兄様」

「よし。わかったんなら、それでいい」

　しゅんとうなだれたシリルの頭をわしゃわしゃとなでる。ルティアの顔に笑えみが戻もどった瞬しゆん間かん、貴婦人たちの間から、どよめきにも近い歓かん声せいがわき起こった。

「なんて……なんて麗うるわしい兄弟愛ですの！」

「この光景、しかと瞼まぶたの裏に焼きつけておきますことよ！」

「もちろんですわ！」

「……麗しいって、ただの過保護だろうが」

　ラッツのげっそりとしたツッコミは、歓声の渦うずにかき消されてしまって聞こえない。

　シリルの乱れた髪を直そうとして、もう一度頭に手を伸のばす。くすぐったそうに笑う弟の姿に安あん堵どして、ルティアは軽かろやかに身を翻ひるがえした。

「今椅い子すを持ってくるから、待ってろ！　ラッツとの手合わせが終わったら、今日は一緒に帰るんだぞ。いいな？」

　そう言うと、ルティアはシリルの返事を待つことなく、ラッツの「本当に過保護な奴」というつぶやきも無視して、近この衛え隊の官舎に駆け足で戻っていった。




　それから十分後、ルティアは土つち埃ぼこり舞まう演習場の中央でラッツと対たい峙じしていた。

　振り下ろした剣が銀の軌き跡せきを描く。しかし、ルティアが繰り出す刃やいばの切っ先には、いつものような鋭するどさがない。

「ルティウス様、今日はいかがなさったのかしら？」

「シリル様がおっしゃっていたように、お疲つかれのようですわね」

　貴婦人たちのハラハラとしたささやきが演習場を満たす。その声も、ルティアの耳には届いていない。今、ルティアの意識は目の前のラッツを通り越こし、演習場の隅すみでちょこんと椅子に腰こし掛かけているシリルの方を向いていた。

（だめだ！　今は目の前の勝負に集中しなきゃならないのに！）

　勢いよく踏ふみこんできたラッツの剣を、かろうじて受け止める。

　力負けしそうになって、ルティアがあとずさった。その拍ひよう子しに、合わせた刃と刃の隙すき間まから、苦々しげなラッツの表情かおが覗のぞいて見えた。

「ルティウス、今日はもうやめておくか？」

「なぜだ？　まだ始めたばかりなのに」

「だけど、本気のおまえが相手じゃなきゃ、勝負をしたって意味がない」

　……さすが昔からのつき合いだ。言葉にしなくても、こちらの考えが手に取るようにわかるらしい。

　剣を合わせたまま、ラッツの顔をまじまじと見返す。そのあまりにも真しん剣けんな表情に、ルティアは思わずクスッと笑ってしまった。

「な、なんだよ？　なにがおかしい？」

「悪い。ラッツ、おまえは私の『ライバル』なんだよな？」

「ああ」

「なら、普ふ通つうはどんな手を使ったとしても、目の前の勝ち星を手に入れようとするものなんじゃないのか？」

「それは……」

　ラッツが気まずそうに視線を逸そらす。しかし、彼はすぐに「それじゃあ、おまえはどうなんだ？」と切り返してきた。

「想像しにくいかもしれないが、例えば熱でヘロヘロの隊長と手合わせをして勝ったところで、おまえは嬉うれしいのか？」

「……おまえの言うとおりだな」

　ルティアが笑って剣を鞘さやに収める。「それ見たことか」と言わんばかりの顔つきで、ラッツも剣を下ろした。

　その時だった。絹を裂さくような貴婦人の悲鳴が演習場を貫つらぬいた。

「何事だ!?」

　驚おどろいて悲鳴のした方を見る。ルティアは一瞬にして、全身の血液が凍りつくのを感じた。

　身体からだを半分に折ったシリルが、椅子から転げ落ちそうになっていた。こみ上げてくる咳せきをこらえているのか、口を一いつ生しよう懸けん命めい手で押さえている。

「シリル！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　柵を跳とび越え、シリルのもとに駆け寄る。目の前でひざまずいたルティアを見て、シリルは目の縁に涙なみだを溜ためながら、か細い声を上げた。

「ごめん……なさい、兄様。軽い発作だから、大丈……ぐっ」

「いいから黙だまってろ！　ラッツ、すまないがニコル先生に使いを出してくれ！　今の時間なら、まだ治ち療りよう院の方にいらっしゃるはずだ！」

「わかった！」

　ラッツが近衛隊の官舎と反対側に向かって走りだす。

「にい……さま……」

「安心しろ。私がついている」

　伸ばされた白い手をルティアはギュッと握にぎりしめた。ゼェゼェと荒あらい呼吸を繰くり返す背中をやさしくさする。苦しげな翠みどりの瞳ひとみを見返して、安心させるようにうなずいた。

　次の瞬間、ルティアはシリルの身体を抱だき上げていた。

「ルティウス様、それは……！」

　先ほどとは打って変わって、黄色い悲鳴が辺りを包む。だけど、今のルティアに応じている余よ裕ゆうはない。

　年の割に軽い弟の身体に眉まゆをひそめながら、ルティアは急いで近衛隊の官舎に向かった。
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「ルティウス、安心しろ。ニコル先生はもうすぐこっちに来るぞ」

　そう言ってラッツが官舎の一室に入ってきたのは、シリルの発作が徐じよ々じよに治まってきた頃ころのことだった。

「ありがとうな、ラッツ。おまえがいてくれて助かった」

　心の底から感謝して、ルティアは同どう僚りように深々と頭を下げた。

　シリルの細い身体はソファーの上に寝ねかされ、ルティアの制服の上着を胸にかけられている。シリルのポケットに薬が入っていたおかげで、なんとかなった。けれど、こんな危ない目には二度と遭あわせたくない。

（朝から具合が悪いことは知ってたのに、こんなになるまで放ほうっておいたなんて姉失格だ！）

　熱で呼吸が浅くなり、頰を赤く上気させている姿は、見ているだけでこっちまで苦しくなってくる。ルティアが額に浮うかんだ汗あせをハンカチで拭ぬぐっていると、横から伸びてきた手が、服の裾すそをツンツンと引っ張った。

「どうした、シリル？」

「兄様、ごめんなさい。僕のせいで迷めい惑わくをかけてしまって……」

「まったくだ」

　そう答えたのは、ルティアではない。部屋の入口からこちらを不ふ機き嫌げんそうに眺ながめていたラッツだった。彼はツカツカと近づいてくると、寝ているシリルの鼻先に指をつきつけて叫さけんだ。

「いいか、シリル。俺はおまえの病気について怒おこるつもりはない。だけど、もうすぐ十四にもなるんだから、自分の体調くらいしっかり把は握あくしておけ！　おまえのせいで振ふり回されるこっちの身にもなってみろ！」

「ラッツ、言い過ぎだ。シリルだって、好きで病弱に生まれついたわけじゃないんだから」

「わかってる！　けどな、ルティウス。おまえがそうやって甘やかすから、こいつは……」

　ラッツが意気込んで続けようとした。その言葉はしかし、王宮に鳴り響ひびいた鐘かねの音ねにかき消されてしまった。刻ときを告げるその数は、全部で六回。

（え、六回？……ってことは、もう六時なのか!?）

　最後の余よ韻いんが夕ゆう陽ひの中に溶とけていくのを聞いて、ルティアの全身から血の気が引いた。

（まずい！　もうとっくに「ルティア姫ひめ」に変身してなきゃならない時間じゃないか！）

　シリルの容態が心配で、つい長居をしてしまった。今すぐ家に戻って着き替がえなければ、ヴァイスとの晩ばん餐さんに間に合わない。

　ちらりとシリルの様子を窺うかがう。すると、こちらを見上げる潤うるんだ瞳と目が合った。

「兄様、どうかなさったんですか……？」

　今にも消えてしまいそうなほど弱々しい声で尋たずねられ、うっと答えに詰つまる。

　こんなに頼たよりなげな弟を、王宮に一人で残していくわけにはいかない。けれど──！

「すまない、シリル」

　ソファーの横にひざまずき、白く華きや奢しやな手を自分の両手で包みこむ。ルティアは不思議そうに瞬まばたきを繰り返している弟に向けて、一生懸命言葉を探しながら告げた。

「私にとって、おまえは何物にも代えがたい存在だ。愛してる。だけど、おまえも知っているように、私には騎き士しとしての務めがあるんだ。発ほつ作さも治まったようだし、今日はニコル先生が来てから一いつ緒しよに帰ってきてくれないか？」

「え……」

「すまないがラッツ、シリルのことをよろしく頼たのむ！　私は一足先に屋や敷しきに戻もどる！」

　弟の手を最後にもう一度ギュッと握りしめ、ルティアは立ち上がった。

　後ろ髪がみを引かれる思いとは、きっと今のような心境を言うのだろう。ともすれば戻りたくなる足を叱しつ咤たして、扉とびらに向かう。

（ごめんな、シリル。私には、騎士として陛下をお守りする義務があるんだ）

　特にシュヴァリエから不ふ穏おんな話を聞いた今、護衛の自分がヴァイスのそばを離はなれるわけにはいかない。

「兄様……」と心細げな声が追ってくる。ルティアは未練を断たつようにグッと奥歯を嚙かみしめ、部屋をあとにした。
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　目の前で静かに閉められた扉を、ラッツは信じられない思いで見つめていた。

（まさかあのルティウスが弟を置いていくなんて……！）

　凶きよう暴ぼうな姉が三人いるだけのラッツにはまったく理解できない感情だったけれど、ルティウスは誰だれの目から見ても家族を──特に病弱な弟のシリルを溺でき愛あいしていた。

　彼が高熱を出して倒たおれたという報告を受けた時には、昇しよう官かんのかかった試合を途と中ちゆうで放ほう棄きして、一目散に帰っていった。昔からことあるごとに、「うちのシリルが」と、うるさくてしょうがなかった。そんな過保護の塊かたまりが、弟よりも国王を優先させる日が来るなんて！

「あいつの陛下に対する忠誠心は本物だな」

「……どういう意味です？」

　今の展開はシリルにとっても相当な衝しよう撃げきだったのか、呆ぼう然ぜんとした口調で訊きいてくる。

　ラッツはわずかにためらった末、ポリポリと頰ほおをかきながら答えた。

「この間、ルティウスが言ってたんだよ。陛下の護衛を始めてからというもの、陛下に対する忠誠心が昂たかぶりすぎたせいで、隣となりにいると胸がざわざわするようになったって」

「…………ざわざわ？」

「変な表現だけど、俺に訊くなよ？　あいつが自分でそう言ってたんだからな」

「そうですか……」

　シリルがつぶやき、胸の上にかけられていたルティウスの制服を顔の前まで引き上げる。

「……やっぱり、淑しゆく女じよの振りなんてさせるんじゃなかった」

「ん？　なんか言ったか？」

　怪け訝げんに思ったラッツが顔を覗のぞきこむ。シリルはソファーの上に広がっていた白金の髪かみを横に振って、小さく微笑ほほえんだ。

「ごめんなさい。ちょっとむせてしまって」

「大丈夫かよ？　今、医者を迎むかえに」

　行こうか──と、ラッツが続けようとした。その言葉を遮さえぎり、誰かが廊ろう下かを歩いてくる足音が聞こえてきた。

「シリル様、どこですか～？」

「あ、ニコル先生」
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　気づいたシリルが、嬉うれしそうな声を上げる。

　扉が開いて、どこかとぼけた顔の男が現れた。ラッツも、ルティウスの屋敷で何度か顔を合わせたことがある。彼はシリルの主治医であるニコル・トゥーリエだった。

「シリル様、こちらにいらしたんですね。お加減はいかがですか？」

　心配そうに眉まゆ尻じりを下げたニコルが近づいてくる。シリルの顔に愛らしい笑えみが広がった。それはルティウスが常々「天使のようだ」と絶賛している、澄すんだきれいな微び笑しようだった。

「心配をおかけして、ごめんなさい。だけど、今日は兄様が帰られたあとも、ラッツ兄さんが一緒にいてくれたおかげで助かりました。ありがとうございます」

「……お、おう？　別にたいしたことはしてないから、気にするな」

　急にこうも下手に出られると、シリルのことでさっきルティウスを責めた自分が後ろめたく思えてくる。

　気まずさのあまり下を向いたラッツの前で、シリルがゆっくりとソファーから起き上がった。

「おい、もう立って平気なのか？」

「はい。片づけなければならない用事が残っていたことを思い出しましたので」

「用事？」

　ラッツが眉をひそめる。答えの代わりに、シリルは透すき通った笑みを愛らしい顔に浮かべた。
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　王都に夜の帳とばりが降りる。

　辺りが静かな藍あい色いろの闇やみに包まれる中、ドレスに着替えて王宮に戻ってきたルティアは、寝しん室しつの隅すみに置かれている机の前で、盛大に頭を抱かかえていた。そこには、先ほど近この衛え兵へいを通じてヴァイスから戻ってきた例の日誌が広げられている。

　意外にも几き帳ちよう面めんで整った字を目で追う。そもそも互たがいに日誌をつけて見せ合うことになった最初のきっかけは、ルティアがヴァイスの筆ひつ跡せきを知らなかったせいで、フランツの罠わなにかかったことだった。彼は二度と騙だまされないよう、自分の字を覚えておけと命じた。

（よし。これだけ見れば、陛下からの手紙を間ま違ちがえることはもうないぞ。だけど……）

　問題は、字ではない。先ほどからずっとルティアを悩なやませているのは、そこに書かれている内容の方だった。





　今は初夏。透き通った空が美しい夏を経て、王国はこれから実りの季節を迎える。

　俺が育ったモントバーン地方では、秋になるとよく愛馬と一緒に野を駆かけ巡めぐった。色とりどりの花が美しい、初秋の野で仕留めたウズラの味は今でも忘れられない。

　こうして毎日王宮の中にいると、無む性しようにモントバーンがなつかしくなる。おまえの性格だから、普ふ通つうの貴婦人たちと違い、馬の遠乗りや狩かりもきっと好きになるだろう。いつか俺の生まれ故郷を一緒に見に行ってみないか？






（これはなんの暗号だ？）

　ルティアは途と方ほうに暮れて、結ゆい上げた髪を無意識のうちにいじっていた。

　この内容はどう考えたって日誌じゃない。ヴァイスは自分になにを伝えたいのだろう？

（もしかしてモントバーン地方まで視察に行けと、私に命じているのか？　でも、今の私はルティウスじゃないし、この内容は……）

　ふと、シュヴァリエが話していたことを思い出す。

　──例えば自分の好きなことや、その日のうちでもっとも印象に残った出来事について記してみたらどうだ？

（自分の好きなことと言ったって……あっ！　もしかして！）

　ルティアは後ろに傾かたむけていた椅い子すをもとに戻して、日誌を最初から読み返した。その途中で、ポンッと手を打つ。

（わかったぞ！　つまり、そういうことか！）

　ヴァイスの意図が明らかになれば、あとは簡単だった。

　さっきまでのしかめ面つらが噓うそのように、上じよう機き嫌げんで次のページにすらすらと言葉を紡つむいでいく。最後に「ルティア・フォン・リリエンタール」とサインをして、ルティアはペンを置いた。

（ふっふっふっ、完かん璧ぺきな日誌だ！　これでいつ陛下が取りにいらっしゃっても問題ないぞ）

　満足して本を閉じる。

　その時、赤いリボンの端はしが、風もないのに肩かたの辺りで揺ゆれるのが見えた。

（ん？　なんで髪をまとめているリボンが……）

　後ろに振ふり払はらおうとして手を伸のばす。その指先に白金の髪が触ふれたのに気づいて、ルティアはギョッとした。

　今の自分はハニーブロンドのカツラをかぶせられ、髪を後ろで結い上げているはずだ。なのに、どうして地毛が出ている!?

（ちょっと待てよ！　まさか……）

　嫌いやな予感に襲おそわれ、寝室の反対側に置かれている化粧台の前に駆け寄る。そこに映った自分を見て、ルティアはよろよろと床ゆかに膝ひざをつきそうになった。

　姉のファビエンヌが結ってくれたリボンは半分以上ほどけ、その間からハニーブロンドの髪がパラパラとこぼれ落ちていた。ルティウスの格好をしている時の癖くせで、日誌をつけている最中に、頭をぐしゃぐしゃにしてしまったらしい。

　いつもなら、どれだけ髪をいじったところで、こんなふうにはならない。だけど、今日は気持ちが急せくあまり、姉の制止を振り切って途中で飛び出してきたのがいけなかったらしい。

　淑女のたしなみ第三条──貴婦人は、後ろ姿にも細心の注意を払うべし。

　それ以前に、カツラの下から白金の地毛が覗いている状態では人前に出られない！

（えーと……櫛くしだ！　姉上がいつもやってるみたいに、髪をとかして隠かくすんだ！）

　ルティアは化け粧しよう台の脇わきに捨て置かれていた櫛を引ったくるようにつかんだ。

　白金の髪をカツラの下に押しこみ、ハニーブロンドの髪を上からすく。最後に、大きな赤いリボンを見み様よう見み真ま似ねで結び直した。けれど──、

（前よりひどくなっているように見えるのは、私の気のせいか？……いや、確実に悪くなっているだろう！）

　赤いリボンは左右の長さがバラバラで、横に大きく傾いている。おまけに、直したはずの髪はラッツの猫ねこっ毛に寝ねぐせがついていた時よりもたちが悪い。地毛を隠すことには成功したけれど、後ろから見るとぐちゃぐちゃで、リボンと髪が複雑に絡からみ合っている。

（こうなったら、一度カツラを取って直すか？　でも、もとに戻もどせなくなったら、それこそ悲ひ惨さんだし……）

　悶もん々もんと悩むルティアの耳に、次の間の扉とびらがノックされる音が聞こえた。

　ビクッとして背筋を伸ばす。一いつ瞬しゆんにして心まで凍こおりついたルティアに向けて、聞き慣れた低い声が扉越ごしに話しかけてきた。

「ルティア、いるんだろう？　顔を出せ」

（ああ、もう……！　どうして、よりにもよってこのタイミングで来るんだ!?）

　さっきまで日誌を前にして胸を張っていた時とは状じよう況きようが違う。ルティアは再び頭をかきむしりそうになった手を気力で抑おさえて、ギュッと握にぎりしめた。

　相手はこの国の王だ。しかも、自分がこの部屋に入っていくところを近衛兵たちにも見られている。居留守は使えないし、窓から逃にげるわけにもいかない。

「おい。出てこないなら、こっちから開けるぞ」

（ちょっと待て！）

　心の叫さけびは当然届かない。ドアノブに手がかけられる音がした。

（仕方ない！　ここは腹をくくるか！）

　白金の髪かみがはみ出していないか、化粧台の前でもう一度確かく認にんして、ルティアは寝室を飛び出した。次の間を横切り、その先にある扉に向かって手を伸ばす。

　扉を開けたのは、内と外からほぼ同時だった。拓ひらけた視界の先に、ヴァイスの整った顔が現れる。次の瞬しゆん間かん、ルティアはごくさりげない仕草で後ろに退さがって、横の壁かべにピタッと背中を張りつけた。

　ヴァイスは気づいていない。壁側に向けられたルティアの髪が乱れに乱れていることに。

　彼は自分で扉を閉めると、こちらの方に歩いてきて、形のいい唇くちびるをおもしろがるようにつり上げた。

「今度こそ本気で逃げたかと思ったぞ、婚こん約やく者殿どの。おとなしく自分の部屋にいただけでも、上出来と言うべきか？」

「もちろんです、わ。私に陛下を避さける理由なんてありませんから」

　……本当は全力で逃げだす寸前でした──というのは、絶対口にしてはならない事実だ。

　後ろ頭に気づかれないよう、ヴァイスを見上げる角度がいつもより深くなる。これはこれで首が筋肉痛になりそうだったけれど、仕方ない。笑え顔がおを引きつらせているルティアを見下ろし、ヴァイスが「ふーん」とつまらなそうに顎あごをなでる。

「浮うかない顔をして、どうした？　逃げはしなくても、日記を書く余よ裕ゆうまではなかったか？」

「いいえ！　今日の分の日誌はつけ終わりました！」

「なら、どうしてそんなにソワソワしている？」

「…………陛下に早くお見せしたくて、気がはやっているんです」

「本当か？」

「…………………………」

　限りなく疑わしげな眼まな差ざしを注がれ、ルティアは目を逸そらした。

　ヴァイスに日誌を渡わたしたいと思ったのは本当だ。少なくとも、こんな状態に陥おちいるまでは。

「まぁ、いい。せっかく書いたのなら、晩ばん餐さんの前に見せてみろ」

「はい！　わかりました！」

　ルティアは勢いよく返事して──続く言葉を失った。

（し、しまったぁぁぁぁぁ！）

　日誌は書いた。ただし、その本体は寝しん室しつの机の上に置きっ放しになっている。このまま取りに向かったら、この混こん沌とんとした後ろ頭をヴァイスに見られてしまうではないか！

「なんだ？　日記をつけたというのは、やっぱり噓だったのか？」

「そんなことありません！　ただ──」

「ただ？」

（…………えーと）

　悩なやみに悩んだ末、ルティアは壁に張りついたまま、足をそーっと横に出した。

「おい、それはなんの真似だ？」

「どうかお気になさらず！　日誌を寝室に忘れてきましたので、取って参ります！」

　たたきつけるように叫ぶなり、ルティアはサカサカとカニ歩きで次の間を壁伝いに横切った。呆あつ気けにとられているヴァイスの顔を視界の隅に収めながら、当然のごとく後ろ歩きで寝室に入っていく。

　──そうして、再び次の間に現れた時、ルティアは赤い革かわの本を胸に抱だいていた。後ろ頭をヴァイスに見られないよう、今度も顔はきっちり彼の方を正面から向いている。

「陛下、こちらが本日分の日誌です。どうか中をご確認ください」

「…………………………」

　ヴァイスがものすごく複雑そうな顔でこちらを見る。彼の言いたいことが、ルティアには痛いほどよくわかった。だけど、ここで深くつっこまれるわけにはいかない。

「さぁ、どうぞ！　陛下にいただいた見本を真似しましたから、今度こそ問題ないはずです」

「……わかった。そこまで言うなら、早さつ速そく読ませてもらおう」

「はい！」

　本を受け取ったヴァイスがきっちり三ページ目を開く。落ち着きなく髪と日誌の双そう方ほうを気にしているルティアの前で、彼は一文ずつ丁てい寧ねいに目で追っていき──途と中ちゆうで勢いよく本を閉じた。

「……今のはなんだ？」

「え？」

「俺の真似をして書いたはずが、どうしてこうなる!?」

　ヴァイスが怒おこったように本をつき返してくる。

　なにがそんなに気に入らなかったのだろう？　今日こそ完かん璧ぺきな日誌を用意できたはずなのに。

　不思議に思いながら、受け取った本を開く。自分が書いた内容にざっと目を通すなり、ルティアは昨日と同じように首をかしげた。





　六月十一日、晴れ。

　今日はお昼に、陛下もお好きだという肉を食しました。鴨かものコンフィに、カシスのソースをかけたものです。

　低温の油でじっくりと揚あげた肉は、嚙かみしめると旨うまみが口の中いっぱいに広がり、そこへ合わさったカシスの酸味がさらに味を引き立ててくれます。陛下にも、ぜひご賞味いただきたく……






「これのどこがいけないのでしょうか？　陛下がお書きになったように、私も自分の好きなものと、その感想について正直に記したつもりですが」

「だからと言って、なんでグルメリポートになる!?」

「いえ、それは……」

　まさかシュヴァリエのアドバイスを取り入れた結果だとは言えない。

　答えに窮きゆうしたルティアは、いつもの癖くせで落ちてきた髪をかき上げそうになって──ピタリと手を止めた。

（ちょっと待て！　これは髪じゃなくてリボンだ！）

　さっき高速でカニ歩きをしたせいか、一度直したはずのリボンがまたほどけて、だらしなく肩かたの横に落ちてきていた。髪を結ゆってくれた姉の名めい誉よのためにも、こんな乱れた後ろ姿に気づかれるわけにはいかない。

　ルティアは髪を後ろに払はらう振ふりをして、こっそりリボンを隠かくそうとした。が、すーっと細められた漆しつ黒こくの双そう眸ぼうは、今度こそ見み逃のがしてくれなかった。

「おまえ、さっきからなにを隠している？」

「べ、別になにも！」

「なら、後ろを向いてみろ」

「いやです！」

「……そうか、わかった。それなら──」

　ヴァイスがルティアの肩をグッと引き寄せた。

　瞬まばたき一つしている間もない。ルティアの身体からだはヴァイスの手によって、くるりと後ろを向かされてしまった。

（なっ……！　なにが起きてるんだ!?）

　むき出しのうなじに視線を感じる。

　一いつ拍ぱくおいて、ようやく状じよう況きようが飲みこめたルティアは、慌あわてて身体を正面に戻もどそうとした。けれど、後ろから肩を押さえられてしまっているせいで、身動きが取れない。

　じっと見つめられて、耳じ朶だに、首筋に、血が上っていくのを感じる。

「へ、陛下！　お願いですから、これ以上見ないでください！」

「なんでだ？」

「なんでって、その、こんなみっともない姿を陛下の前でさらすなんて淑しゆく女じよ失格ですから！」

「…………………………」

　部屋に深い沈ちん黙もくが落ちる。

（やっぱりこんな姿を見せてしまって、あきれられたか？）

　ルティアがおそるおそる顔だけ振り向こうとした。その矢先、ブハッと大きく吹ふき出す音が耳元で上がった。続いて、クックッと笑いを嚙み殺す声が部屋に響ひびく。

（い、いったいなんだ!?）

　肩かた越ごしに様子を窺うかがうと、ヴァイスが肩を震ふるわせて笑っているのが見えた。

「どこに引っかけたんだか知らないが、まさかおまえが普ふ通つうの貴婦人のように、男の前で髪の乱れを気にするなんてな。少しは婚約者としての自覚が出てきたか？」

「ち、違ちがいます！　これは、その、一人前の淑女なら後ろ姿にも気を配らなければならないと、あね……ファビエンヌ様に言われていたからでして！　ましてや、こんなひどい髪……」

「そうか？　そんなに気になるなら、いっそのこと、こうしたらどうだ？」

　後ろから伸のびてきたヴァイスの指が耳朶に触ふれた。

　今まで感じたことのないくすぐったさに、ビクッと全身を震わせて目を閉じる。次の瞬しゆん間かん、ふわりと落ちてきた髪かみがルティアの肩を覆おおった。

　驚おどろいて、再度首だけ振り返る。ヴァイスがほどいたリボンを指先で弄もてあそんでいた。端たん整せいな顔には、今の状況をおもしろがっているだけとは違う、満足げな笑えみが広がっている。

「思ったとおり、悪くないな」

「え？」

「おまえはおまえなんだから、無理して宮きゆう廷ていの貴婦人たちを真ま似ねする必要なんてない。こうやって素すのままでいる方が、おまえらしくていい」

　噓うそも飾かざりもない透とう明めいな笑みを向けられ、心臓がトクンと脈打つ。

（……ああ、まただ）

　心の奥底がざわざわと甘くうずくのを感じて、ルティアは胸を押さえた。

　ヴァイスのこの表情かおを前にすると、どうして自分はこんなになってしまうのだろう？

　見つめられるだけで、頰ほおが熱くなるのはなぜだろう？

　わからない。ただ、ヴァイスの顔をまともに見ていられなくて、思わず下を向く。再び落ちてきたルティアの髪を、ヴァイスが後ろから一ひと房ふさすくって、いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「いい匂においがするな。今日はめずらしく香こう水すいをつけているのか？」

「え、あ……はい。ファビエンヌ様が私に、と」

「さすがは公こう爵しやく夫人。いい趣しゆ味みをしている。これはジャスミンをベースに調ちよう香こうしたものか？　おまえの性格によく合った、爽さわやかな香かおりをしているな」

　その感覚を楽しむように、ヴァイスが髪に口づけを落とす。

「………………っ!?」

　もう限界だった。

　騎き士しの自分が、普通の貴婦人のように香水をつけていると知られただけでも死ぬほど恥はずかしいのに、こんな近くで火ほ照てった顔をまじまじと見つめられるなんて！

「ルティア」

　甘く、やさしい響きを秘ひめた声が本当の名を呼ぶ。

　ギュッと身体を硬かたくしたルティアの両りよう肩かたを、ヴァイスの骨張った手が後ろから抱だき寄せた。

「正直に答えろ。俺に触れられて、おまえはなにを感じた？」

「と、特になにも！」

「そうか？　なら、なぜうなじまでまっ赤になっている？　自分の心に理由を尋たずねてみろ。俺が日記を通じて知りたいのは、おまえのそういった気持ちだ」

（わ、私の気持ちって……）

　ヴァイスに触れられても、ちっとも嫌いやじゃない。それどころか、素す肌はだに触れたぬくもりを、もっと欲しいと願ってしまう。

　なぜだろう？　彼は自分が仕えるべき、大切な主あるじなのに……。

　うつむきかけたルティアの顎あごに、後ろから手がかけられた。なにかと問う間もなく、強ごう引いんに顔を上向かせられる。

　ルティアは動くことができなかった。黒い瞳ひとみに魅み入いられ、息が止まりそうになる。

　視界を満たす姿はただ一人。そこに、先ほどまでの澄すんだ微び笑しようはもうない。代わりに、驚くほど真しん摯しな表情をした顔がだんだんと近づいてくる。そして──。

　コンコン、と扉とびらをノックする音が部屋に響いた。

　ハッと我に返って、瞬きをする。

　漆黒の双眸が自分と同じように間近で瞬いたのを見て、ルティアは壁かべ際ぎわまで飛びすさった。

（い、今のはなんだ!?　私はなにをしようとしてたんだ!?）

　ヴァイスがもの言いたげな顔をこちらに向ける。しかし、口を開く寸前で、再び聞こえてきたノックの音に邪じや魔まをされた。

「なんの用だ？」

　どこか刺とげ々とげしい声をヴァイスが上げる。かわいそうなのは、扉の向こうに立っていた近この衛え兵へいだ。動どう揺ようを隠しきれなかったのか、明らかに震えた声が返ってくる。

「と、突とつ然ぜん申し訳ございません、陛下。実は、ルティア姫ひめの従弟いとこであらせられるリリフォーレ伯はく爵しやくが、姫に面会を求めていらっしゃいまして……」

「えっ!?　シリルが!?」

　思わず叫さけんでしまってから、ルティアは慌てて口を手で押さえた。だけど、もう遅おそい。こちらの様子がおかしいことに気づいたヴァイスが、胡う乱ろんげに目を眇すがめる。

「ルティウスに続いて、おまえはリリフォーレ伯爵のことも呼び捨てにしているのか。おまえたち従姉弟いとこはずいぶん仲がいいんだな」

「え、ええ。子どもの頃ころからよく一いつ緒しよに遊んでいましたから」

「ほとんど外にも出してもらえなかった箱はこ入いり娘むすめが、男に交じって遊んでいたのか？」

（……しまった！　設定を間ま違ちがえた！）

　ルティア姫は地方の貴族令れい嬢じようで、男の子と接するような生活は送ってこなかったはずだ。なのに、これでは矛む盾じゆんしている！

「ホ、ホホッ、やっぱり従弟は特別ですから」

「ふーん、特別か……」

　漆黒の瞳でじっと見下ろされ、ルティアは嫌な汗あせがだらだらと背筋を伝い落ちるのを感じた。先ほどまでの、どこか熱を帯びたような眼まな差ざしと違って、これはこれですごく心臓に悪い。

（もう勘かん弁べんしてくれ！）

　いろんな意味でルティアが逃にげだしたくなった時、扉の外から再びためらいがちに声をかけられた。

「あのぅ……陛下、いかがなさいますか？　リリフォーレ伯爵が──」

「わかった、通せ」

　近衛兵が最後まで言う前に、ヴァイスが命じる。彼は落ちてきた前まえ髪がみを苛いら立だたしげにかき上げると、ルティアの方を向いて、唇くちびるの端はしに皮肉げな笑みを刻んだ。

「そういえば、リリフォーレ伯爵にはまだ会ったことがなかったな。病弱で、人前に出る機会こそ少ないが、知的で愛らしい少年だと聞いている。せっかくだから、俺の知らないおまえの十六年間について教えてもらおうか？」

「……………………」

　ルティアはうなずくことも、首を横に振ふることもできなかった。さっきまでとは別の意味で、心臓が早はや鐘がねのように脈打つ。

　口裏合わせのできていない状態で急に来て、シリルはボロを出さずにいられるだろうか？　それ以前に、なんで彼が「ルティア姫」を訪ねてくるのだろう？

（ニコル先生と一緒に帰ったんじゃなかったのか？　あんなに具合が悪そうにしてたのに……）

　弟がなにを考えているのか、さっぱりわからない。じりじりとした焦しよう燥そうが、ルティアの心を覆っていった。




　　　　[image: ]




　それからすぐに、シリルはルティアの部屋を訪おとずれた。

　発ほつ作さはもう完全に治まったのか、赤みを帯びていた頰はなめらかな白さを取り戻もどし、顔にはいつもの愛らしい笑みが浮うかんでいる。

（大だい丈じよう夫ぶか、シリル？　陛下の前でも、きちんとご挨あい拶さつできるか？）

　気分はまるで我が子の巣立ちを見守る母鳥だ。ハラハラと手に汗あせ握にぎるルティアの前で、シリルは同い年の少年たちより細い身体からだをゆっくりと折って、ヴァイスに一礼した。

「お初にお目にかかります、陛下。ルティアの従弟で、王国の北に位置する伯爵領を預かっております、シリル・フォン・リリフォーレと申します。お会いできて光栄です」

「ああ、思いもかけずおまえの顔を見ることができて、俺も嬉うれしい。ルティアに用事があって来たとのことだが、どうした？」

　ヴァイスに問われて、シリルが困ったようにルティアの方をちらっと見やる。

（陛下の言葉じゃないけど、本当になにをしに来たんだ？　今ここで告げて、問題のないことなのか？）

　ルティアのやきもきする思いが伝わったのか、シリルがためらいがちにブラウスの胸ポケットに手を伸のばす。中から取りだしたのは、白い絹のハンカチだった。それは発作に苦しむシリルの汗を拭ぬぐうため、さっきルティアが使ったものだ。

「実は、私はルティー姉様にお借りしたこのハンカチを返しに参ったのです」

（えっ!?　なんでわざわざ!?　家に帰ったら、いくらでも話せるのに！）

　弟の真意がわからず、眉まゆをひそめる。しかし、隣となりに立っていたヴァイスは別のところが引っかかったらしい。

「ルティー姉様とは、ルティアのことか？」

　シリルがハッとして口を手で覆おおう。白い頰ほおが恥ずかしそうに、ほんのり赤く染まった。

「陛下の御ご前ぜんだということを忘れて、失礼いたしました。ルティー姉様というのは、身内の間でだけ使っているルティアの愛あい称しようなんです」

「……そうか。普ふ段だんは遠く離はなれた場所に住んでいる従姉弟同士のくせに、呼び捨てにしたり、特別な名前で呼んだり、おまえの一族は貴族にしてはずいぶん変わっているな」

「え、ええ……」

　引きつりかけたルティアの頰を一筋の汗が伝う。

　シリルはいつもの調子で、うっかり名前を間違えてしまっただけだ。「兄様」と呼ばなかっただけましだといえる。けれど──、

（これ以上変に思われる前に、さっさと謁えつ見けんを終わらせなければ！）

　ルティアが二人の間に割って入ろうとした。その時、シリルが胸の前で手を組み、潤うるんだ瞳でヴァイスを見上げて言った。

「陛下、どうか私の失言でルティー姉様──いいえ、ルティアのことをお責めにならないでください。たしかに変わった呼び名だと思いますが、それだけ私たち家族にとって彼女は特別な存在なんです」

　ヴァイスの眉がピクッと跳はね上がる。鋭するどい光を宿す目で先を促うながされ、シリルは怯おびえたように組んだ手に力をこめて続けた。

「私たち従姉弟は子どもの頃から休きゆう暇かのたびごとに互たがいの屋や敷しきを行き来して、よく一緒に遊んでいました。例えば……あっ！」

　小さく叫んだシリルが、おもむろに部屋の中ほどを指さす。

（今度はなんだ!?）

　つられて顔を向けた先には、白い革かわ張りのソファーと焦こげ茶色のラウンドテーブルが置かれていた。シリルの手は、その上に出しっ放しになっていたチェスのセットを指さしている。それは、ルティアが実家の伯爵家から持ってきたものだった。

「なつかしい……」

　シリルが無む邪じや気きに微笑ほほえみ、テーブルに駆かけ寄る。

「私は昔、ルティー姉様と一緒によくこのチェス盤ばんで遊んだんです。最近は毎晩のように陛下とチェスの勝負をしていると聞いていましたが、自分でもこっそり隠かくれて練習をしていたんですね。負けず嫌ぎらいなルティー姉様らしいです」

「…………おい」

　すぐ隣で、この上なく不ふ機き嫌げんそうな声が上がった。思わず首をすくめたルティアに、ヴァイスがじとっと重たい視線を投げてくる。

「おまえは、俺とのことまで従弟いとこに話しているのか？」

「あ、はい。もちろん全部ではありませんが……」

　家族の雑談で、なんとはなしに話題に上った──とは口が裂さけても言えない。目を泳がせるルティアを見て、ヴァイスが声にはならないため息をついた。

「俺はおまえが隠れてチェスの練習をしていることだって知らなかったのに……どうしてそういうことを日記に書かない？」

「え？　昨日と今日は、私もチェス盤に触さわりすらしませんでしたし」

　このチェスセットをいじっていたのは、婚こん約やく者候補としてヴァイスの護衛をしていた頃の話だ。毎晩、彼が眠ねむりにつくまでの間、剣けんを磨みがく以外にやることもなくて、その日行った勝負を盤上で再現しては、次に勝つ方法を模も索さくしていた。まさかそんな裏事情を正直に打ち明けるわけにはいかないし、それに──、

（陛下にとってはただの遊びなのに、私だけムキになっていたなんて恥はずかしくて言えるか！）

　ヴァイスが不満そうに口の端はしを曲げる。その時、次の間の扉とびらが再びノックされた。

「今度はどうした？」

「お、お話し中に申し訳ございません、陛下！　ヴァルナーレ公こう爵しやく夫人がルティア姫ひめにお会いしたいと言って参りまして」

（え、姉上が!?）

　びっくりしたのはルティアだけではなかった。シリルが意外そうに瞬まばたきを繰くり返し、ヴァイスがうさんくさそうに眉まゆ根ねを中央に寄せる。

「今日は千客万ばん来らいだな。おまえの一族はなにを考えている？　まぁ、いい。通せ」




　ヴァイスが命じた直後、ルティアの部屋はかつてないほど華はなやかな空気に包まれていた。

　ファビエンヌが入ってきたのと同時に、甘く優美な薔ば薇らの香かおりが辺りに広がる。きれいに結ゆい上げた蜂はち蜜みつ色の髪かみは真しん珠じゆと白びやつ光こう石せきを交こう互ごにあしらった髪かみ飾かざりに彩いろどられ、深い紫むらさき色いろをしたドレスの胸むな元もとには白薔薇のコサージュが添そえられている。

　ファビエンヌはシリルが中にいたことにまず驚おどろき、次いでルティアの髪が乱れていることに気づいて絶望的な心持ちになったらしい。一いつ瞬しゆん、麗うるわしいかんばせから表情が消えた。

　しかし、さすがは貴婦人の中の貴婦人。顔にはすぐに大輪の薔薇のように艶あでやかな笑えみが浮かべられ、ヴァイスの前で優ゆう雅がに膝ひざを折った。

「ごきげんよう、陛下。突とつ然ぜんの訪問をどうかお許しください」

「それはいいが……」

（な、なんだ？）

　内心でビクビク怯えているルティアの顔をヴァイスが興味深げに見やる。彼は自分たち三姉きよう弟だいの顔を順じゆん繰ぐりに眺ながめて、ぽつりとこぼした。

「今まで気づかなかったが、こうして並んでみると、おまえたち従姉弟いとこはよく似てるんだな」

（…………っ!?）

　今の一言で、寿じゆ命みようが十年は縮んだ気がする。

　しかし、挙動不ふ審しんに胸を押さえ、荒あらい呼吸を繰り返している自分と違ちがい、姉のファビエンヌはさすがだった。胸元から取り出した扇おうぎで口元を隠しながら、静かに笑って答える。

「陛下も皆みな様さまと同じことをおっしゃいますのね。今は亡なき私たちの母と、ルティアの母はよく似た姉妹だと評判でした。私たち従姉弟はみんな母方の血を色いろ濃こく受け継ついでいるのです」

「そういうものなのか？」

「ええ、そうです」

　ヴァイスはまだ完全に納なつ得とくしていないようだったが、ファビエンヌは反論の隙すきを与あたえない。過去に多くの男たちを悩なやませてきた微び笑しようを浮かべながら、思わず下を向いてしまったルティアの肩に後ろから手を置いて言った。

「陛下、どうかしばらくの間、ルティアをお借りできないでしょうか？　この乱れた髪を直したいのです」

「俺はそのままでも構わないが」
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「お言葉ですが、そうはまいりません」

　訝いぶかるヴァイスの顔を正面から見返して、ファビエンヌはきっぱりとした口調で続けた。

「陛下の寛かん容ようなお心には感謝します。ですが、仮にも婚約者であるルティアがこんな姿で晩ばん餐さんの席に現れたら、陛下の品格まで疑われてしまいますわ。すぐにお戻もどししますので、どうか少しお時間をください」

「わかった。そういうことなら、ルティアを頼たのむ」

「ありがとうございます」

　淑女の見本のように優美な仕草でファビエンヌが一礼する。彼女はルティアの手をつかんで、隣の寝しん室しつに連れていった。

「あの、姉上……？」

　話しかけても、ファビエンヌは答えない。無言のまま寝室の扉を閉め、化け粧しよう台の前に自分を座らせる。同時に、持っていた扇で、頭をペシッとはたかれた。

「いたっ！　姉上、急になにをなさるんですか!?」

「それは私の台詞せりふよ。ちょっと目を離はなした隙に、なんてことになっているの？　心配して様子を見にきてよかったわ。まさかルティア、『淑女のたしなみ第三条』を忘れたわけではないでしょうね？」

「もちろん覚えてます！　『貴婦人は、後ろ姿にも細心の注意を払はらうべし』ですよね!?」

「……そこまでわかっていて、どうしてこんな惨さん劇げきが生じるの？」

「……………………ごめんなさい」

　今回のことは、誰だれがどう見たって自分が悪い。深くうなだれたルティアを見下ろして、ファビエンヌが小さく肩をすくめる。

　やがて、白くなめらかな手が化粧台の隅すみに放ほうり出されていた櫛くしを取った。ルティアのぎこちない仕草とは明らかに違う。流れるような手つきで、ファビエンヌが乱れた髪をとかしていく。だけど、見とれている余よ裕ゆうはなかった。

「私の結い方にも今日は問題があったけれど、いったいなにをしたら、ここまでボサボサになるのかしら？」

　薔薇のように赤く美しい唇くちびるから、苦々しいお小言の雨が降ってくる。

「いいこと、ルティア。淑女たるもの、常に美しく在ろうと努力するのは当たり前。それ以前の問題として、夫でもない人の前で髪を全部下ろすなんて、絶対にしてはだめよ」

「ですが、その……陛下は今の髪かみ型がたの方が私らしくて好きだとおっしゃっていました」

　ルティアが小さな声で反論した瞬しゆん間かん、ファビエンヌの手がピタリと止まった。

「姉上？　いかがなさいましたか？」

　自分は、またしても淑女にあるまじき行いをしてしまったのだろうか？

　鏡越ごしにこわごわと様子を窺うかがう。すると、いつになく真しん剣けんな顔をした姉と目が合った。

「ルティア、今の話について、もう少し詳くわしく聞かせてちょうだい」

「え？　あ、はい……」

　こんなこと、ヴァイスに無断で話していいのだろうか？

　ルティアはわずかにためらったが、ファビエンヌは静かに自分の告白を待っている。この姉を相手に、隠し事なんてできるはずがない。

　ルティアは心を決めると、できる限り落ち着いた口調で話し始めた。婚約者に昇しよう格かくしてから、互たがいに日誌を書いて見せ合うようになったこと。乱れた髪を隠そうとして失敗したこと。それから──ヴァイスに触ふれられて、心臓が壊こわれそうなほどドキドキしたこと。

　自分の失態を思い出して青くなったり、赤くなったりするルティアの顔を、ファビエンヌはなにも言わずにじっと見つめていた。

「えーと……私からは以上です」

　すべてを語り終えたルティアはお小言の嵐あらしを覚かく悟ごして、膝の上でスカートを握にぎりしめた。が、ファビエンヌは意外にも、下を向いて黙だまりこんでしまった。

（なぜだ!?　かける言葉も見つからないほど、あきれられてしまったのか!?）

　ルティアの動どう揺ようは声にしなくても気配で伝わったのか、気づいたファビエンヌが顔を上げて小さく頭かぶりを振ふった。

「ごめんなさい。ちょっと、あまりの急展開に驚いてしまって……」

「急展開、ですか？」

　意味がわからなくて、小首を傾げる。ファビエンヌは妹の顔を鏡越しに眺めて──にっこり微笑ほほえんだ。

　ルティアの全身を嫌いやな予感が駆かけ巡めぐる。自分の持ち物を競せりにかける時と同じだ。この「いい笑顔」が現れたあとは、十中八九ろくなことがない。

　反射的に逃にげようとしたルティアの肩かたを、先回りしたファビエンヌが後ろから押さえる。

「おとなしくしていなさい。今のあなたのお仕事は、最後までちゃんと座っていることよ」

「は、はぁ……」

　曖あい昧まいな返事をすることしかできないルティアと違って、ファビエンヌは妙みようにうきうきとした様子で、乱れた髪を再び櫛でとかし始めた。

「陛下のお好みもなんとなくわかってきたことだし、『ルティア姫』のお目付役として、ここはぜひご期待に応こたえたいわね」

　一ひと度たびこうなった姉に刃は向むかうことは決してできない。ファビエンヌが楽しそうに自分の髪を結う様を、ルティアはおとなしく見守るしかなかった。
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　ルティアたちの去った次の間で、残されたヴァイスはシリルと向かい合っていた。

　貴婦人たちが「天使のようだ」と騒さわぐのもわかる。改めて見ると、シリルは本当にきれいな顔立ちをしていた。

（じっくり見れば見るほど、ルティアに似ているな。昔からよく一いつ緒しよに遊んでいたということは、あいつの子ども時代も知っているということか）

　なにがあったら、あんな規格外の「淑女」が育つのか尋たずねてみたい。だが、直球で訊きいて、適当に誤ご魔ま化かされてもつまらない。

　ヴァイスは話のきっかけをつかもうと、部屋の中を見回し──ラウンドテーブルの上で、ふと目をとめた。そこには例のチェス盤ばんが置かれたままになっている。

「あれは、おまえの家からルティアが借りてきたものなのか？」

「………………？」

　なんのことを訊かれたのか、一いつ瞬しゆんわからなかったのだろう。ルティアと同じ色をした瞳ひとみが不思議そうに瞬またたく。やがて、チェスのことだと気づいたシリルは嬉うれしそうにはにかんだ。

「このチェス盤は昔から我が家にあるものです。まだ幼かった私に、これを使ってルティー姉様がチェスを教えてくれたんです」

「おまえたちは本当に親しい間あいだ柄がらなんだな」

「はい」

　ヴァイスの感想に、シリルが少し照れたようにうなずく。チェス盤を眺ながめて、彼はなつかしそうに目を細めた。

「この白い駒こまはルティー姉様ですね。昔から変わらない、まっすぐな手を打っています。この時、黒い駒を使っていらしたのは陛下でしょう？　さすがです。全体の配置にキレがあります」

　言われてみて、ヴァイスはようやく気づいた。チェス盤の上では白と黒、二ふた色いろの駒が入り乱れている。それはルティアを初めて打ち破った時の配置だった。

（そういえば、あいつは俺に負けたことを本気でくやしがっていたな。普ふ通つうの貴婦人たちとはやっぱり違ちがう）

　本人は感情を隠かくしていたつもりでも、こっちには丸わかりだ。ムッと唇をとがらせた姿は、すねた子どものようでかわいらしかった。

　些さ細さいな過去を思い出して、頰ほおがゆるむのを感じる。その時、ヴァイスの視界にルティアとよく似た顔が飛びこんできた。

「陛下、恐おそれながら、お聞かせ願いたいことがございます」

「……なんだ？」

　出し抜ぬけに急な問いかけをされて、眉をひそめる。かなり険しい顔つきになったはずだが、シリルは拒きよ絶ぜつされなかったことに安心したのか、顔に無む邪じや気きな笑えみを浮うかべて言った。

「陛下は、チェスにおいて一番大切な駒はなんだとお考えですか？」

「………………？」

　普通に考えれば、もっとも重要な駒は王キングだ。王キングを取られたら、ゲームは終わる。しかし、質問をしてきたのはルティアの従弟いとこだ。

（騎き士しの家の出だけあって、まさか騎士ナイトが一番だと言うのか？）

　訝いぶかるヴァイスの顔を上うわ目め遣づかいに見やって、シリルがフフッといたずらっぽく笑う。彼は再びラウンドテーブルの方に歩いていって、その上に置かれているチェス盤に手を伸のばした。華きや奢しやな手がつかんだ、その駒は──。

「私は、チェスにおいて一番大切な駒は女王クイーンだと思います」

　白く塗ぬられた木製の駒には、王おう冠かんを戴いただいた気高い女性の横顔が彫ほられている。その表面を愛いとおしそうになでながら、シリルは静かに続けた。

「盤上であらゆる方向に動くことを許されている女王クイーンこそ最強です。ルティー姉様のように媚こびることのない、堂々としたしなやかさと美しさを秘ひめています。それに比べて王キングは……」

　シリルの愛らしい唇くちびるから、フーッと深いため息がこぼれる。

「王キングはいつもルールに縛しばられていて、自由に動くことができません。王キングとは所しよ詮せん、守られてばかりの存在に過ぎないと思うのです」

（こいつ……！）

「もちろん、今のはチェスの話ですけれど」

　女王クイーンの駒を盤上に戻もどして、シリルがニコッと笑う。

　ヴァイスはこみ上げてきた怒いかりをグッと吞のみこんだ。どれだけ愛らしい笑みを浮かべていても、ケンカを売られたのは明白だった。

　シリルは言っているのだ。先王の落らく胤いんであることが発覚し、ある日突とつ然ぜん、王冠を戴くことになっただけの自分にルティアはふさわしくない、と。

（こいつのどこが天使だ!?　後ろから黒い悪あく魔まのしっぽが生えてるんじゃないのか!?）

　笑っているはずなのに、どこか鋭するどい翠みどりの瞳との間で見えない火花が散る。その時、寝しん室しつの扉とびらがおもむろに開けられた。

（なんだ!?）

　忌いま々いましげに舌打ちをして振り向く。ヴァイスは一いつ瞬しゆん怒いかりを忘れて目を瞠みはった。

　そこには従姉いとこのファビエンヌを後ろに従えたルティアが立っていた。淡あわい翠のドレスは先ほどと変わらない。けれど、ボサボサだった髪は丁てい寧ねいにくしけずられ、顔の横でゆるく編みこまれた三つ編みの先は胸むな元もとにかけてきれいに流されている。しかも、元はファビエンヌの胸に飾かざられていたものだろうか。白薔ば薇らのコサージュがハニーブロンドの髪に彩いろどりを添そえていた。

「陛下？　いかがなさいましたか？」

　ルティアが不安そうに訊いてくる。

「あ、いや……」

　我に返ったヴァイスが感想を口にしようとした。その瞬しゆん間かん、思わず目を疑った。今まで堂々としていたシリルの足あし下もとが急にふらつき、床ゆかに膝ひざをついたのだ。

「シリル！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　駆け寄ったルティアが、か細い身体からだを抱だき止める。彼女のドレスの袖そでをキュッと握にぎりしめ、シリルは弱々しい声で答えた。

「ごめんなさい、ルティー姉様。陛下と二人だけでお話をしていたら、緊きん張ちようしてしまって……」

（…………これはなんの茶番だ？）

　啞あ然ぜんと立ちつくしているヴァイスの横を、楚そ々そとした足取りで歩いてきたファビエンヌが通り過ぎ、ルティアの前で立ち止まった。

「あね……ファビエンヌ様？」

「シリルのことは私に任せなさい」

　そう言うなり、ファビエンヌはルティアの腕うでからシリルの身体を受け取り、無む理り矢や理りその場で立ち上がらせた。白金の頭を後ろから押さえて、一緒に優ゆう雅がな一礼をする。

「陛下、弟がご迷めい惑わくをおかけして、申し訳ございませんでした。ルティアのお色直しも終わりましたし、私たちはこれにて失礼いたします」

　下を向いたシリルの顔に一瞬不服そうな表情がよぎって見えたのは、きっと気のせいじゃない。しかし、あの天使も姉の決定には逆らえなかったのか、手を引かれるがまま、おとなしく部屋を出ていった。

（さすがルティアの一族だけあって、一ひと筋すじ縄なわではいかない連中ばかりだな）

　ヴァイスはあきれと感心の入り混じった思いで、目の前で閉められた扉を見つめていた。
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　シリルとファビエンヌの二人が去ったあと、ルティアはヴァイスの様子が変なことにすぐに気づいた。もともと笑うことの少ない人だが、今日は特にひどい。眉み間けんに皺しわを寄せて、シリルたちの出ていった扉を半眼で睨にらみつけている。彼がここまで不ふ機き嫌げんになる理由なんて、一つしか思い当たらなかった。

「陛下、お見苦しいところをお見せしてしまって、申し訳ございませんでした」

　自分にも他人にも厳しいヴァイスのことだ。伯はく爵しやくを名乗りながら肝かん心じんな場面で倒たおれてしまったシリルのことを、役に立たない軟なん弱じやく者だと思ったのかもしれない。大切な弟のよさを誤解されたままでいるなんて悲しすぎた。

「シリルは生まれつき身体が弱いせいで、長い間立っていることができないんです。引き金は陛下に謁えつ見けんして緊張したことかもしれませんが、決して他意があったわけでは──」

「おまえの目は節穴か？」

「…………はい？」

　気づけば、ヴァイスが信じられないものを見るような眼まな差ざしを自分に注いでいた。彼は疲つかれたように額を手で押さえ、大きく頭かぶりを振ふった。

「リリフォーレ伯爵が病弱だというのは本当かもしれない。だが、あれが国王と話すだけで緊張するような人間か？　嫌いや味みを混ぜながら、堂々と俺に宣戦布告をしてきたぞ」

「……失礼ですが、陛下はどなたの話をなさっているのですか？」

「おまえの従弟のシリルだ！」

「……………………………………は？」

　ルティアは淑しゆく女じよの格好をしていることも忘れて、ポカンと大きく口を開けてしまった。

　嫌味やケンカなんて、あの天使みたいな弟の対極に位置する言葉だ。なにをどう間ま違ちがえたら、そんなひどい誤解ができるのだろう？

　自分が席を外している間になにがあったか知らないが、ここは弟の将来のためにも、早めに誤解を解いておかなければならない。

　焦あせる気持ちを抑おさえるように、コホンと一つ咳せき払ばらいをする。不可解そうに眉まゆをひそめているヴァイスの前で、ルティアはグッと拳こぶしを握りしめて言った。

「失礼ですが、陛下はなにか勘かん違ちがいをなさっています。たった一度の謁見ではわからないかもしれませんが、シリルはものすごくいい子なんです！」

「……例えば、どんなところがだ？」

「そうですね。まず、シリルは他人を思いやる気持ちに溢あふれています。いつだって家族の心配ばかりしているせいで、こっちの方がかえって心配になってくるくらいです。それに、あの天てん真しん爛らん漫まんな笑え顔がおは見ているだけで心が洗われますし──」

　数えだしたら、きりがない。次々とシリルのよさを力説するルティアの言葉はしかし、ヴァイスのため息によって中断させられてしまった。

「陛下？」

「それがおまえの知っているリリフォーレ伯爵か。同じ人間について語っているはずなのに、どうしてここまで見ているものが違う？」

「え？　ですから、陛下はなにか勘違いなさって──」

　再び否定しようとする、その言葉をルティアは思わず吞みこんだ。

　ヴァイスが自分を見ていた。それも、驚おどろくほど真しん剣けんな眼差しで。急にどうしたのかと思っていると、彼は落ちてきた前まえ髪がみをくしゃっと苛いら立だたしげにかき上げて言った。

「これ以上互たがいの見解について話したところで、水みず掛かけ論になるだけだろう。だから、単刀直入に訊きくぞ。おまえにとって、リリフォーレ伯爵とはどんな存在なんだ？」

　──ルティアの息が一瞬止まりかける。

　まさか馬ば鹿か正直に、最愛の弟だと打ち明けるわけにはいかない。わずかにためらったのち、ルティアはヴァイスの目を見ずに答えた。

「シリルは私にとって、その……かけがえのない存在です」

「じゃあ、俺はなんだ？」

「命をかけてお仕えすべき主あるじです！」

　今度こそ間かん髪はつ容いれずに正直な想おもいを伝えられた！

　国王に対してこれ以上の賛辞もない。きっとヴァイスも喜んでくれるはずだ。だが──、

（あれ？）

　様子がおかしい。ものすごくいいことを言ったはずなのに、ヴァイスの表情かおはなぜかみるみるうちに暗く、険しくなっていった。

（もしかして言い方が気に入らなかったのか？　「たった一人の主人」とか、「全身全ぜん霊れいでお守りすべき主」とかの方が陛下のお好みだったか？）

　ルティアが確かめようとした、その言葉は声になる前に消えた。

　最初に出で逢あった時だって、これほどひどくはなかった。手負いの獣けもののように苛立った瞳ひとみが、もどかしげに自分を見下ろしている。

「あの、陛下……？」

　応こたえはない。ヴァイスは口を固く閉とざしたまま、怒おこったような顔で腕を組んでいる。

　どうしたらいいかわからず、戸と惑まどうルティアの耳に、「晩ばん餐さんの支度したくが調ととのいました」と呼びに来た侍じ従じゆうの声が扉とびら越ごしに聞こえた。

　ヴァイスはまだなにも言わない。こちらに背を向け、無言で廊ろう下かへ出ていく。

　護衛を言いつかった騎き士しとして、彼を一人にさせるわけにはいかない。ルティアは急な態度の変化に困こん惑わくしつつも、すべてを拒きよ絶ぜつするようなその背中を追って、晩餐の用意されている部屋に向かった。

　その日の食事は豚ぶたの肩かたロースにバルサミコソースをかけたもので、デザートにはルティアの大好きなチョコレート・プディングまで用意されていた。

　だけど、素す直なおに喜べない。気まずい空気の中、カチャカチャとフォークとナイフを動かす音だけが、やけに大きく響ひびいて聞こえる。

　存在を無視されていた頃ころの方がまだましに思えてくる。無言で淡たん々たんと食事を続けるヴァイスを前にして、一口すくって食べたチョコレート・プディングはなんの味もしなかった。
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　王宮の正面玄げん関かんには、百ゆ合りの紋もん章しようの描えがかれた馬車が停とめられていた。

　ファビエンヌに手を引かれたシリルは外に出るなり、問答無用で馬車の中に押しこまれてしまった。急に手を放され、ソファーの上で勢いよくはずんでしまう。

「ファビエンヌ姉様、どうか乱暴はやめてください」

　向かいに座った姉の顔をうるうるとした瞳ひとみで見上げる。彼女はにっこり微笑ほほえみ──持っていた扇おうぎの縁ふちで白金の頭をペシッとたたいた。

「姉様、ひどい！」

「なんとでもおっしゃいなさい。私の前ではいくらかわいい子ぶって見せたって、労力の無む駄だというものよ」

「…………………………」

　シリルは不満げにプクーッと頰ほおをふくらませて、下を向いた。

　ルティアと違って、十歳年上のこの姉がシリルはちょっとだけ苦手だった。宮きゆう廷ていでは完かん璧ぺきな貴婦人で通っているようだが、自分たち姉きよう弟だいに対しては容よう赦しやがない。案の定、今日も走り出した馬車の中で、人目がないのをいいことに、ファビエンヌはずけずけとした口調で続けた。

「陛下との間でなにがあったか、詳くわしいことは聞かないわ。あの部屋の空気を見れば、だいたい察しがつくもの。だけどね、シリル。ルティアを慕したっているのならなおのこと、わがままはだめよ」

「そんな！　僕はわがままなんて言ってません！　ファビエンヌ姉様こそ、ルティー姉様の持ち物を無断で売り払はらったり、ご婦人方を煽あおったりして、好き放題やっていらっしゃるじゃありませんか！」

「私はいいのよ。かわいい妹をいじるのは姉の特権なんだから」

　……なんなのだろう？　このものすごい理り不ふ尽じんさは。

　しかし、どれだけ不満を覚えても、この姉には言い返せないだけの迫はく力りよくがある。

　閉めきられた空間の中で、額にうっすらと汗あせを浮うかべたファビエンヌが繻しゆ子す張りの扇で優ゆう雅がに顔を扇あおぐ。その間から、小さなため息がこぼれた。

「シリル、あなたは私が好きなように生きていると思っているようね」

　……違うのだろうか？

　思わず目を眇すがめた弟の前で、ファビエンヌが閉じた扇の背を掌てのひらでトンッとたたいた。

「たしかに私は少し我が強いかもしれないけれど、あなたとは違うわ。なにがあっても、私は陛下にケンカを売ったりしません。シリル、あなたは伯爵家を潰つぶしたいの？　それこそルティアの意に反することよ」

「…………………………」

　そのまま会話が途と絶だえた。

　ファビエンヌが扇を使って再び顔に風を送りながら、窓の外を眺ながめる。シリルも反対側の窓に顔を向けたまま、身じろぎ一つしなかった。

　やがて、海から吹ふいてくる潮風に混ざって、清せい楚そな百合の香かおりが辺りに漂ただよい始めた。

「ヴァルナーレ公こう爵しやく夫人、リリフォーレ伯はく爵しやく。お屋や敷しきに到とう着ちやくいたしました」

　馬車が停まり、年かさの御ぎよ者しやが扉とびらを開けてくれる。

「ありがとう。今日もお疲つかれ様」

　ファビエンヌがやさしく微笑み、御者が差し出した手を取る。彼女は馬車を降りる直前で、シリルの方を一度振ふり向いた。

「いいこと、シリル。今日は二度も発ほつ作さを起こしたのだから、ニコル先生のお薬を飲んで早くベッドに入るのよ」

「……はい、わかりました」

　しゅんとして、うなだれる。しかし、姉が前を向いた瞬しゆん間かん、シリルは去りゆく背中に向かってベーッと舌を出した。

　無む茶ちやをしてルティアに迷めい惑わくをかけたことは反省している。だけど、ファビエンヌのお説教なんてまっぴらだった。

「リリフォーレ伯爵も、お手をどうぞ」

　御者が自分の方を向くと同時に、シリルはしおらしい顔つきに戻もどって、出された手を取った。

　その耳に、バタバタと慌あわただしい足音が近づいてくるのが聞こえた。なにかと思って御者の肩かた越ごしに覗のぞくと、ニコルが息を切らせながら走ってくるのが見えた。

「おかえりなさい、シリル様！　ちょうどよかった。王宮であなたがお倒たおれになったあと、一度治ち療りよう院に立ち寄ってから、私もこちらに戻ってきたところなんですよ」

　ニコニコ笑いながらそう言うと、ニコルは馬車から降りたシリルの前で、ごそごそと懐ふところをまさぐり始めた。

（まさか……！）

　嫌いやな予感が全身を貫つらぬく。シリルの顔が引きつっていることに気づかなかったのか、それとも単に無視しただけなのか、ニコルが取り出した水すい筒とうの蓋ふたをパカッと開ける。同時に、ゴミ捨て場のような異い臭しゆうが辺りに立ちこめた。

「さぁ、どうぞ！　免めん疫えき力を高めて体力をつけるためには、やっぱり薬草茶が一番です！」

「あら、シリル。よかったわね。せっかくの先生のご厚こう意いを無駄にしてはだめよ。しっかり最後までいただきなさい」

　わざわざ戻ってきたファビエンヌが、顔の周りを自分だけ扇でブロックしながら楽しそうに言う。ニコルが満面の笑えみで、シリルの前にどす黒い紫むらさきの液体をつき出してきた。

「どうか遠えん慮りよなさらず、一気にお飲みください！」

　ルティアのいない今、助けてくれる者はいない。

　涙なみだ目めで頭をフルフル振ってみせたところでなんの効果もなく、シリルは鼻をつまみながら、怪あやしげな液体をがぶ飲みする羽目になったのだった。
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　その後、自分の部屋に戻ったシリルは夜着に着き替がえる気力すら湧わかず、そのままぐったりベッドの中にすべりこんだ。

　ニコル特製の薬草茶は普ふ通つうの薬の何百倍もまずい。全身がポカポカ暖まって呼吸も楽になったけれど、精神的なダメージがここまで大きかったら、かえって身体からだに悪い気がする。

（今日は嫌なことばっかりだ）

　視界の隅すみで、燭しよく台だいの光が壁かべに飾かざられた百合の紋章を薄うす闇やみに浮かび上がらせる。シリルはキュッと唇くちびるをかみしめ、かけていた羽布ぶ団とんを頭の上まで引き上げた。

　百合の花は大だい嫌きらいだった。あの無む垢くな白さは、亡なくなった父の妄もう執しゆうを思い出させる。彼は、実の息子むすこに伯爵家を継つがせることに最さい期ごまで囚とらわれ続けた人だった。

　唯ゆい一いつの息子であったシリルを一人前の騎き士しに育てると宣言し、連日苛か烈れつなしごきを加えてきた。今より幼く、よほど体力のなかったシリルは毎日が苦しくて、つらくて、眠ねむる前に「もう二度と目が覚めませんように」と、神様にお祈いのりするほど追い詰つめられていた。

　そんな時、暗闇の中から助けてくれたのがルティアだった。

　父の刃やいばから身を挺ていして庇かばってくれたあの日、彼女は自分が伯爵家の長男として、騎士になる道を選んだ。女性としての人生を棄すてることになったのに、誰だれかを恨うらむこともなければ、厭いとうこともない。それどころか、病弱な弟の自分をいつも案じて、真綿でくるむように、大切に大切に守ってくれた。

　あれは、シリルが七歳になった頃ころのこと。年の近い一族の子し弟ていたちが屋敷に集まり、晩ばん餐さん会を開くことになった。父も皆みなも久方ぶりに顔を合わせることを喜んで、装いにも気合いが入っていた。しかし、前日から体調を崩くずしていたシリルは、晩餐の最中に発作を起こして倒れてしまった。あの時の、一族が自分に向けた眼まな差ざしを、シリルは今でも忘れることができない。

　──弱者を憐あわれむ瞳ひとみの奥に隠かくされた、侮ぶ蔑べつの光。

　皆は食事を楽しむために集つどったわけではない。見み極きわめに来たのだ。シリルたち本家の姉弟とつき合うことが、自分たちの将来にとって得となるかどうか。そして、毒にも薬にもならない相手としてシリルを見限った。あの日の父と同じように。

　その晩、一人になったシリルは生まれて初めてベッドの中でくやし涙を流した。

　どうして自分は、伯爵家の長男に生まれてしまったんだろう？

　こんなにも思い通りにならない身体で、これからどのように生きていけばいいんだろう？

　答えはない。重苦しい問いかけばかりが繰くり返され、幼い心を傷つけていく。

　その時だった。ルティアが部屋にやってきたのは。

　ベッドの中でうずくまっている自分を見ても、彼女はなにも訊きいてこなかった。いつものようにやさしく笑いながら、「これをやってみないか？」と言って、チェスのセットを差し出してきた。なんでも騎士修しゆ業ぎようの一いつ環かんとして戦略の勉強をするため、最近覚えたのだという。

　それからというもの、ルティアは暇ひまさえあればシリルの部屋を訪ねてきて、チェスをして遊ぶようになった。彼女と一いつ緒しよにいられることが嬉うれしくて、その温かな時を少しでも引き延のばしたくて、シリルは一人でもチェスの練習をするようになった。

　そうして一週間が過ぎた頃、シリルは初めてルティアに勝った。

　それからもめきめきと腕うでを上げていく弟の様子に、ルティアはびっくりしたようだった。けれど、負けず嫌ぎらいな彼女にしてはめずらしく、素す直なおに負けを認めて、嬉しそうに自分の頭をなでながら言った。

「こんなに早くチェスをマスターできるなんて、シリルはやっぱり頭がいいんだな。おまえは無理して騎士ナイトになる必要なんてない。私ナイトの分までゲーム全体を見み渡わたせる人間になってほしい」と。

　この時になって、シリルは初めて気づいた。ルティアは自分の悩なやみもコンプレックスも、すべてわかっていた。その上で、全部ひっくるめて自分を愛してくれていたのだ。

　ルティアのために生きようと、この日、シリルは誓ちかった。

　彼女が自分のために失ったものがあるとしたら、それを補ってあまりあるほどの愛情を捧ささげよう。彼女が笑っていてくれるなら、他ほかになにもいらない。このままずっと二人でいられる未来だけを願っていた。それなのに──。

（あの国王はなんなんだ!?）

　若き黒くろ髪かみの王を思い出し、シリルは苛いら立だたしげに枕まくらをたたいた。

　いつも爽さわやかな笑みを浮うかべているからと言って、苦労がなかったわけではない。ルティアがどんな思いで騎士になったかも知らず、急に横から出てきて、女性としての彼女を求めるなんて許せなかった。

（絶対に邪じや魔ましてやる！）

　シリルが固く決意した。

　その時、寝しん室しつの扉が不意にノックされた。

（こんな時間に誰だろう？　まさかニコル先生がまた薬草茶を持ってきたんじゃ……！）

　とっさに寝ねたふりをしようとして、シリルが枕に顔を埋うずめた。その耳に、聞き慣れた青年の声が飛びこんできた。

「シリル、俺だ。ラッツだ。入ってもいいか？」

（……なんでラッツ兄さんが？　今はルティー姉様もいないのに）

　不思議に思いつつも、「どうぞ」と返事をすると、薄闇の中でもはっきりと目立つ朱しゆ色いろの猫ねこっ毛が部屋に入ってきた。

　ラッツは妙みようにソワソワとした様子で横になっているシリルの顔を覗きこむと、ベッド脇わきの椅い子すに腰こし掛かけることもなく、「うんうん」ときっちり二回うなずいて言った。

「熱はもうないようだな。なら、よかった。じゃあな」

「………………？」

　怪け訝げんに思うシリルの前でくるりと回れ右をして、そのまま部屋を出ていこうとする。どこかぎこちないその背中の意味に気づいて、シリルは吹ふき出しそうになった。

　ルティアほどではないけれど、その親友のラッツも相当なお人好よしだ。王宮で倒れたあと、途と中ちゆうで別れた自分を心配して、わざわざ様子を見にきてくれたらしい。

（ルティー姉様とラッツ兄さんって、どこか似てるよな）

　目元まで引き上げた羽布団の下で、こみ上げてくる笑いを嚙かみ殺す。

　その時だった。シリルの頭に突とつ如じよとして名案がひらめいた。

「ラッツ兄さん、待ってください」

　弱々しい声で呼びかけられ、ラッツが振ふり返る。その目がギョッとしたように見開かれた。

「おい、おまえ！　寝てなくていいのかよ!?」

　ベッドから起き上がろうとしたシリルの元に、ラッツが慌あわてて駆かけ寄る。シリルはにっこり微笑ほほえんで、近づいてきた制服の袖そでをつかんだ。

「心配してくれて、ありがとうございます。だけど、どうしてもラッツ兄さんに相談しておきたいことがあるんです」

「ルティウスじゃなくて、俺に？」

「はい」

　意外そうに自分の顔を指さすラッツのことをベッドの中から見上げて、シリルは続けた。

「ラッツ兄さんとお別れしたあと、僕は助けてもらったお礼を言うため、『ルティア姫ひめ』と呼ばれている兄様のお部屋に伺うかがいました。そうしたら、ちょうどそこに陛下もいらして…」

　ラッツが目だけで「どうした？」と、先を促うながす。シリルは制服の袖をつかむ手に力をこめて、小さな唇から思い詰めたような声を絞しぼり出した。

「陛下は兄様とお話をなさっていたのですが……兄様を見つめるあの目は間ま違ちがいありません。陛下は兄様を気に入っていらっしゃるようなんです。一人の女性として、自らの婚こん約やく者に望むほどに」

　ラッツの表情が芯しんから凍こおりつく。

「ラッツ兄さん？」

「いや、悪い。だが……」

　大きく頭かぶりを振ったラッツが顔を手で覆おおい、自分自身を納なつ得とくさせるように何度もうなずく。

「うん、まぁ……陛下はずいぶん変わった趣しゆ味みをしていらっしゃるようだが、ルティウスが相手なら押し倒たおされる心配もないし、大だい丈じよう夫ぶだろう」

「ですが、世の中に絶対なんてありません。万が一『ルティア姫』が男だとばれたら、近この衛え隊はどうなります？　ようやく陛下に解散を思いとどまっていただいたばかりなのに」

「……………………」

　ラッツが腕を組んで、眉み間けんに深い皺しわを刻む。

　もう一押しだ。

「ラッツ兄さん、陛下と兄様をこれ以上近づけてはなりません。近衛隊と、この国の平和を守るために」




　ラッツはこの日、はっきりとした答えを返さないまま帰っていった。しかし、彼の心が近衛隊の連隊長としての誇ほこりと、主君に対する忠誠心との間で揺ゆれていたのは明らかだ。

「ルティー姉様は誰にも渡わたさない。たとえ、どんな手を使ったとしても」

　決意の固さを示すように、声に出して宣言する。同時に、コホコホッと小さな咳せきがこみ上げてくるのを感じて、シリルは羽布ぶ団とんを頭からかぶった。またニコルに見つかって、薬草茶を飲まされてはたまらない。これ以上ひどくならないように渇かわいた喉のどを潤うるおそうとして、何度も懸けん命めいにツバを吞のみこむ。

　やがて、暖かなベッドの中で目を閉じているうちに、シリルは全身を覆うだるさと睡すい魔まに負けて、ゆっくりと深い眠ねむりに落ちていった。
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　海からの風に、華はなやかな花の香かおりが混じる。

　本格的な夏に向かって陽ひ射ざしが強まっていく前の一ひと時とき、王宮のバルコニーでは多くのお茶会が開かれる。ルティアもこの日、そうした会の一つに呼ばれていた。

　会の主しゆ催さい者しやは昨年クラリー男だん爵しやくと結けつ婚こんしたことで、平民から貴族になったばかりの若い貴婦人だった。今日が初めての主催者役とあって、気合いが入っているらしい。まっ白なテーブルクロスの上には色とりどりのマカロンや、めずらしい南国のフルーツにチョコレートをコーティングしたものなど、目にも鮮あざやかなお菓か子しが所ところ狭せましと並べられている。

「ルティウス様、先ほどからなにもお話しなさってらっしゃいませんわね。なにかお気に障さわることでもございましたか？」

　ぼんやり紅茶のカップを傾かたむけていたルティアは、急に横から顔を覗のぞきこまれて、むせそうになった。男爵夫人が心配そうに胸の前で手を組み、おどおどとこちらの様子を窺うかがっている。

（いけない！　今の私はルティウスなのに！）

　気を抜ぬくと、昨夜ゆうべのヴァイスとのやりとりが頭を占しめる。彼がなぜ急に不ふ機き嫌げんになったのか、いくら考えてもわからない。だけど、今はそのことで頭を悩ませている場合ではなかった。

（初めて主催するお茶会で心細い思いをしているだろうに、女性にこんな顔をさせてしまうなんて騎き士し失格だ！）

　ルティアは持っていたカップをテーブルに置くと、不安そうに顔を曇くもらせている男爵夫人にやさしく笑いかけた。

「気にかけてくれてありがとう、姫。あなたは素す晴ばらしい方ですね。私も含ふくめ、皆みなが会を楽しんでいるかどうか、常に気を配ってくれている。だけど、どうか心配しないでください。私は初夏の風の心地ここちよさと、会の華やかさに心を奪うばわれていただけですから」

「あ、ありがとうございます……！」

　褒ほめられて、男爵夫人が嬉うれしそうに頰を染める。

　騙だましているようで一いつ瞬しゆん心が痛んだが、これでいい。彼女の気配りは初うい々ういしくも丁てい寧ねいなもので、本当に素す敵てきなお茶会だったし、なにより自分のことで煩わずらわせたくなかった。

　ルティアは顔に爽さわやかな笑えみを浮うかべたまま、目の前のカップに再び手を伸のばした。しかし、テーブルの端はしでキラッと光った目を誤ご魔ま化かすことはできなかった。

「ルティウス様、どうか無理をなさらないでください。昨日、演習場でお別れしたあと、なにかあったのでしょう？」

（えっ……）

　奥ゆかしさを美徳とする貴婦人の世界においてはめずらしい。直球の質問を投げかけてきたのは、ルティアの向かいに座っているノール子爵夫人だった。彼女はルティアが騎士の叙じよ任にん式を終えたばかりの頃ころから、ずっと応おう援えんし続けてくれている。三年に及およぶ観察眼は伊達だてじゃない。

「なにかお悩なやみのことがありましたら、いつでもご相談ください。微び力りよくではありますが、私たちは皆、ルティウス様の力になりたいのです」

　テーブルを囲んでいる貴婦人たちが一いつ斉せいにうなずく。

　真しん摯しな瞳ひとみで見つめられ、ルティアは胸の奥がじんわりと温かくなるのを感じた。

（こんなにも多くの貴婦人が私の心配をしてくれているなんて……！）

　一人で悶もん々もんとしていた自分が馬ば鹿からしく思えてくる。お茶会の席にふさわしい話題ではないかもしれないけれど、宮きゆう廷ていを熟知している貴婦人たちの情じよう報ほう網もうはあなどれない。もしかしたら自分の知らないヴァイスの本音について、なにか教えてくれるかもしれない。

「実はその、悩みというほどのことでもないのですが、最近陛下のお心がわからなくて……」

　迷った末にルティアがつぶやいた。その瞬しゆん間かん、今まで神しん妙みような顔つきをしていた貴婦人たちの目がクワッと大きく見開かれた。

（あ、まずい！　ルティウスがこんな相談を持ちかけるなんて、やっぱりおかしかったか!?）

　とっさに言い訳を口にしようとする。だが、誰だれ一人として耳みみを傾けてくれない。貴婦人たちは互たがいに目を見合わせると、開いた扇おうぎの下で熱心にささやき始めた。

「ルティウス様にお元気がないのは、てっきり昨日シリル様がお倒れになったことと関係していると思っていましたのに、まさかここで陛下のお名前が出てくるなんて！」

「ルティウス様にはラッツ様という存在がいらっしゃいますのに……まさかの三角関係!?」

「ちょっとお待ちになって！　陛下は──」

「まぁ！　では、あなたは四角関係をご所しよ望もうですの!?」

「……あの、姫ひめ君ぎみ方？」

　急にどうしてしまったのだろう？

　完全に置いてけぼりを食くらったルティアがおそるおそる声をかける。気づいた貴婦人たちがピタッと話すのをやめた。皆を代表して、ノール子爵夫人が恥はじらうように顔を扇で隠かくしながらホホホと笑う。

「ルティウス様、はしたない姿をお見せしてしまって、失礼いたしました。あまりにおいしい設定に、つい興奮してしまいましたの」

「おいしい設定……？」

「私たちの言葉で、『素晴らしいご関係』という意味ですわ」

　……本当に、貴婦人の世界は奥が深い。

（そうか。私の知らないことが、まだたくさんあるんだな）

　ルティアが妙みように感じ入っていると、男爵夫人が「あの、皆様……」と、おずおず話しかけてきた。どうやら会の主催者として、話題の転てん換かんを試みているらしい。幾いく対ついもの視線を向けられ、わずかに怯ひるみつつも、彼女はこの日のために用意してきた台詞せりふを一いつ生しよう懸けん命めい口にした。

「えーと……その、薔ば薇らの美しい季節になってまいりましたわね。今年摘つまれた薔薇の香こう水すいはもうお手元に届きまして？」

「え、ええ、もちろん！　私はちょうど先週、手に入れましたわ。クラリー男爵夫人は？」

　男爵夫人の意図を汲くんで、ノール子爵夫人が話題に乗る。お茶会の空気が和なごやかになったことに安あん堵どして、彼女は照れたように、はにかみながら答えた。

「実は私、夫にねだってジローナ産の香水を買ってもらいましたの」

「まぁ、素敵！」

「なんて優ゆう雅がですの！」

　皆が口々に賞賛の声を上げる。貴婦人の世界に疎うといルティアでさえ、純じゆん粋すいにすごいと思った。ジローナ産の薔薇は、そのかぐわしさと育てにくさから大陸一の高級品と名高く、原液の一いつ滴てきが金貨一枚に相当すると言われている。

「お恥はずかしながら、私、嬉しくて今日もその香水をつけてきましたの」

　心の底から幸せそうに言って、手首の裏を見せた男爵夫人が扇で手元を扇あおいでみせる。

　公爵夫人であるファビエンヌのような一部の例外を除き、貴族でもジローナ産の──それも薔薇の香水を楽しむ機会はあまりない。テーブルを囲んでいた貴婦人たちが一斉に身を乗り出す。しかし、嬉しそうに顔をほころばせている男爵夫人と違ちがい、その香りをかいだ貴婦人たちは一様に顔を見合わせた。

「失礼ですが、クラリー男爵夫人、その香水をおつけになったのはいつのことですの？」

「え？」

　扇を持った手を止め、男爵夫人が首をかしげる。一いつ拍ぱく後、自分の纏まとっている香水が、香りの長続きしない安物だと思われたことに気づいて、彼女は首筋までまっ赤になった。

「あ、あの、もしかしたら私のつけ方が悪かったのかもしれません。ですが、夫にプレゼントしてもらったのは正しよう真しん正しよう銘めいジローナ産の香水ですのよ」

　椅い子すの背に立てかけていたクラッチバッグの中から、薔薇の花を象かたどった薄うす紅べに色いろの小こ瓶びんを取り出し、蓋ふたを開ける。隣となりに座っていたルティアは、瓶の中から漂ただよう香りをかぐなり、ハッと険しくなりかけた表情を抑おさえるのに苦労した。

（あれと同じだ）

　脳のう裏りをよぎったのは、昨日シュヴァリエの執しつ務む室で見せてもらった香水だった。あれよりも甘く、高貴な香りを放っているが、ツンと鼻に残るアルコールの臭においは隠せない。

「本当に、これは本物ですのよ。夫だって、アランス王国の商人から直接買ったと言ってましたし……」

　テーブルの端々から冷たい視線を注がれ、男爵夫人の顔が今にも泣きそうに歪ゆがむ。

　その時だった。貴婦人たちの間から、悲鳴にも似た叫さけびが上がった。

「ルティウス様!?　なにをなさって──」

　衝しよう撃げきのあまり最後は言葉にならなかった。貴婦人たちが注目する中、ルティアは男だん爵しやく夫人の手を引き寄せ、その甲こうにやわらかな口づけを落としたのだ。

「ノエル姫ひめ」

「え、ええーっ!?」

　ルティアが女性を姓せいではなく名前で呼んだとあって、貴婦人たちの間に動どう揺ようが走る。ルティアは気にせず、まっ赤になって固まっている男爵夫人の顔を上うわ目め遣づかいに見やって尋たずねた。

「どうか教えてください。あなたがジローナ産の薔薇にこだわる理由はなんですか？」

「え、それは……」

「たしかにジローナの薔薇は素晴らしい。でも、私はもっと素敵なものを知っています。それは、あなたの笑顔です」

　男爵夫人ばかりか、その場にいた貴婦人たちまでもが皆、息を吞のむ。ルティアはにっこり笑って、つかんでいた手を放した。

「姫、どうか笑ってください。あなたの微笑ほほえみの前では、身につけている香水がジローナの薔薇かどうかなんて、些さ細さいな話に過ぎません」

「ルティウス様……」

　涙なみだのにじんでいた目元に、少しずつ笑えみが戻もどる。

　彼女が初めて主しゆ催さいするお茶会を台無しにせずに済んだとあって、ルティアはホッとした。しかし、近この衛え隊に属する者として無視することはできなかった。

　薄紅色の小瓶に目を戻す。

（この香水はアランス王国のジローナ産を騙かたっているものだよな？　いったいどんなルートで宮廷にまで入りこんできた？　そもそも誰がこんなものを作ったんだ？）

　笑顔の下で、一人静かに思考を巡めぐらせる。そんなルティアの耳に、「あのぅ、ルティウス様」と、ためらいがちに声をかけてくる者がいた。

　声の主はノール子爵夫人だった。彼女はルティアと目が合うと、背筋を正し、急に真面目まじめな顔つきになって言った。

「実は私、前に聞いたことがありますの。『自分にはツテがないので無理だが、宮廷で転売すれば何倍にも値が跳はね上がる』と言って、アランス王国の商人が、お金に困っていた貴族にジローナ産の香水を売りにきたことがあるんですって。だけど、それはまっ赤な偽にせ物もので……」

　──やはり貴婦人たちの情じよう報ほう網もうはあなどれない。

「どうかその話、もっと詳くわしくお聞かせ願えないでしょうか？」

　いつになく真しん剣けんなルティアの眼まな差ざしに、子爵夫人が一いつ瞬しゆんたじろいだのがわかる。彼女は自分自身を落ち着けるように、持っていた扇を胸の前で握にぎりしめ、淡たん々たんと話を続けた。
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「なるほど、そういうことがあったのか」

　すべてを報告し終えたルティアの前で、近衛隊の執務机に着いていたシュヴァリエが、考えこむように顎あごの下で手を組む。その隣では、ラッツが厳しい表情で立っていた。

　無理もない。まだ王都の一部でしか出回っていないと思っていた香水の模造品が、宮きゆう廷ていの内部にまで入りこんでいることが判明したのだから。

「男爵家に嫁とついできたばかりのご婦人が相手とはいえ、貴族にまで被ひ害がいが出ているとなると、少し厄やつ介かいだな」

　シュヴァリエのつぶやきに、ルティアは重々しくうなずいた。

　香水の調ちよう香こうは職人芸の極きわみだ。たった一滴新たな要素を加えることで、元が同じとは思えないほどの深みや華はなやかさが生まれる。生半可な知識と嗅きゆう覚かくの持ち主にできることではない。

　香水にまったく触ふれたことのない者が相手ならいざ知らず、宮廷の貴婦人たちを騙だまして模造品を買ってもらうためには、かなりの腕うでが求められる。

「調香の技術はアランス王国に限らず、どこでも門外不出とされているはずですよね？　となると、今回の模造品を作った犯人はアランス王国の出身ということになりますか？」

　ラッツのもっともな疑問に、ルティアは首をひねった。

「なんらかの形でアランス王国を追われた者が、復ふく讐しゆうのため、今回の事件に関かかわっている可能性はありうるな。粗そ悪あくな香水をばらまくことで、アランス王国の体面を傷つける気かもしれない」

「反対に、我が国の経済を混乱させるため、アランス王国が裏で糸を引いている可能性は？」

「うーん、それは……」

　ラッツと二人、額をつき合わせて考える。加熱した部下たちの頭を冷やすように、シュヴァリエがパンパンッと手をたたいた。

「ここで憶おく測そくばかり話していても、らちが明かない。ラッツ、おまえは他ほかにも宮廷で被害者が出ていないかどうか、さりげなくご婦人方に探さぐりを入れろ」

「え？　俺がですか？」

　ラッツが露ろ骨こつに顔をしかめる。

「女性相手の調査でしたら、俺よりルティウスの方が向いていると思いますが」

「俺もそう思う。だが、こいつには陛下の護衛もある。不満なら、おまえがルティウスの代わりに女装をするか？」

「…………丁てい重ちようにお断りします」

　ラッツが顔だけでなく、猫ねこっ毛の先まで嫌いやそうにピクピク引きつらせている姿を見て、シュヴァリエが盛大に吹ふき出す。彼は目め尻じりに浮うかんだ涙を拭ぬぐい、次にルティアに向けて告げた。
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「そういうことだから、ルティウス、おまえはできる限りルティア姫として陛下の護衛に専念してくれ」

「あ、はい……」

　ごく当たり前の任務を命じられただけなのに、昨夜ゆうべヴァイスが不ふ機き嫌げんそうにしていたことを思い出し、歯切れの悪い返事をしてしまう。

「どうした、ルティウス？　例の交こう換かん日記がうまくいってないのか？」

「それとも、やっぱりその……慣れない女装で、いろいろと戸と惑まどうことも多いとかか？」

　シュヴァリエだけでなく、ついさっきまで文句をこぼしていたラッツまでもが、急に心配そうな顔つきになって訊きいてくる。ルティアは一瞬、昨日の出来事を相談しようかと思った。が、やっぱり言えなかった。

（護衛のくせに、陛下と顔を合わせるのが気まずいなんて……！）

　ヴァイスが昨日、突とつ然ぜん不ふ機き嫌げんになった理由は、いくら考えてもやっぱりわからない。だけど、どうせまた自分が無意識のうちに、なにか変なことをしてしまったせいだろう。自分のミスで多た忙ぼうな二人を煩わずらわせたくなかった。

（大だい丈じよう夫ぶ。もう一度理由を尋ねて謝ったら、きっと陛下だって許してくれる）

　ルティアは無む理り矢や理り自分を納なつ得とくさせると、ラッツとシュヴァリエの二人に笑いかけた。

「私のことを気き遣づかってくださり、ありがとうございます。日誌の方は、今のところ……まぁ、なんとかなっていますし、女装も少しは板についてきました」

「…………本気かよ？」

　ラッツがげっそりとつぶやく。その声に重なって、五時を告げる鐘かねの音ねが王宮に鳴り響ひびいた。今日もまた、ルティア姫に戻る時間がやってきた。

　ルティアは自分に活を入れるように、シュヴァリエに向かってキレのいい敬礼をした。

「隊長、時間になりましたので、私はこれにて失礼します」

「ああ、あとは俺たちに任せておけ。進しん捗ちよくがあったら、また随ずい時じ伝える」

「ありがとうございます」

　もう一度敬礼して、きびすを返そうとする。その背中をラッツが急に呼び止めた。

「ルティウス、待ってくれ！　その……」

　見ると、なんだかやたらと複雑な顔つきで、もごもごと言葉に詰つまっている。

「どうしたんだ、ラッツ？　なにか緊きん急きゆうで私に相談しなければならない案件があるのか？」

「あ、いや、別にそういうわけじゃないんだが……」

　ルティアが訊いても、気まずそうに頰をかくだけで答えない。

　できればゆっくり話を聞きたかったが、今日は本気で時間がない。昨日みたいに支度したく途と中ちゆうで家を飛び出し、ヴァイスにみっともない後ろ姿を見せるわけにはいかなかった。

「すまないが、ラッツ、もう行くぞ」

「あ、ああ……女装、気をつけろよ」

「…………？　私なら大丈夫だ。さっきも言ったように、ドレスを着ることにも少しは慣れてきたからな」

「……………………」

　ラッツが顔を手で覆おおう。彼も今日はなんだか妙みように元気がない。

　なにがあったのか気になったが、結局ルティアは自分たち二人を興味深げに眺ながめているシュヴァリエに「失礼します」と断りを入れ、今度こそ執しつ務む室をあとにした。
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　伯はく爵しやく家に戻ったルティアを待っていたのは、王宮からの通達だった。アランス王国との会食が急に入ったせいで、ヴァイスは一いつ緒しよに晩ばん餐さんを取れなくなったという。

　時間に余よ裕ゆうができたことで、ルティアは胸をなで下ろした。が、ホッとしたのも束つかの間。伝言と一緒にファビエンヌから渡わたされた本を見て、思わず泣きたくなった。

　赤い革かわの表紙には嫌と言うほど見覚えがある。最近、毎日のように悩なやまされている、例の日誌だ。シュヴァリエの前では、「さも順調」という振ふりをしてみせたが──、

（あんな気まずい別れ方をしたあとで、なにを書けばいいんだ!?）

　自分の部屋に戻もどり、机の上に日誌を置いたルティアは、途と方ほうに暮れて頭をかきむしった。

　部屋の中を歩き回りながら、ちらっと机に目をやる。嫌になって顔を背そむける。もう一度──と繰くり返してみたところで、日誌が消えてなくなるはずもない。

（いつまでも、こんなことをしてる場合じゃないのに……！）

　晩餐の予定がなくなったことで、多少は時間に余裕ができた。とはいえ、いつまでも逃にげているわけにはいかない。あと数時間のうちに、自分はまたルティア姫ひめに変身して、記入済みの日誌と一緒に王宮に戻らなければならないのだ。

（もう、なるようになれだ！　今日の分のページに陛下がなにを書いていらっしゃったとしても、私は必ず返事をするぞ！）

　めずらしくやけになったルティアは勢いよく日誌を開き──瞠どう目もくした。





　対面で言う機会があるかどうかわからないから、ここに記しておく。

　昨日は俺も急に黙だまりこんだりして、おとなげなかった。おまえにとってリリフォーレ伯爵家の者たちは、気の置けない親友のような存在なんだな。

　おまえ自身についてはもちろんのこと、彼らのことももっと詳くわしく教えてほしい。ヴァルナーレ公こう爵しやく夫人とリリフォーレ伯爵は、いったいどんな人物なんだ？






（あの陛下が自分から謝ってる!?……なにかの罠わなか？）

　ルティアは最後まで目を通したあと、再び頭からページを読み直した。さらに一度閉じて、自分が間ま違ちがった本を受け取ったわけではないかどうか確かく認にんした。

　しかし、赤い革の表紙に刻まれた名前は自分とヴァイスのものに変わりなく、何度開いたり閉じたりしてみたところで、中に書かれている内容が消えることもない。

（陛下……）

　ルティアは感かん極きわまって、腰こしにはいていた剣けんを抜ぬいた。柄つかの中央に埋うめこまれているロケットを顔の位置まで引き上げる。そこに刻まれていた百ゆ合りの紋もん章しように、額をそっと押しつけた。それはこの王国において、騎き士しが目の前にいない主あるじに向かって忠誠を誓ちかう時の仕草だった。

（陛下は、やっぱり本当はおやさしい方なんだ）

　民たみを思う心が真実であるのと同じように、臣下の一人に過ぎない自分のことも、こうして気遣ってくれる。厳しい王者の顔の下には、少年のように純じゆん粋すいな心が隠かくされている。ただ、その表の顔に人が惑まどわされ、誤解を受けやすいだけなのだ。

（もう私は迷わない。なにがあっても、陛下をお守りするぞ！）

　決意も新たに顔を上げる。高こう揚ようする心を落ち着けるように大きく息を吸い、ルティアは剣の代わりにペンを手に取った。少し考えてから、続くページに思ったことを書いていく。





　昨夜は私の方こそ気まずい空気の中でお別れすることになってしまい、申し訳ございませんでした。

　それにもかかわらず、私と私の親族のことを気にかけてくださり、ありがとうございます。陛下の寛かん大だいなお心に感謝いたします。






　すらすらと文字を紡つむいでいたペン先が、途中でピタリと止まった。

（……このあとはどうしよう？）

　このままだとさすがに短すぎるし、自分の想おもいが十分に伝わっていない気がする。

（でも、正直にすべてを打ち明けるわけにもいかないんだよな）

　腕を組んで、「うーん」とうなる。もう一度ヴァイスの書いた日誌を読み返したルティアは、再びペンを握にぎりしめた。

（よし、これだ！）

　こんなに日誌が進んだことはかつてない。だんだんと暗くなっていく部屋の中で、黙もく々もくとペンを走らせる音だけが楽曲のようにリズミカルに響く。

　時間も忘れて夢中で日誌を書いていたルティアは、扉とびらがノックされる音で我に返った。

「ルティウス、中にいるの？　そろそろ着き替がえないと、次のお仕事に間に合わなくてよ」

　廊ろう下かに使用人がいることを意識してか、ファビエンヌが外向きの言こと葉ば遣づかいで話しかけてくる。

「ありがとうございます、姉上。今、手が離はなせないので、どうぞご自由にお入りください」

　ルティアに促うながされ、ファビエンヌが中に足を踏ふみ入れる。高貴な薔ば薇らの香かおりが一面に広がった。今日のお茶会でクラリー男だん爵しやく夫人が纏まとっていた香こう水すいとはやっぱり違ちがう。ファビエンヌはその香りによく合う深しん紅くのドレスを翻ひるがえしながら、楚そ々そとした足取りで机に近づいてきた。

「そろそろ王宮へ戻る支度をしなければならないのに……あら、もしかして陛下からの日記にお返事を書いているの？」

「はい！　今日はいいことがあったので、筆がぐんぐん進みます！」

「まぁ、なにがあったの？」

　ファビエンヌも今日はなにか嬉うれしいことがあったのか、にこにこと機き嫌げん良く微笑ほほえんでいる。

（姉妹で喜びを分かち合えるなんて、本当にいい日だ）

　満足して手を止めたルティアの後ろから、ファビエンヌが日誌を覗のぞきこむ。次の瞬しゆん間かん、彼女の手から、持っていた扇おうぎがすべり落ちそうになった。

「ルティア、あなた……！」

「はい？」

「陛下にお渡しする日記の中で、私のことを称たたえてどうするの!?」

　ファビエンヌが絶望的な顔で天てん井じようを仰あおぐ。ルティアは姉の態度が急変した理由がわからなくて、今書いたばかりの内容を読み返した。





　ファビエンヌ様は私が知る中で最高の淑しゆく女じよのお一人です。蜂はち蜜みつ色に輝かがやく長い髪かみと、紫むらさき水ずい晶しようのような瞳ひとみで彩いろどられたかんばせは花の精のように麗うるわしく、流れるような仕草の一つ一つを前にして、感かん嘆たんの吐と息いきをこぼさずにはいられません。

　ファビエンヌ様の夫となられたクロード・フォン・ヴァルナーレ公爵は、フロイデン王国一の幸せ者です。もし私が男であったなら、私は彼の恋こい敵がたきになっていたでしょう……






「えーと……ルティア姫の親族について教えてほしいというご要望があったので、このように家族紹しよう介かいをしてみたのですが──」

「たとえそういうご希望があったとしても、陛下が望んでいらっしゃることが、こういう回答でないことだけはたしかよ！」

「へ？」

　それなら、自分になにを書けというのだろう？

　本気で不思議がっているルティアを見て、ファビエンヌがあきらめの境地に達したような深いため息をつく。彼女は机の上を見回すと、端はしの方に置かれていた文箱の中からまっ白な便びん箋せんを一枚取り出し、ルティアに渡した。

「ルティア、その『家族紹介』の上から、この紙を貼はりなさい」

「どうして──」

「いいから！　書き直すのよ、その日記を！」

　鋭するどい紫の瞳に見下ろされ、ルティアは渋しぶ々しぶ机の中から糊のりを取り出した。言われたとおり、ファビエンヌについて記した部分の上に白い紙を貼る。

　隣となりで扇を握りしめながら、その様子を見守っていたファビエンヌは、糊が完全に乾かわくのを待って、再び口を開いた。

「いいこと、ルティア。こういう場合に書くべきことは、まず──」

　ルティアがびっくりして目を丸くする。そんな妹の反応は気にせず、ファビエンヌは西日の射さしこむ部屋の中で熱心に説明を続けた。
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　首元まできっちり留めていた正装のボタンを無造作に外す。王宮の廊下を歩いていたヴァイスは、無表情を貫つらぬいてきた顔が苦々しげに歪ゆがむのを自分でも感じた。

　結果から言うと、アランス王国大使との会食は最悪だった。

（食えない奴やつだ。シュヴァリエといい勝負かもな）

　横を見ると、半歩後ろをついてきていたシュヴァリエが、気づいて肩かたをすくめた。

「アランス王国の大使はなかなかできる男のようですね。あくまで世間話を装いながら、笑え顔がおでいろいろと探さぐりを入れてくるのですから。彼が口を開くたび、私までひやひやしました」

「おまえは俺の後ろでつっ立っていただけだろうが」

「それが私の仕事ですから。もし私がお気に召めさないようでしたら、早く近この衛え隊の中から陛下の専属騎士をお選びください」

「今のところ、その必要性は感じていない」

　ピシャリと拒きよ否ひして廊下を先へ進む。だが、シュヴァリエはあきらめなかった。

「陛下がお強いことは存じております。しかし、近衛隊の存続を許可なさった以上、このまま誰だれもそばに置かないというわけにはまいりません。でなければ、我々の存在意義がなくなってしまいます。誰か一人でいいのです。信用できる者を陛下の騎士にご任命ください」

「信用できる者、か……」

　つぶやくと同時に、ほろ苦い想いが胸に広がる。ヴァイスの脳のう裏りをよぎったのは、穏おだやかな笑みを浮うかべている友の顔と、あの反乱のあった夜、身を挺ていして自分を庇かばってくれた騎士の名だった。そして──。

　ヴァイスの足が一いつ瞬しゆん止まる。その前には一枚の扉があった。部屋の主はまだ起きているのか、床ゆかと扉の隙すき間まからわずかな光が漏もれ出ている。

（ルティア……）

　友と同じ、まっすぐな翠みどりの瞳を思い出す。

　友を失ってから、初めて心を許した相手だった。もっと彼女のことを知りたいと願った。共に過ごす時が、少しずつ喜びに変わっていくのを感じていた。それなのに──今、自分たちを隔へだてている扉は厚く、ルティアとの距きよ離りは近いようで遠い。

（あいつはいったいなにを考えているんだ？）

　彼女がリリフォーレ伯はく爵しやく家の者を大切に想っていることはよくわかった。その気持ちを否定するつもりはない。自分も唯ゆい一いつの友であったグラナードに対して、よく似た感情を抱いだいていたから。しかし、だからと言って、この胸の内でわだかまる、もやもやとした想いが消えてなくなるわけでもない。

「陛下、どうか専属の騎き士しについて真しん剣けんにお考えください」

　シュヴァリエが最後にもう一度念を押す。ヴァイスは「ああ」と乾いた返事を残して、自分の部屋に戻もどった。

（婚こん約やく者と専属の騎士か……グラナード、おまえだったらこんな時、どうする？）

　問いかけても、友はもう応こたえてはくれない。

　消化しきれない気持ちを持て余し、次の間のソファーに身を投げ出す。その直後、扉がノックされる音を聞いて、ヴァイスは勢いよく起き上がった。

「シュヴァリエか？　まだなにか用があるのか？」

　口をついて出た問いは、自分でも驚おどろくほど刺とげ々とげしい響ひびきを帯びていた。だが、扉の向こうから返ってきたのは、いつものふてぶてしい答えではなく、まだ若い近衛兵の怯おびえた声だった。

「へ、陛下！　お休みのところ、申し訳ございません！　あの、ルティア姫ひめから本をお預かりしているのですが……」

「ルティアから？」

　ソファーから立ち上がり、扉を開ける。その先に立っていた近衛兵の表情が、驚きと緊きん張ちようの狭はざ間まで凍こおりつく。ヴァイスは「ご苦労」と言って、硬こう直ちよくしている手から本を受け取り、扉とびらを閉しめた。

　ルティアが日記を書いてきたと知っても、ヴァイスの心は晴れなかった。

　この本を初めて渡わたした時には、まさかここまで規格外の相手だとは思わなかった。「一応淑女の端はしくれ」というルティアの言葉は、本気で「一応」の域を出ていないらしい。

（どうせ今日もトンチンカンなことを書いてきたんだろう）

　なかば投げやりな気持ちでページをめくる。

　次の瞬間、ヴァイスは自分の目を疑った。
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　ドレスに着き替がえ、王宮に戻ってきたルティアは、自分に与あたえられている部屋の中で、落ち着きなく立ったり座ったりを繰くり返していた。

　先ほど、ピタッと壁かべに耳を寄せた先で、戻ってきたヴァイスが近衛兵から日誌を受け取ったのを確かく認にんした。あとはいつものように隣りん室しつに気を配りながら、自分も休めばいい。頭ではそうだとわかっている。わかっているけれど──！

（だめだ！　気になる！）

　ルティアは頭をかきむしりそうになった手を気力で抑おさえ、胸の前で握にぎりしめた。

　王宮に戻ってくる前に、ファビエンヌの指導で日誌を書き直した。

（姉上の言うことだから間ま違ちがいないだろうけど、陛下はあの内容をどう評価なさるだろう？　今度こそあきれられずに、最後まで読んでいただけるといいんだが）

　気分はまるで騎士の叙じよ任にん式の前日だ。ワクワクとした高こう揚よう感かんと、たとえようのない気き恥はずかしさが入り混じって、もう真夜中だというのに目が冴さえてしまう。本当なら今すぐにでも、ヴァイスに日誌の感想を聞きに行きたい。

（だけど、我が慢まんだ。淑女のたしなみ第十条──貴婦人は、真夜中に殿との方がたと二人きりになってはならない。……仕方ない。こんな時はチェスの練習でもするか）

　心を落ち着けるように深呼吸を繰り返し、ソファーに腰こし掛かける。ルティアがラウンドテーブルの上に置かれていたチェス盤ばんに手を伸のばした。その時、隣室の扉とびらが開く音が聞こえた。

（…………？　こんな時間に、陛下はどこへ行かれるんだ？）

　陰かげの護衛としては見み逃のがせない。とっさに立ち上がったルティアの耳に、聞き慣れた低い声が届いた。

「おい、ルティア。起きてるんだろう？　入るぞ」

（え？……ええっ!?）

　返事をしている間もない。ノックの音とほぼ同時に、ヴァイスが次の間の扉を開けた。

（け、剣けんを磨みがいている最中じゃなくてよかった！……じゃなくて、なんでだ!?）

　姉のファビエンヌだけでなく、上司のシュヴァリエだって、嫁よめ入り前の令れい嬢じようが夜中に男の前をうろついてはいけないと言っていた。あれは噓うそだったのか!?

　ルティアが動どう揺ようしていることなんて、ヴァイスは当然のごとく気にしていない。彼は平然とした手つきで扉を閉め、こちらに向かって歩いてきた。

「陛下？　あの、私はこれでも一応淑しゆく女じよの端くれなんですが……」

「知ってる。だが、『会いたい』と言ってきたのはおまえの方だろう？」

「え……」

　ヴァイスが顔にいたずらっぽい笑みを浮かべて、持ってきた本を左右に振ふる。それは、先ほどルティアが近衛兵を介かいして彼に渡した日誌だった。

「まさかおまえが、こんなにまともな日記を書いてくるなんて少し──いや、かなり驚いたぞ」

　そう言うと、ヴァイスはルティアの前でおもむろに日誌を開いた。黒い瞳ひとみが興味深そうに、記したばかりの文面をなぞっていく。

（こ、これはなんの拷ごう問もんだ!?）

　日誌の内容を思い出したルティアは、今すぐこの場から消えたくなった。たしかに感想は欲しいと思った。だけど、目の前であの内容を読まれるなんて、完全に想定外だ。

（書いてる最中でさえ、死ぬほど恥ずかしかったのに！　やめてくれ……！）

　まっ赤になって頭を抱かかえているルティアに気づき、本から顔を上げたヴァイスが口くちの端はしをニヤリと愉ゆ快かいそうにつり上げた。

「急に黙だまりこんでどうした？　自分が書いた内容を忘れたわけじゃないだろうな？」

「あ、いえ、その……」

「そうか。なら、俺が読んで聞かせてやろう」

「はいぃ!?」

　この国王はなんてことを言い出すんだ！

　愕がく然ぜんとしているルティアの前で、ヴァイスは宣言通り、日誌を声に出して読み始めた。

「俺が特に驚いたのは、ここからだな。『陛下の寛かん大だいなお心に感謝いたします。いいえ、本当は今回だけに限りません。ずっと恥ずかしくて打ち明けられませんでしたが、私はあなたのやさしさに触ふれるたび、心の中でいつも「ありがとう」と繰り返していたのです』」

「わかりました！　陛下！　わかりましたから、もうやめてください！」

　ルティアは必死でヴァイスの袖そでにすがりついた。だけど、彼は笑うだけでやめてくれない。明らかにこちらの反応を愉たのしんでいる。

「『近この衛え兵たちによる反乱のあった夜、動けずにいた私を抱き上げてくれた時も、乱れた髪かみを私らしいと言って庇かばってくれた時も、本当はとても嬉しかったのです』」

（あああああああああああああ！）

　ルティアの悲鳴はもはや声にならなかった。

　こうなったら実力行使しかない！

　自分が淑女の格好をしていることも忘れて、ルティアはヴァイスが持っている日誌に飛びついた。思い切り手を伸ばし、ピョンピョン跳はねる。しかし、彼の方も日誌を奪うばわれないように手を高く上げて、最後まで続けた。

「『こうして夜中に独りでいると、あなたのやさしさを思い出して胸が切なくなります。陛下、早くあなたにお会いしたい』」

「……………………っ!?」

　ヴァイスが「どうだ？」というように、こちらを見る。ルティアは頭の中がまっ白になるのを感じた。次の瞬しゆん間かん、

（えっ？……あ、うわぁぁぁ！）

「おい！」

　慣れないハイヒールでバランスを崩くずしたルティアは、思い切りヴァイスの胸に飛びこんでしまった。

　ドサッという音を立てて、ヴァイスもろとも後ろのソファーに倒たおれこむ。厚い胸むな板いたに頰ほおを寄せてしまって、ルティアは顔が一気に熱くなるのを感じた。

（ああーっ！　私はなんてことを……！）

　夜中に未婚の男女がどうこう言ってるレベルじゃない。

（まさか一国の王を押し倒してしまったなんて！）

　大きく見開かれた漆しつ黒こくの双そう眸ぼうが、驚いたように自分を見上げている。

「陛下！　すみません！　今すぐどきますから！」

　ルティアがソファーに手をついて起き上がろうとした。その背中に、力強い二本の腕うでが回された。

「あの、陛下……？」

「いいから、このままでいろ」

「へっ？」

　抱だきすくめられ、身動きが取れない。鼻先が触れ合うほどの近きん距きよ離りで、ヴァイスの唇くちびるがかすかに動いた。

「ルティア、おまえは日記の中で俺に会いたいと言っていたな？」

「あ、いえ、それはその……」

　今の赤くなった顔を見られていることに耐たえられず、必死で逃にげようと身をよじる。しかし、ヴァイスは許さなかった。背中に回された腕に力がこもる。

　温かな吐と息いきが耳じ朶だに触れた。ビクッと震ふるえたルティアの身体からだを抱きしめ、ヴァイスは告げた。

「いいか？　一度しか言わないから、よく聞いておけ。俺も、おまえに会いたかったんだ」

「え……」

　まっすぐな瞳で見つめられ、ルティアは言葉を返すことができなかった。

　どうしてだろう？

　自分が日誌に書いたのと同じ台詞せりふを告げられただけなのに、ヴァイスの口から聞くと、どうしてこんなにも違ちがって聞こえるんだろう？

　呼吸が浅くなり、微び熱ねつのような火ほ照てりが全身を覆おおっていく。

　はらりとこぼれたハニーブロンドの髪が一筋、ヴァイスの額にかかった。

　ヴァイスがくすぐったそうに笑う。ルティアは言いようのない恥ずかしさを覚えて、目を逸そらそうとした。が、頭の後ろに回された手がその動きを阻はばんだ。やわらかな髪に指を絡からませながら、ヴァイスの手がルティアの顔をグイッと引き寄せる。

「なぁ、ルティア。おまえは今、なにを考えている？」

「べ、別になにも！」

「本当か？」

「ほ、本当に……」

　ルティアの答えは途と中ちゆうから声にならなかった。

　息を吞のむ。

　ヴァイスが間近で自分を見つめていた。それは時々目にする少年っぽい顔とも、厳しい国王としての顔とも違う。ルティアの知らない、大人の男の顔だった。

「ルティア」

　甘く、熱を帯びた吐息が頰をくすぐる。

　頭の後ろに回された手に力がこもった。彫ほりの深い、端たん整せいな顔がだんだんと近づいてくる。

　もう無理だ！　これ以上は心臓がもたない！

「ごめんなさい！　陛下！」

　大声で叫さけぶなり、ルティアはヴァイスの身体を勢いよくつき飛ばしていた。ソファーの上から飛び降り、床ゆかに膝ひざをつく。

　愕然とした顔つきになったヴァイスの前で、ルティアは床に額をこすりつけるようにして、深く頭こうべを垂れた。

「本当に、本当にごめんなさい！　今日、陛下にお渡わたしした日誌の内容は、実は私ではなく、あね……ファビエンヌ様が考えてくださったものなんです！」

　──部屋に沈ちん黙もくが落ちた。

　ヴァイスの視線がじっと自分に注がれているのを感じる。ルティアは身の置き場がなくて、下を向いたまま床の上で小さくなった。

（やっぱり陛下は怒おこってらっしゃるよな？　日誌を代筆してもらったなんて……こんなことになるくらいなら、姉ひ上とを頼たよるんじゃなかった！）

　どれほど悲ひ惨さんな内容で、ヴァイスにあきれられることになったとしても、彼が自分の想おもいを正直に告げてくれたように、最後まで自分の言葉でつづった日誌を渡せばよかった。

　しかし、後こう悔かい先に立たず。

　うなだれているルティアの前で、ヴァイスがソファーから立ち上がった気配がする。

「ルティア」

「はい！」

「おまえは、俺に会いたくなかったのか？」

「えっ？」

　予想外の問いかけにびっくりして顔を上げる。すると、驚おどろくほど真しん剣けんな光を帯びた眼まな差ざしと目が合った。

「もう一度だけ訊きく。おまえは、俺に会いたくなかったのか？」

「あ、いえ、その…………お会いしたかったです」

　最後の方は声が小さくなりすぎて、言葉になっていなかった。それでもヴァイスにはちゃんと聞こえていたのか、彼は満足そうにうなずき──おもむろに、目の前で片かた膝ひざをついた。

「陛下!?　なにをなさってるんですか!?」

　臣下の前で主君が膝をつくなんて、ありえない。慌あわてふためくルティアの手を、ヴァイスがつかんだ。勢いよく引っ張られて、二人してその場に立ち上がる。

「日記のことは怒っていないから、気にするな。文字にして書かれていなかったおまえの本音を聞けた。今日のところは、これで勘かん弁べんしてやる」

　そう言った瞬間、ヴァイスがルティアの肩かたを引き寄せた。さらりとした黒くろ髪かみが頰に触れる。形のいい唇が近づいてきて、ルティアの額に小さな口づけを落とした。

（なっ……！　なんだ、今のは!?）

　頭の中がこんがらがって、なにも考えられない。大きく見開いた視界の先で、ヴァイスが愉しそうに笑っている姿だけが、やけに鮮せん明めいに映って見えた。

（ちょっ、ちょっと待てよ！　もしかして今、陛下は私に口づけを……！）

　かすめるように唇が触れていった額を手で押さえる。顔がさらに熱くなり、心臓が痛いほど速く脈打つのを感じる。

（いったいなにが起きてるんだ!?　私は騎き士しだ。仕える主あるじを前にして、こんなにも胸がざわめくなんて、おかしいだろう!?　これも忠誠心が昂たかぶりすぎた結果なのか!?）
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　それに、ヴァイスの本音もわからなかった。淑しゆく女じよの格好をしていたところで、自分は普ふ通つうの貴婦人じゃない。少なくとも自分が知っている、愛らしくて守ってあげたくなるような存在ではない。ヴァイスだって、そのことはよくわかっているはずだ。

（なのに、私相手にこんなことをなさるなんて、陛下は私をからかってらっしゃるのか？）

　混乱するルティアの耳に、日付が変わったことを知らせる鐘かねの音ねが聞こえた。

　清らかな音が宵よい闇やみに溶とけていくのを名残なごり惜おしむように、再び伸のびてきたヴァイスの手が、ルティアの頭をゆっくりとなでた。

「仕方ない。今夜はもう遅おそいし、続きは明日あしたにするか」

「つ、続き……ですか？」

　いったいなにをするつもりだろう？

　まっ赤な顔でビクビクしているルティアを見下ろして、ヴァイスが意味ありげに笑う。

「明日の日記に期待しているからな。逃げるなよ、婚こん約やく者殿どの」

「は、はい！」

「いい返事だ。あと、もう一つの約束も忘れるなよ」

「え、約束……ですか？」

　……自分はなにかヴァイスと約束をしただろうか？　とんと記き憶おくにない。

　本気で首をかしげているルティアを前にして、ヴァイスが今日会ってから初めてあきれた顔つきになった。

「おまえは俺が今日、日記に書いて渡したばかりの内容も忘れたのか？　リリフォーレ伯はく爵しやく家の者たちについて教えてくれと頼たのんだだろう？　それに、ルティウスに会わせてくれるという約束は、どうなった？」

（……しまったぁぁぁ！　そういえば、完全に忘れてた！）

　ルティアの脳のう裏りに、数日前の記憶が蘇よみがえる。フランツたちの反乱の後処理や毎日の日誌をこなすことに必死で、今まで思い出すことすらなかった。が、たしかに約束していた。日誌を最初に渡されたあの日、ヴァイスは自分にルティウスを紹しよう介かいしろと言ってきたのだ。

（でも、ルティウスとして陛下に会うことなんてできない！　そんなことになったら、いくらなんでも私とルティウスが同一人物だってばれるぞ！　どうしたらいいんだ!?）

　加熱する頭の中と反対に、硬こう直ちよくしたルティアの顔をヴァイスが冷ややかに見下ろす。

「おまえ、なにか隠かくしているな？」

「いいえ！　滅めつ相そうもございません！　私が陛下に申し上げられないことなんて、一つも──」

「なら、どうして俺の目を見て答えない？」

「……暗くて、陛下のお顔がよく見えないだけです」

「ほぅ。フランツたちの反乱があった夜、俺を助けるため、先せん陣じんを切って夜道を駆かけてこられたほど、夜目が利きく者の発言とも思えないな」

「…………………………」

　じとっと冷たい汗あせがルティアの背筋を流れる。

　ヴァイスは不自然極きわまりないルティアの言動を無言で観察していたが、これ以上問い質ただしても無む駄だだと悟さとったのか、最後に小さなため息をこぼして言った。

「まぁ、いい。いずれにせよ、近この衛え隊の第一連隊長を務めているルティウスに会わないという選せん択たく肢しはないからな。おまえの大好きなリリフォーレ伯爵家の者たち全員と顔を合わせられる日を楽しみにしているぞ」

　不敵な笑えみを残して、ヴァイスが部屋を出て行く。

　次の間の扉とびらが閉まるのを見た途と端たん、ルティアは緊きん張ちようの糸が切れて、背中からソファーに倒たおれこんでしまった。

　このままでは絶対にまずい。どうにかしなければならない。

　頭ではそうわかっているのに、いい案がなに一つとして思い浮うかばない。

（私はどうすればいいんだ!?）

　ルティアの声にならない絶ぜつ叫きようは、だんだんと濃こさを増していく王都の闇やみに溶けて消えた。
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　翌日、ルティアはボーッとする頭を抱かかえながら、近衛隊の武器庫にいた。

　式典用のものも含ふくめ、近衛隊には多種多様な武器がそろっている。こうして月に一度、所持品の管理をするのは連隊長以上の肩かた書がきを持つ者の仕事になっていた。

（今まであまり感じたことがなかったけど、武器庫って意外と落ち着くんだな。ドレスの山に埋うもれているよりずっといい）

　薄うす暗くらがりの中に並んでいる鎧よろいのコレクションですら、今日はなんだかかわいく思えてくる。

　剣けんの数と錆さび具合を確かく認にんしながらルティアが和なごんでいると、槍やりの点検をしていたラッツが顔を引きつらせながら近づいてきた。

「ルティウス、おまえ、こんな所でホッとした顔をするなよ。女装続きで相当疲つかれてるんじゃないのか？　それともなんだ、その……昨日、陛下となにかあったのか？」

「え……」

　まだなにも言っていないのに、どうしてラッツにはわかってしまうんだろう？

（さすが私の親友だ）

　思わず手を止めたルティアの横で、ラッツが周囲に視線を走らせる。彼はややためらった末、小声で耳打ちするように尋たずねてきた。

「まさかと思うが、おまえ……陛下に押し倒されたりしてないよな？」

「いや、むしろ押し倒したのは私の方だ」

「…………っ!?」

「慣れないハイヒールを履はいていたせいでつまずいて、陛下に抱だきついてしまったんだ」

「……そ、そうか。なら、よかった」

　ラッツがビクビクした顔つきで、胸を押さえながら深い息をつく。

（ラッツは本当にいい奴やつだよなぁ……）

　口ではライバルだ、なんだと言いながら、こうしていつも自分のことを気にかけてくれる。本当の性別を明かすことはできなくても、それ以外の事情は誰だれよりもよく知っている。彼になら、話してもいいかもしれない。

「なぁ、ラッツ。実はおまえに相談したいことがあるんだ」

「な、なんだ？」

　ビクッと身構えた親友を見て、ルティアは昨夜ゆうべから頭を悩なやませていた問題を口にした。

「実は、陛下がルティウスに会いたいとおっしゃってるんだ。私はどうしたらいいと思う？」

「……本気か？」

「ああ。どうやらあの反乱があった夜、途と中ちゆうで消えたことがきっかけとなって、ルティウス私に興味を抱いだかれたらしい。直接会って、話をしたいとおっしゃっている」

「俺とシュヴァリエ隊長だけじゃだめなのか？」

「無理だ。陛下はルティウスを指名なさっている」

　力なく肩かたを落としたルティアを見て、ラッツが困ったように頰ほおをかく。

「さすがに今の状態で陛下にお会いしたら……ばれるよな？」

「ばれる、だろうな」

　そうしたら、近衛隊の面々に迷めい惑わくがかかるだけじゃない。万が一、ルティウスの本当の性別にまで気づかれたら──考えるだけで胃が痛くなる。

　ラッツと二人、薄うす暗ぐらい武器庫の真ん中で額をつき合わせてうなる。

　解決策がなにも浮かばず、沈ちん黙もくばかりが続いた。その時、武器庫の扉が急に外から激しくたたかれた。

「なんだ!?」

　ラッツが扉に向かって鋭するどく問う。すると、よほど急いで来たのか、息をはずませた近衛兵が扉の向こう側から勢いよく叫さけんできた。

「ラッツ隊長ですね!?　お願いです！　どうか今すぐ近衛隊の官舎にお戻もどりください！」

「どうしてだ？　今日、俺とルティウスは武器庫の点検をすると、シュヴァリエ隊長に伝えておいたはずだぞ」

「そんな悠ゆう長ちようなことをなさっている場合ではありません！　たった今、陛下が近衛隊の閲えつ兵ぺいにいらっしゃったんです！」

（はぁっ!?）

　ルティアはせり上がってきた悲鳴をかろうじて吞のみこんだ。

（ちょっと待て！　ルティウスを紹介するという話を思い出したのは昨日の夜だろう？　昨日の今日でどれだけ行動が早いんだ、あの国王は！）

　普ふ段だんであれば美徳となる点も、今のルティアにとっては迷惑でしかない。

　ラッツと顔を見合わせる。次の瞬しゆん間かん、武器庫に盛大な物音が響ひびいた。壁かべ際ぎわに並べられていた鎧の一つをラッツが勢いよく倒したのだ。

「ラッツ隊長!?　なにがあったんですか!?」

「ラッツ、いったい──もがっ！」

　横から伸のびてきたラッツの手が、ルティアの口をふさぐ。

「大変だ！　急に鎧が倒れてきたせいで、ルティウスが怪け我がをした！　馬車を呼んでくれ！　医者に連れていく！」

「え？……ええっ!?　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「いいから、早く！」

「わかりました！」

　ラッツの迫はく力りよくに押され、近衛兵が全力で走り去っていく気配がする。

（急に私が怪我をしたことにするなんて、ラッツはなにを考えてるんだ!?）

　バラバラになった鎧の前で啞あ然ぜんと立ちつくしていると、口から手を離はなしたラッツが制服の上着を脱ぬいで、こちらの頭にかぶせてきた。

「いったいなにを──」

「いいか、ルティウス。怪我をした振ふりをして家に引っこんでいれば、しばらくは間が持つ。隊長には俺から話をしておくから、おまえはルティウスとして陛下と顔を合わせないように気をつけるんだぞ」

「ラッツ……」

「別におまえのためじゃないから、誤解すんなよ！　おまえとルティア姫ひめが同じ人間だと気づかれたら、俺たちにまで迷惑がかかるんだからな！」

「ラッツ隊長！　馬車が来ました！」

　戻ってきた近衛兵がハァハァと荒あらい息をつきながら、扉とびら越ごしに声をかけてくる。

「わかった、今行く！」

　ラッツは答えると、ルティアの腕うでを自分の肩に後ろから回し、その身体からだを抱きかかえるようにしながら武器庫の扉を開けた。

「ありがとうな、ラッツ」

　耳元で告げた感謝の言葉に、ラッツは返事をしなかった。

　不ふ機き嫌げんそうに口をつぐんだまま、大おお股またで歩いていく。そして人が集まってくる前に、彼は武器庫の前につけられていた馬車の中にルティアを押しこんだ。
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　伯はく爵しやく家に戻ったルティアは、ラッツに借りた制服の上着を頭からかぶったまま、自分の部屋に直行した。

　幸い日中で主治医のニコルは治ち療りよう院に行っており、代わりにファビエンヌとシリルの二人がいてくれたおかげで助かった。事情を話すと、ファビエンヌは素す早ばやく人ひと払ばらいをし、「念のためよ」と言って、部屋に大量の包帯まで持ってきてくれた。

　ルティアは万が一、誰かが部屋に入ってきた場合に備えて包帯を頭に巻き、制服のままベッドに入った。

　窓から燦さん々さんと降り注ぐ陽ひの光が顔を照らしていく。

（えーと……こんな天気のいい日に、私は真っ昼間からなにをしてるんだろう？）

　ベッドに上半身を起こしたルティアは腕を組み、盛大に首をひねった。

　そもそも自分の本業はこの国の王を守る、近この衛え隊の騎き士しのはずだ。それが、本来守るべき相手の前からこそこそ逃にげてどうする!?

（どう考えたって、おかしいだろう!?　たしかにルティア姫とルティウスが同一人物だと気づかれるわけにはいかないけど、これじゃあ本ほん末まつ転てん倒とうだ！）

　考えているうちに、なんだかだんだんと馬ば鹿からしくなってきて、ルティアは頭に巻いていた包帯を投げ捨てた。

（近衛隊に戻ろう）

　ヴァイスの閲兵ももう終わっただろうし、ラッツとシュヴァリエ以外の隊員たちには「思ったより軽傷で済んだ」と話せばいい。

　ルティアが「よし！」とうなずき、部屋を出ていこうとした。

　その時、屋や敷しき全体がざわざわとした異様な空気に包まれているのをルティアは感じた。躾しつけの行き届いた使用人たちがそろっているおかげで、今までこんなことは一度もなかった。

（もしかして私が怪我をしたことが伝わったのか？　だったら、屋敷のみんなにも同じ説明をして……）

　ルティアが外の様子を窺うかがおうとした。その直前、ノックもなしに扉が開いた。

（誰だ!?……って、シリルか）

　瞬しゆん時じに怪我人の振りをしてベッドまで戻ったルティアは、扉の先に現れた顔を見て、肩の力を抜ぬいた。天使のように愛らしい顔は、いつ見ても癒いやされる。だけど、元々病弱で白い頰が今日は一段と青ざめて見えた。

「シリル、どうしたんだ？　この間倒たおれたばかりなんだから、無理してはだめだろう？」

　ルティアの言葉にもシリルは反応しない。彼は部屋の扉を閉めると、思い詰つめた顔でこちらに向かって歩いてきた。

　怪け訝げんに思い、起き上がろうとしたルティアの肩を、シリルの手がベッドに押し戻す。

「シリル？」

「ルティー姉様、お願いです。どうかこのまま怪我人の振りをしていてください」

「……なんでだ？」

　やっぱり武器庫で怪我を負ったはずの人間がすぐに回復するなんて、無理があっただろうか。それともなにか別の問題が起きたのか？

　訝いぶかるルティアの顔を正面から見み据すえ、シリルは硬かたい声で告げた。

「たった今、陛下がお忍しのびでいらっしゃったんです。怪我をした近衛隊の第一連隊長、ルティウス・フォン・リリフォーレのお見み舞まいに」

「なんだとっ!?」

　非常識だ。

　事前の約束もなしに国王が臣下の家を訪ねてくるなんて、普ふ通つうでは考えられない。

（でも、待てよ。陛下は以前、一人で城下をうろついたり、真夜中に馬でうちに押しかけようとしたりしてたよな。それと比べたら、まだまし……って、そういう問題じゃないだろう!?）

　自分で自分にツッコミを入れながら、百面相をしてしまう。混乱しているルティアの制服の袖そでをシリルがキュッとつかんできた。

「ルティー姉様……」

　心細げな顔を向けられ、ハッと我に返る。

　ここは自分がしっかりしなければならない。万が一、ルティア姫とルティウスが同一人物だとばれたら、シリルとこの家はどうなる？──お先まっ暗だ。

「陛下、どうかお待ちになってください！」

　姉のファビエンヌがめずらしく焦あせった声を上げているのが聞こえた。一階のエントランスホールを抜け、絨じゆう毯たんの敷しかれている階段に足を踏ふみ入れたのか、規則正しい靴くつ音おとが途と切ぎれる。だけど、屋敷を包んでいるざわめきと、こちらに近づいてくる人の気配は消えてなくならない。

　逃げ場はなかった。

　オロオロとこちらの顔と扉を見比べている弟を前にして、ルティアは心を決めた。

　大きく息を吸い、ベッドの上に放ほうり出していた包帯に手を伸ばす。そして──。
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　扉を開けた瞬しゆん間かん、ヴァイスは心臓が止まるかと思った。

　さすが名門の伯爵家というべきか。上品な風合いの白い壁かべには、家か紋もんである百ゆ合りの花を刺し繡しゆうした旗が飾かざられ、反対側の壁には大きな執しつ務む机と天てん蓋がいつきのベッドが並べられている。その横に置かれた椅い子すの前では、例の小こ憎にくらしい少年伯爵──シリル・フォン・リリフォーレが立ち上がり、形ばかりの礼をしていた。

　ここまでは予想の範はん囲い内だ。それよりヴァイスを驚おどろかせたのは、ベッドの中に横たわっている青年の姿だった。

　ルティアやシリルと同じ翠みどりの瞳ひとみをしている。しかし、その顔立ちをはっきりと見ることはできない。青年は首から上をまっ白な包帯でグルグル巻きにされていたのだ。

「ルティウス・フォン・リリフォーレ、か？」

　ヴァイスの問いかけにミイラ男──ならぬ、ルティウスがベッドから起き上がろうとする。その動きをヴァイスは手で制した。

　いったいどんな怪け我がの仕方をしたのか知らないが、満まん身しん創そう痍いの人間をひざまずかせるわけにはいかない。というより、この男は本気で平気なのだろうか？

「おまえの家には主治医がいないのか？　なんなら、王宮から医師を遣つかわそうか？」

　フランツたちの反乱の際、庇かばってもらった礼もある。ヴァイスは親切心から申し出たつもりだったが、ルティウスは包帯の下から覗のぞいている目を微び妙みように泳がせた。

（なんだ？　余計な世話だったか？）

　不ふ穏おんな気配を察したのか、ルティウスが顔を覆おおっている包帯を片手で押さえながら、慌あわてて首を横に振ふった。

「陛下のお心遣いには感謝します。ですが、当家の主治医もまもなく参ると思いますので、ご心配には及およびません」

　十六歳の青年にしてはやや高めの、落ち着いた声だった。その響ひびきは、シリルやルティアに近いものがあるかもしれない。

　ファビエンヌが前に言っていたように、従姉弟いとことはやはり似るものなのかと、ヴァイスは妙みように感心した。だけど、それ以上に気になったのは別の点だ。

「まだ医者に診みてもらっていないということは、その包帯は自分で巻いたのか？　応急処置にしても、ひどすぎるだろう」

「いいえ、こちらは、その……ルティアに巻いてもらったのですが、彼女は意外と不器用なものでして」

「そうなのか？　あいつ、怪我の手当てだけは異様にうまかったはずだが」

　前に落馬した時、打ち身に怪あやしげな緑色の薬を塗ぬって、手て際ぎわよく包帯を巻いてくれた。騎士の家の出だけあって、貴族の令れい嬢じようにしては変わった特技の持ち主だと思ったものだが、それがどうして今回はここまで悲ひ惨さんな結果になってしまったのだろう。

　ヴァイスが怪訝に思っていると、ルティウスの顔に巻かれていた包帯の一部がフッと揺ゆれた。傍はたから見るとかなり不気味な光景だったが、どうやら本人は微笑ほほえんだつもりらしい。

「さすがのルティアも、私の顔と頭から大量の血が出ているのを見て、動どう揺ようを隠かくしきれなかったようです。あれでも一応、年とし頃ごろの娘むすめですから」

「あの規格外の塊かたまりがか？　あいつの基準がいまいちわからないな。威い勢せいがいいかと思えば、妙なところで気弱になるし、おまえの周りの人間には二重人格が多いのか？」

　主君に苦言を呈ていされて喜ぶ騎士などいない。包帯で顔を隠されていても、ルティウスが動じたのが気配でわかる。

　弟のシリルの方はある意味もっと露ろ骨こつで、顔に愛らしい笑えみを浮うかべてはいたものの、目だけがこちらを刺さすように睨にらんでいる。

　なかなか見み応ごたえのある光景だったが、これくらいのことで気け圧おされるヴァイスではない。腕うでを組んで堂々と部屋の中を見回しながら、ずっと気になっていたことを口にする。

「そういえば、おまえに包帯を巻いた張本人はどこへ行った？　昼の間は、この屋敷で行ぎよう儀ぎ見習いをしているはずじゃなかったのか？」

「陛下、失礼ながら、ルティー姉様は──」

　シリルがムッとした顔で口を開く。その言葉を、ノックの音が遮さえぎった。

「誰だれだ？」

　振り向くと、開けっ放しになっていた扉とびらの先に、ファビエンヌが立っていた。

　やっぱりこの一族は皆みな、どこかしら似ている。中でもとびきり華はなやかな空気を纏まとった長女は部屋に入ってくると、ヴァイスの前で優ゆう雅がに膝ひざを折って頭こうべを垂れた。

「陛下、失礼いたします。ご説明が遅おそくなりましたが、ルティアはお医者様からお薬をいただいてくると言って、外に出ておりますの。誰かにお願いすれば済む話ですのに、あの子ったらルティウスのために自分が行くと言って聞かなかったものですから」

「あいつらしいな」

　まっすぐな翠の瞳を思い出して、ヴァイスの口元が自然とほころぶ。

　宮きゆう廷てい一の貴公子と名高いルティウスのためというところが少し引っかかったが、ルティアはきっとそんなこと考えていない。困っている人が目の前にいたら、一も二もなく飛び出していく。あいつはそういう女だ。

「ルティアが戻もどってくるまで、少し時間がかかると思います。どうかそれまでの間、応接間でお待ちください」

「いや、俺はこのままで構わない」

　ファビエンヌの申し出を端たん的てきに断り、ヴァイスは再びルティウスの方を見た。男にしては線の細い肩かたが一いつ瞬しゆんビクッと震ふるえたように見えたが、気のせいだろう。フランツたちの反乱があった夜、身を挺ていして凶きよう刃じんから庇ってくれた男が、自分と向き合ったくらいで怯ひるむはずがない。

　ルティウスともっと話をしたかった。あの夜のことについても、近この衛え隊のこれからの在り方についても。

「ルティアが帰ってくるまでの間、ルティウスと二人にしてくれ」

　ヴァイスとしては、ごくありきたりなことを命じたつもりだった。が、いつも優雅な振る舞まいを崩くずさないファビエンヌが、この時だけは頑がんとして聞き入れてくれなかった。

「申し訳ございませんが、陛下、どうか応接間の方でルティアをお待ちください」

「なぜだ？」

　ルティウスと二人きりにさせたくない理由が、なにかあるのだろうか？

　ヴァイスの勘かんぐるような視線を受けて、ファビエンヌがいたずらっぽく微笑んだ。

「理由をお答えしても構いませんが、他ほかの方々には秘密にしておいていただけますか？」

「ああ」

　貴婦人特有のまだるっこしい言い回しに、わずかな苛いら立だちを覚えて声が低くなる。ファビエンヌは気にせず、顔にやわらかな笑みを浮かべながら近づいてきて、そっと耳打ちをした。

「本当は口止めをされているのですが、陛下にだけはお教えしますわ。ルティアは『自分がルティウスを陛下に紹しよう介かいするんだ！』と張り切って、この日が来るのを心待ちにしておりましたの。私がその楽しみを奪うばったと知られたら、恨うらまれてしまいますわ」

「そうなのか？」

　昨夜ルティウスの話題を振った時には困り果てているようにしか見えなかったが、本当は紹介するタイミングを探さぐっていただけなのだろうか？

「あいつ、意外とかわいいところがあるんだな」

　ヴァイスがしみじみとつぶやいた。その感想に重なって、ゴホゴホッと激しい咳せきが後ろで上がった。見ると、ベッドの上で胸を押さえたルティウスが身体からだを半分に折り曲げ、盛大にむせていた。

「大だい丈じよう夫ぶか？　まさか胴どうまでやられたわけじゃないだろうな？」

　心配したヴァイスが近寄ろうとする。その前に、ファビエンヌが割って入った。

「陛下、どうかお気になさらないでください。ルティウスにはシリルがついておりますし、もうすぐルティアがお医者様からお薬をいただいて参ります。ですから、どうぞこちらへ」

　宮廷一の貴婦人と名高いファビエンヌのことだ。もしかしたら、弱っている姿を主君の前にさらしたくないという弟の気持ちを汲くんだのかもしれない。当の本人は包帯の上から口を押さえ、黙だまったままでいたが、ここまで強く言われて無理に留とどまる理由もない。

　ヴァイスはどこか腑ふに落ちないものを感じつつも、ファビエンヌの案内で部屋をあとにした。
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　目の前で扉が閉められるのを見た途と端たん、ルティアはヘナヘナとベッドに身体を投げ出した。

（な、なんとか誤ご魔ま化かせた……けど、こんなことが続いたら、さすがに身がもたないぞ）

　戦場で果てる前に女装で精せい根こん尽つき果てるなんて、騎き士しの名折れもいいところだ。

「ルティア姫ひめ」を巡めぐる状じよう況きようは行き着くところまで行ってしまった感がある。これ以上正体を隠し続けることは不可能だ。でも、今は弱音を吐はいている場合じゃない。

（今すぐ私が二人に分ぶん裂れつできたらいいのに……って、そんなことを考えてたって始まらない！　現実問題として、どうやってルティア私が、ルティウス私を紹介すればいいんだ!?）

　ルティアがうなっていると、シリルがためらいがちに制服の裾すそを引っ張ってきた。

「どうした、シリル？」

「ルティー姉様の位置からでは見えなかったかもしれませんが、さっき陛下と一いつ緒しよにお部屋を出て行かれる際、ファビエンヌ姉様がクローゼットの方に一瞬だけ顔を向けたのです」

「姉上が、クローゼットを？」

　シリルが自信なさそうにうなずくのを見て、ルティアはベッドから飛び出した。ファビエンヌの行動は貴婦人のお手本のようでありながら、優美な仕草の裏にはいつもなんらかの意図が隠されている。

（もしかして今回も──！）

　クローゼットを開けたルティアは、中を見て確信した。近衛隊の制服や男物の洋服がハンガーに掛かけられ、整然と並べられている。その奥に、見慣れた女装道具が一式隠されていた。

「ルティー姉様、これからどうしますか？」

　シリルが不安げな声を上げる。ルティアは無言で振ふり向くと、その肩をガシッとつかんだ。不思議そうに瞬まばたきを繰くり返す弟の前で、勢いよく頭を下げる。

「シリル、一生のお願いだ！　これからしばらくの間、おまえがルティウスになってくれ！」

「………………はい？」

　ゆっくり説明をしている暇ひまはない。ポカンと口を開けている弟の肩に、ルティアは自分が着ていた制服の上着を問答無用で羽織らせた。
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　ヴァイスによる近衛隊の閲えつ兵ぺいは、ごくあっさりしたものだった。彼の目的は、どうやら本当にルティウス一人だけだったらしい。彼が怪け我がで早退したと知り、早々に引き上げていった。おかげで今日のところは助かった。

（だけど、今後どうするか、早急にルティウスと相談する必要があるよな）

　シュヴァリエから様子を見てこいと命じられたラッツは葦あし毛げの愛馬に跨またがり、ルティウスの屋や敷しきに向かっていた。

　子どもの頃ころから顔なじみの門番は、なにも言わなくても通してくれる。そのまま百ゆ合りの花が咲さき誇ほこる庭を抜ぬけ、屋敷の正面玄げん関かんまで進み──そこまで来て初めてラッツは異変に気づいた。

　誰も出てこない。いつもなら呼び鈴りんを鳴らす前に、使用人が飛び出してくるのに。

（もしかしてルティウスの怪我を本当だと信じこんだせいで、大変なことになってるのか？）

　勝手知ったる他人の屋敷というやつで、ラッツは馬から下りると、裏側にひっそりと建っている馬小屋に向かった。

「馬屋番まで出で払はらっているなんて物ぶつ騒そうだな。俺が泥どろ棒ぼうだったら真っ先におまえを攫さらっていくぞ、リリー・ルイーズ」

　自分の馬を隣となりにつないで、ラッツはルティウスの愛馬である栗くり毛げの牝ひん馬ばに話しかけた。近衛隊第一連隊長の馬にふさわしい、凜りんとした気品と美しさを兼かね備えている。それでも彼女の心は一いち途ずな乙女おとめらしく、いつもなら主人以外の誰かに話しかけられても反応しない。今日も当然無視されるだろうと思っていたラッツは、服の裾を後ろからくわえられてギョッとした。

「リリー・ルイーズ!?　急にどうしたんだ？　痛いじゃないか！」

　裾を引きはがそうとして後ろを向く。ラッツは思わず目を疑った。

　リリー・ルイーズの焦こげ茶色の目が、もの言いたげに横を見ている。そこには立派な体たい軀くの黒馬が不満げな顔つきで柵さくにつながれていた。その姿には見覚えがあった。ただし、目にした場所はルティウスの屋敷ではなく、王宮の馬小屋だ。

（まさか陛下がお忍しのびでいらっしゃっているのか!?）

　閲兵での引き際ぎわが妙みようにいいと思ったら、こういうことだったのか！

（ルティウスの奴やつ、大丈夫か!?　せっかく帰したのに、まさか家の中で陛下と鉢はち合あわせしてないだろうな!?）

　気になってしょうがなかったが、どうやって様子を確かく認にんしたらいいかわからない。不用意に入っていって、自分まで変なタイミングでヴァイスと顔を合わせる羽目になったら最悪だ。

　ラッツは悩なやんだ末、馬小屋を出て屋敷の裏側に回った。子どもの頃、こっそり家を抜け出し、城下へ遊びに行く時に使った裏口があったはずだ。そこから顔を出して、使用人の誰だれかに話を聞けばいい。

　ラッツは新緑の美しい裏庭を横切っていき──ふと、頭上に翳かげりが差したのに気づいた。

　上を向く。ラッツは絶句してその場に凍こおりついた。

　絹のレースで縁ふちを彩いろどられた薄うす紅べに色いろのスカートが、青空を背景にはためいていた。宮きゆう廷ていで普ふ通つうの暮らしを送っている限り、間ま違ちがっても目にすることのない光景だ。

（あれはドレス、だよな？……って、なんでだ!?）

　ラッツの疑問に答えるように、頭上から聞き慣れた声が降ってきた。

「ラッツか!?　なんでおまえがそこにいる!?」

　……それはこっちが訊ききたい。おとなしくベッドで怪我人の振りをしているとばかり思っていたのに！

　ルティウスが石造りの壁かべの隙すき間まに手をかけながら、ドレス姿でこちらに向かって下りてくる。

「そこにいると危ないぞ！　離はなれてろ！」

「おい！　無む茶ちやすんなよ！」

「大丈──うわっ！」

「ルティウス!?」

　ラッツが叫さけんだ時にはもう遅おそい。壁を一気に下りようとした身体が大きく後ろに傾かたむく。

（危ないっ！）

　とっさに腕うでを広げた。その中に、ドサッと音を立ててドレスの塊かたまりが落ちてきた。たたらを踏ふんだ足がこらえきれず、ルティウスもろとも背中から地面に倒たおれこんでしまう。

「……ったぁー！」

　鋭するどい痛みが背中に走る。その衝しよう撃げきを和やわらげるかのように、ふんわりと甘い花の香かおりが鼻び腔こうをくすぐった。

（な、なんだ……!?　ルティウスの奴、香こう水すいまでつけてるのか!?）
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　それだけじゃない。抱だき止めた身体のやわらかさにびっくりして、ラッツは頰ほおが熱くなるのを感じた。

　起き上がろうとしているのか、ルティウスが胸の上で身じろぎする。翠みどりの瞳ひとみが驚おどろくほど近くで瞬くのが見えた。長い睫まつげが震ふるえて、白い頰に淡あわい影かげを落とす。

（ちょっと待て！　こいつは男だぞ!?　シュヴァリエ隊長の命で女装をしてるだけだ！）

　わかっているのに、なぜか顔をまともに見ていられなくて、ラッツは目を背そむけた。

（シリルがこの前、変なことを言ったせいだ！　陛下みたいに男にときめく趣しゆ味みなんて、俺にはないんだぞ！）

「ラッツ、すまない。大だい丈じよう夫ぶか？」

　ルティウスが心配そうに顔を覗のぞきこんでくる。その身体からだをラッツは無言で横に押しのけた。制服についた土を払って立ち上がる。

　さすがのルティウスも、今の失敗を反省してしょげているらしい。ラッツは声にならないため息を吞のみこむと、不安そうにこちらを見上げている同どう僚りようの鼻先に指をつきつけて叫んだ。

「おまえって奴は、なにを考えてんだ!?　今のおまえは陛下の婚こん約やく者である『ルティア姫』の格好をしてるんだぞ！　こんなところを誰かに見られたら──」

「ラッツ、怪我はないのか？」

「…………？　あ、ああ」

　出鼻をくじかれ、ぎこちなくうなずく。すると、ルティウスは「そうか」とつぶやき、すっくと立ち上がった。

「悪いがラッツ、怪我がなかったんなら、お説教はあとでゆっくり聞く！　今はそれどころじゃないんだ！」

「陛下がお越こしになっているんだろ？」

「え……」

　まさか現状を言い当てられるとは思っていなかったのか、ルティウスの表情が固まる。

　一いつ拍ぱく後、彼は辺りに気を配りながら、小声で話しかけてきた。

「実は成り行きで、その……ルティア姫ひめがルティウスを紹しよう介かいすることになってしまったんだ」

「はぁっ!?」

　思わず叫んでしまってから、ラッツは慌あわてて口を手で押さえた。

　どういう流れでそんなことになったのか、膝ひざを詰つめて問い質ただしたい。けれど、今大切なのは過去に起きてしまったことより、現状をどうやってやり過ごすかだ。

「ルティおまア姫えがここにいるってことは、ルティウスはどうするんだ？」

「心配ない。シリルが私の代わりにベッドで横になってくれている」

「はっ!?　いくら兄弟で似てるからって、顔だって身長だって違ちがうだろう!?」

「大丈夫だ！　背が足りない部分には、羽布ぶ団とんの下にクッションを詰めてきたし、顔もよく見えないように包帯でグルグル巻きにしてきた！」

　……そういう問題じゃないだろう。

　もはや、どこにどうツッコミを入れたらいいのかさえ、わからなくなってくる。頭を抱かかえるラッツの前で、ルティウスがスカートの裾すそを雄お々おしく翻ひるがえした。

「そういうわけだから、私はたった今外から戻もどってきた振りをして、正面玄関から屋敷に入る。またあとでな！」

　薄紅色のスカートをはためかせながら、女装姿の同僚は一目散に駆かけていった。

　残されたラッツは、小さくなっていく背中を呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　めちゃくちゃだ。

　あの国王といい、この同僚といい、常識では考えられないような無茶をする。

（……ったく！　あいつが失敗したら、俺まで割を食うのに！　放ほうっておけるか！）

　心中で半ばやけになって叫ぶなり、ラッツはルティウスの走っていったあとを追った。

　百合のレリーフが各所に施ほどこされた正面玄関には、やっぱり誰もいなかった。ラッツがためらいがちに扉とびらを開けようとした。その耳に、いくつもの馬の蹄ひづめと、ガラガラと石いし畳だたみを走る車輪の音が近づいてくるのが聞こえた。

（なんだ、あれは？……げっ！）

　門の先に目を向けたラッツは、次に自分の身に降りかかる災難を予測して、思わず逃にげだしたくなった。
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　屋や敷しきの正面から中に入ったルティアは、緊きん張ちようのせいで浅くなりかけていた呼吸を整え、応接間に直行した。

　そこでは出窓を背にして、ヴァイスが白い絹地のソファーに腰こし掛かけていた。入ってきたルティアを見て、彫ほりの深い精せい悍かんな顔から王者らしい威い厳げんがわずかに薄うすれる。

「思っていたより早かったな」

「は、はい。お医者様に『自分が行くまで、素人しろうとが下手に手を出すな』と叱しかられまして……」

「そうか」

　かすかな笑えみを向けられる。ルティアはなんとも言えない後ろめたさを覚えると同時に、自分の身だしなみが急に気になりだした。

（髪かみは乱れてないよな？　ドレスの裾についた土はちゃんと払はらったし……）

　ソワソワと落ち着きなく視線をさまよわせる。近づいてきたファビエンヌが「ルティア」とたしなめるような声をかけてきた。紫むらさきの瞳に促うながされ、ハッとして膝を折る。

「し、失礼いたしました。陛下におかれましてはご機き嫌げんよく……ではなくて、麗うるわしく、拙せつ宅たくをご訪問くださり、誠まことにありがとうございます」

　姉の真ま似ねをして、精せい一いつ杯ぱい淑しゆく女じよらしい挨あい拶さつを口にする。けれど、ヴァイスは深く頭こうべを垂れた自分を見て、小さく吹ふき出した。

「この家で行ぎよう儀ぎ見習いをしているというのは、本当のようだな。涙なみだぐましい努力の結果が言葉の端はし々ばしから透すけて見えるぞ。いや、実際に泣いていたのは、お目付役であるヴァルナーレ公こう爵しやく夫人の方か？」

「私の苦労をご理解いただけて、光栄に存じますわ」

（なっ……!?　姉上まで！）

　開いた扇おうぎの下でくすくすと笑っている姉を見て、ルティアはムッとした。人がせっかく一いつ生しよう懸けん命めいやっているのに、なにも笑うことないじゃないか。

「まぁ、いい。おまえの淑女教育は公爵夫人に任せておくとして、今日は自じ慢まんの従兄いとこを紹介してもらおうか？」

　そう言って、ソファーから立ち上がったヴァイスが手を差し出してくる。

　ルティアは反応に困って、目の前の手を凝ぎよう視しした。「いよいよか」と思う以前に、騎き士しの自分が家族の前で女性扱あつかいされることが、どうしようもなく照れくさい。

　ファビエンヌは顔に優ゆう雅がな笑みをたたえたまま、ニコニコとこちらを見守っている。

　動けずにいるルティアの手を、ヴァイスがつかんだ。

「さぁ、行くぞ。婚約者殿どの」

「………………はい」

　どこかくすぐったい想おもいに耐たえながら、ヴァイスに手を引かれて応接間をあとにする。

　ファビエンヌが人払いをしてくれたおかげか、広い屋敷の中には使用人たちの姿がなかった。

　赤いビロードの絨じゆう毯たんが敷しかれた階段を上り、百ゆ合りのステンドグラスがはめこまれた二階の踊おどり場を抜ぬける。自分の部屋に近づくにつれ、ルティアは鼓こ動どうが異様なまでに速まっていくのを感じた。

（陛下にはばれてないよな？　私がこんなにも緊張してるなんて）

　つないだ手の先から伝わってくる熱はやさしく、ちらりと横目で窺うかがったヴァイスの顔は純じゆん粋すいにこの状じよう況きようを愉たのしんでいるだけのように思える。

　やがて、二階の一番奥の部屋に辿たどり着いたルティアは、見慣れた扉の前で足を止めた。

「ルティウス……様。失礼いたします、わ」

　自分の名前に「様」をつけて呼ぶなんて、なんだか変な気分になりつつも、ヴァイスの手を放し、淑女らしく静かに扉を開ける。

　果たして、部屋の中ではルティウスがおとなしくベッドに横たわっていた。近この衛え隊の制服を身に纏まとい、目の部分だけを除いて、顔にはまっ白な包帯が巻かれている。

「陛下、その……彼が従兄のルティウスです」

　ルティウスの振ふりをしているシリルが、軽く会え釈しやくをする。ヴァイスがうなずき返した。

　──それきり、会話が途と絶だえた。

（えーと……このあとはなにを話せばいいんだ!?）

　本当はこの時のために、様々な台詞せりふを用意しておいた。だけど、ルティウスを前にした今、緊張ですべて吹っ飛んでしまった。

　ヴァイスの視線を強きよう烈れつに感じる。なにか言おうと焦あせれば焦るほど、思考が空回りして言葉にならない。

（ああ、もう……！）

　ルティアがもうなんでもいいから話そうとした。まさにその時、ヴァイスが動いた。

（陛下？　いったいなにを──って、ええっ!?）

　いつまで経たっても紹介がないことに痺しびれを切らしたのか、ヴァイスがシリルの寝ねているベッドに近づいていく。

（待ってくれ！　頼たのむから、その辺で止まってくれ！）

　それ以上近寄られると、シリルとすり替かわったことがばれてしまう。けれど、ここで近づくなと言うのもかえって怪あやしい。

　ルティアの心臓が緊張で今にも止まりそうになる。

　ヴァイスがベッドの横で立ち止まった。漆しつ黒こくの双そう眸ぼうが包帯で覆おおわれた顔を見下ろす。光こう沢たくを帯びた黒くろ髪かみがさらりと揺ゆれた。そして──ヴァイスはシリルに向かって、静かに頭を下げた。

（なっ……!?）

　言葉にできぬ衝しよう撃げきが部屋に走ったのを感じる。ルティアだけではない。遅おくれて部屋に入ってきたファビエンヌの顔からは笑みが消え、包帯の隙すき間まから覗のぞいているシリルの目が驚きよう愕がくに見開かれる。

　硬こう直ちよくしている三姉きよう弟だいの前で、ヴァイスがゆっくりと顔を上げた。

「ルティウス・フォン・リリフォーレ、フランツたちの反乱があった夜、敵の刃やいばから身を挺ていして俺を庇かばってくれたのはおまえだな？」

「…………はい」

　シリルがためらいがちにうなずくのを見て、ヴァイスの顔に晴れ晴れとした笑みが広がった。

「遅おそくなったが、礼を言う。あの時、おまえがいてくれて助かった」

（陛下……）

　ルティアは胸がじんと熱くなるのを感じた。

　やっぱりこの国王は強く、厳しいだけの人じゃない。罪を犯おかした者を容よう赦しやなく糾きゆう弾だんする姿から、「覇王ルテイ神ウスに憑つかれし王」という暴君の名で呼ばれることがあったとしても、本当の彼はこんなにも素す直なおでやさしい。

　部屋を満たす空気が変わったことに気づいて、ヴァイスが苦く笑しようする。彼はベッドの中で固まっているシリルの目を正面から見み据すえて尋たずねた。

「ルティウス、おまえは俺を王として認めるか？」

「……………………」

　途と方ほうに暮れたシリルが、ヴァイスの肩かた越ごしに目だけで助けを求めてくる。

　我に返ったルティアはブンブンと勢いよく首を縦に振った。一いつ拍ぱく遅おくれで、シリルもうなずく。その様子に満足して、ヴァイスはさらに続けた。

「そうか。俺を主あるじと慕したうのであれば、命じよう。ルティウス・フォン・リリフォーレ、今後、おまえは俺づきの騎士になれ」

（……………………へ!?）

　なにを言われたのか、一いつ瞬しゆんわからなかった。頭の中がまっ白になる。

　こちらを向いたヴァイスが、肩かたをすくめて口元にほろ苦い笑みを刻んだ。

「繰くり返し公言しているように、俺は今後も自分の身は自分で守るつもりだ。だが、近衛隊を存続させる気なら、誰だれかを専属の騎士に選ぶ必要があってな。それなら、俺はおまえの従兄であり、あの晩、身体からだを張って俺を庇ってくれたルティウスをそばに置きたい」

（陛下……！）

　ヴァイスの前でひざまずきたくなった衝しよう動どうを、ルティアは必死でこらえた。

　嬉うれしかった。

　出で逢あいは最悪だったけれど、こうして少しずつ信しん頼らいしてもらえるようになったことが。しかし同時に、真実を打ち明けられない後ろめたさが、じりじりと心を焦こがしていく。

　ヴァイスはルティウスが答えるのを待っている。そして、ルティウスの振りをしたシリルはこちらの指示を待っている。

　だけど、今の自分にはなにも言えない。騎士と主の関係に「ルティア姫ひめ」が口を出すことは決して許されないのだ。

（今の私がルティウスだったら、こんなことにはならないのに……！）

　胸を覆うもどかしさをこらえて、ルティアが唇くちびるを嚙かみしめた。

　その時、コンコンと部屋に響ひびいたノックの音が、張り詰つめていた空気を破った。

　我に返ったファビエンヌが小走りで扉とびらに駆かけ寄る。わずかに開いた隙間から、明るい朱しゆ色いろの猫ねこっ毛が覗いて見えた。

（ラッツ!?　帰ったんじゃなかったのか？）

　なにを話しているのか、小声でよく聞き取れない。ラッツと二言三言交かわしたのち、扉を閉めたファビエンヌが神しん妙みような顔つきでヴァイスの前に進み出た。

「陛下、誠に申し訳ございません。ルティウスが怪け我がしたことを聞きつけた宮きゆう廷ていのご婦人方がお見み舞まいのため、当屋や敷しきに駆けつけていらしたようです」

（ええっ!?）

「ルティウスが怪我をして」から、まだ二時間も経っていない。それなのに、貴婦人たちはどれだけ素早い情じよう報ほう網もうを有しているのだろう。

　愕がく然ぜんとしているルティアと対照的に、最初からこういう事態を想定していたのか、ヴァイスは「そうか」と落ち着いた声で答えてうなずいた。

「仮にも一国の王が臣下の家に忍しのんできていることがばれたら、のちのち厄やつ介かいだからな。今日のところはもう帰ろう。だが──」

　一度、言葉を切る。ヴァイスは、ルティウスの振りをしているシリルの目をまっすぐに見て告げた。

「今日、俺が話したことは忘れるな。明日あした、改めて返事を聞きにくる」

「……………………」

　強い意志を秘ひめた声がルティアの心を揺さぶる。動けずにいるその脇わき腹ばらを、ファビエンヌが横からつついた。

（あっ、いけない！　今の私は伯はく爵しやく家で行ぎよう儀ぎ見習いをしている淑しゆく女じよだった！）

　客人を──よりにもよって国王を放ほうり出して、ボーッとしている場合ではない。

　ルティアは慌あわててヴァイスの元に駆け寄った。

「陛下、どうぞこちらへ。裏口までご案内します、わ」

　扉を開け、辺りに人がいないことを確かく認にんしてから、廊ろう下かを先に進む。その後ろから、「おい」と声をかけられた。

「いかがなさいましたか、陛下？」

「いかがもなにも、おまえのその歩き方はなんだ？」

「へ？　私の歩き方って……っ!?」

　足あし下もとを見たルティアは、部屋まで戻もどってもう一度最初からやり直したくなった。緊きん張ちようと混乱のせいで、なんと右手と右足を同時に出して歩いていたのだ。それも、かなりの大おお股またで。

「ホ、ホホッ、嫌いやです、わ。急に陛下の護衛に任じられたせいで、動どう揺ようしてしまいました」

「おまえが動じてどうする？　俺の護衛はルティウスだろうが」

「……いえ、その、陛下が従兄いとこにお与あたえになった栄えい誉よは、私たち一族にとっての栄誉でもありますから」

　これ以上話していたら、絶対にボロを出す自信がある！

　ルティアは口を固く閉じると、今度こそ手と足を交こう互ごに出しながら、足早にヴァイスを一階の裏口まで案内していった。「またあとで」と言って別れる。

　そして扉を閉めた途と端たん、ルティアは息をつく間もなく、大急ぎで自分の部屋に舞まい戻った。

　ルティウスと初対面のヴァイスはなんとか騙だませたが、自分をよく知る貴婦人たちの目は誤ご魔ま化かせない。シリルにルティウスの振ふりを続けてもらうことは、きっと無理だ。

（ああ、もう！　急がなければ！）

　ドレスを脱ぬぎ捨ててクローゼットの中に放りこみ、近この衛え隊の制服に袖そでを通す。軽く頭に包帯を巻き、ベッドにすべりこんだところで、貴婦人たちが部屋に現れた。

「ルティウス様、ご無事ですか？」

「お邪じや魔まかもしれないと思いましたが、心配でいても立ってもいられず、お見舞いに伺うかがってしまいましたの」

「あ、ありがとうございます……姫ひめ君ぎみ方。こんなにも多くの方に心を砕くだいていただけるなんて、私は王国一の幸せ者です」

　ゼェゼェと荒あらい呼吸を隠かくして、顔にいつもの爽さわやかな笑えみを浮うかべる。それだけで貴婦人たちが安心してくれたのが、ルティアにはわかった。

　その後もルティアは貴婦人たちと会話を続けた。だが、口にした言葉はすべて心の表面をすべるだけで、記き憶おくに残らない。ヴァイスの命がいつまでもルティアの心に深く残っていた。
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　その日はシリルの人生において、もっとも不ふ愉ゆ快かいな一日になった。

　ルティアを欲しがっただけでも許せないのに、あの国王ときたら、自分からルティウスまで奪うばっていこうとするなんて！

　ルティアはきっとヴァイスの申し出を断らない。自分たち家族とこの国の平和を守るため、進んで彼のそばに仕えるだろう。

　だけど、そうしたらルティア自身はどうなる？　姫と騎き士し、偽いつわりの二重生活を続けて、彼女の心はどこへ向かうのだろう？

（これ以上、ルティー姉様に負担をかけたくない。どうしたら陛下を止められるだろう？）

　シリルが廊下を歩きながら一人悶もん々もんと悩なやんでいると、不意に後ろから呼び止められた。

　ビクッとして振り返る。そこにいたのはラッツだった。

（あ、そういえば……）

　どこか落ち着かない様子のラッツを見て、シリルはこの間、彼に言ったことを思い出した。はっぱをかけたのだ。ルティア姫とあの国王を近づけないように気をつけろ、と。

「シリル、俺はもう帰るぞ。これ以上ここにいたって、役に立ちそうにないからな。ルティウスに、くれぐれも無む茶ちやをするなと伝えておいてくれ。じゃあな」

　一方的に言いたいことを告げて、ラッツがきびすを返す。ふわりと舞った上着の裾すそを、シリルは後ろから勢いよく引っ張った。

「なっ……!?　みんなして、今日はいったいなんなんだよ!?」

　ラッツが露ろ骨こつに嫌そうな声を上げたが、関係ない。シリルはつま先立ちになり、ラッツの耳に口を寄せてささやいた。

「急にごめんなさい。でも、どうしてもラッツ兄さんに確認しておきたいことがあるんです」

「なんだよ？」

「ルティア姫と陛下は、その後どうなっていますか？」

「……………………」

　ラッツが無言で目を逸そらしたのを見て、シリルの眉まゆがピクッと跳はね上がる。

（ラッツ兄さんはいい人だけど、いまいち押しが弱いんだよな。やっぱりここは僕がなんとかしないと）

　シリルはつかんでいた上着を放し、今にも泣きそうな潤うるんだ目でラッツを見上げた。

「ラッツ兄さん、僕は本気で心配してるんです。今日、陛下は兄様をご自身の専属騎士に任じられました。そこまで信用している騎士が、実は姫姿で毎晩おそばにはべっていることがばれたら、どんな罰ばつを下されるか……」

「わ、わかった！　わかったから、泣くな！　隊長に相談して、必ずなんとかするから！」

「……本当ですか？」

「ああ、俺もさすがにまずい事態に陥おちいったと思ってるからな」

「ありがとうございます。ラッツ兄さん、大好きです！」

「おわっ!?　抱だきつくなよ！」

　ラッツの首にしがみつきながら、シリルは天使のように愛らしい顔の下で、ニヤリと笑っていた。

　これで外そと堀ぼりは一つ埋うめた。あとは自分がどう動くかだ。

　シリルがラッツをからかっていると、廊下の先の扉が不意に開いた。応接間から顔を出したのは、ルティアのお見舞いに来た貴婦人の一人だった。

「シリル様、ラッツ様、いかがなさいましたの？　皆みな様さま、お待ちですわよ」

（いけない、忘れてた）

　ルティアの部屋に入りきらなかった貴婦人たちの相手をするよう、ファビエンヌから頼たのまれていたのだ。

「じゃあ、俺は今度こそ帰るからな」

　女性の苦手なラッツがそそくさと玄げん関かんに向かう。その背中を見送って、隣となりに来た貴婦人が小さなため息をこぼした。

「残念ですわ。せっかくですから、ラッツ様にもお越こしいただきたかったのに」

「仕方ありませんよ、ラッツ兄さんにはお仕事があるのですから。僕一人ではだめですか？」

　うるうるとした瞳ひとみで見上げると、貴婦人は慌てて首を横に振った。

「どうかご自分を卑ひ下げなさらないでください。シリル様がいてくださるだけで、私は十分幸せですもの」

「そうおっしゃっていただけて、僕も幸せです」

　シリルがニコッと笑ったのを見て、貴婦人の頰ほおが赤く染まる。

　そのままシリルは彼女と一いつ緒しよに応接間に向かった。一番奥の空いていたソファーに腰こし掛かけ、自分を待っていた貴婦人たちの前で、しゅんとうなだれる。

「皆様をお待たせしてしまって、ごめんなさい。兄様の怪け我がが今後お仕事に響ひびくことがないかどうか心配で、ラッツ兄さんと話しこんでしまったんです」

「まぁ！　どうか私たちのことは、気になさらないでください！　シリル様は、本当にお兄様思いでいらっしゃいますのねぇ」

「なんて素す敵てきな兄弟愛ですこと！」

　貴婦人たちが「ほぅ」と夢見がちな吐と息いきをつく。不安そうに眉を曇くもらせているシリルを心配して、中の一人がやさしく話しかけてきた。

「なにも心配なさることありませんわ、シリル様。幸いルティウス様の怪我は軽かったようですし、陛下のご寵ちよう愛あいも特別篤あついようですから、問題ございません」

　シリルのこめかみが不快そうにピクッと引きつる。しかし、貴婦人たちは今の発言の方が気になったらしく、こちらの反応に気づいていない。

「まぁ、どうしてあなたは陛下のご寵愛が篤いと自信たっぷりに言い切れますの？　たしかにルティウス様は優ゆう秀しゆうな騎士でいらっしゃいますが、陛下と一緒にいらっしゃる姿はまだ拝見したことがございませんのに」

　皆みなの注目を一身に浴び、問われた貴婦人が扇おうぎの下でフフッと楽しげな笑みをこぼす。彼女は身を乗り出してきた一同の前で、声をひそめて続けた。

「ここだけのお話ですが、実は私、先ほど見てしまいましたの。陛下がこちらのお屋や敷しきから、こっそり出て行かれる姿を！」

「まぁ！　本当ですの!?」

「一臣下のために、あの陛下がお忍しのびでお見み舞まいにいらっしゃるなんて！」

「ラッツ様とご一緒の姿も『近衛の双そう華か』として素敵ですが、陛下との組み合わせも捨てがたいですわね」

　貴婦人たちが頰を上気させてキャッキャッと楽しげに言葉を交かわす。

（なんなんだ、みんな……）

　シリルはムッとして、行ぎよう儀ぎ良くそろえていた足をソファーの下でブラブラさせた。

（みんなルティー姉様の苦労を知らないくせに、好き勝手言って！）

　笑顔の下に不満を隠して、貴婦人たちの様子を窺うかがう。シリルはその時、興奮の渦うずの中にあって、一人だけ自分と同じように浮うかない顔をしている者の存在に気づいた。それは、この中ではもっとも身分が高い貴婦人であるブノワ伯はく爵しやく夫人だった。

「伯爵夫人、いかがなさいましたの？　私たちったら、言葉が過ぎましたでしょうか？」

　シリルと同じく、異変に気づいた貴婦人の一人がオドオドと話しかける。ブノワ伯爵夫人はハッとして首を横に振ふった。

「皆様のお話は、お聞きしていてとても楽しいですわ。ルティウス様のご栄達は私にとっても喜ばしい限りです。ですが、万が一あの方のように、ルティウス様が不幸な目にお遭あいすることがあったらと思うと、心配で……」

（あの方？）

　誰だれのことを指しているのか、シリルにはわからなかった。けれど、その場にいた貴婦人たちのうち、半数近くには伯爵夫人の懸け念ねんが理解できたらしい。ハッとした顔つきで、口元を扇で隠かくしながら、互たがいに顔を見合わせている。

　──これは絶対なにかある。

　シリルは大きく息を吸うと、胸の前で手を組み、伯爵夫人の顔を上うわ目め遣づかいに覗のぞきこんだ。

「ブノワ伯爵夫人、どうか今のお話について、もっと詳くわしく教えていただけませんか？」

「え？　いいえ、シリル様にお聞かせするような内容ではございませんわ。先ほどの言葉は、その……私の失言です」

「そんな、お願いです！　僕は兄様のことが心配なんです」

　潤んだ翠みどりの瞳で見つめられ、伯爵夫人が明らかに動どう揺ようしたのがわかる。

　あと一押しだ。

「お願いです、ブノワ伯爵夫人。兄様のためにも、僕をお助けください」

「……………………」

　途と方ほうに暮れた伯爵夫人が、助けを求めて辺りを見回す。だが、他ほかの貴婦人たちも自分に期待の眼まな差ざしを注いでいるのに気づき、観念したように小さなため息をこぼした。

「わかりましたわ。もしかするとシリル様ともご関係の出てくることかもしれませんし、お話しいたしましょう」

「ありがとうございます」

「いいですか？　これはあくまで噂うわさの域を出ないお話ですが、実は陛下は……」

　いつの間にか陽ひは傾かたむき、白を基調とした伯爵家の応接間には静かな翳かげりが落ちていた。

　ブノワ伯爵夫人が淡たん々たんと語る。その告白に、シリルは天使の笑えみを浮かべることも忘れて、表情を硬かたく凍こおりつかせた。
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　貴婦人たちが帰ったあと、ルティアはベッドの上に並べた剣けんとドレスを交こう互ごに見やり、深く考えこんでいた。

　ヴァイスは重臣たちとの打ち合わせがあるらしく、今夜は一緒に晩ばん餐さんを取ることができないと事前に教えられていた。ルティア姫ひめとして王宮に戻もどるまで、まだ少し時間がある。

「私は騎き士しだ」

　自らの心に確かく認にんするように、ルティアは声に出して言った。

　最初は家族を守るため、ドレスを棄すてて騎士となる道を選んだ。だけど、他人から強しいられた生き方では決してない。

　今は純じゆん粋すいに、ヴァイスから専属の騎士に任じられて嬉うれしかった。自分を信じてくれた彼の想おもいに応こたえたい。このまま再び剣を手に取り、ルティウスに戻ればすべてうまくいく。

（でも……）

　剣に向かって伸のばした手を止め、隣に置いたドレスを見る。

　これからも騎士として生きていくつもりなら、ルティア姫は消えていなくならなければならなかった。家族のためにも、これ以上危ない橋を渡わたるわけにはいかない。

　少し前の自分なら、あっさりルティア姫を切って捨てることができたはずだ。だけど、ヴァイスがルティ自ア姫分にだけ見せる顔を知ってしまった今、この心はルティア姫としての顔を棄てることをこんなにも嫌いやがっている。

（これから私はどうしたらいいんだろう？）

　答えに詰つまって、ゆっくりと目を閉じる。その耳に、ポツポツと降りだした雨が窓に当たる音が聞こえた。

（めずらしいな。今の季節に雨が降るなんて）

　フロイデン王国の夏は乾かん燥そうしていて、夕立もあまりない。めずらしく決断を下せずにいる自分に空までびっくりしているように思えて、ルティアはクスッと笑った。

　その時、扉とびらをノックする音が聞こえた。

「姉上ですか？　どうぞお入りください」

　てっきりファビエンヌがルティア姫に戻る手伝いをしに来てくれたのだと思った。が、中に入ってきたのは弟のシリルだった。

「シリル？　急にどうしたんだ？」

　白金の頭はしょんぼりと下を向き、愛らしい顔には思い悩なやむような表情が浮かんでいる。どう見ても、ただごとではない。

　ルティアが事情を尋たずねようとした、その直前で、近づいてきたシリルが制服の裾すそを引っ張り、今にも消え入りそうな声で言った。

「ルティー姉様、お願いです。どうかこれ以上、陛下と関かかわるのはやめてください」

「…………？」

　ルティアは一いつ瞬しゆん、なにか聞き違ちがえたかと思った。けれど、シリルは裾をつかむ手にギュッと力をこめ、震ふるえる声で続けた。

「あの国王に忠誠を誓ちかう価値なんてありません。彼は、自分のために尽つくしてくれた親友を平気で殺すような人間なんです」

「えっ……」

　窓をたたく雨の音が大きくなって聞こえた。

（陛下が親友を殺したって、そんな！　シリルはなにを突とつ然ぜん……）

　ルティアは弟の誤解を笑い飛ばそうとして──ふと、口をつぐんだ。脳のう裏りをよぎったのは、近この衛え兵へいによる反乱のあったあの夜、フランツが口にした言葉だった。

　──あなたの進む先には、今に屍しかばねの山が築かれる。かつて、あなたが親友を自らの手で殺したように！

（いや、あれは違うはずだ）

　今なら、わかる。あれは追い詰められたフランツがこちらを動揺させるため、とっさに叫さけんだ言葉に過ぎない。

　厳しくとも民たみを思いやる心に溢あふれているヴァイスが、よりにもよって親友を手にかけるはずがない。最初、自分が彼のことを暴君だと思いこんでいたのと同じように、シリルも皆も彼の表面だけを見て、誤解しているのだ。

「いいか、シリル。どこでそんな噂を聞いてきたか知らないが、めったなことを言うもんじゃないぞ。私が相手だったからいいものの、他の人が聞いたら大変なことになる」

　シリルの目を見て、やさしく諭さとす。だが、いつも聞き分けのいい弟らしくない。彼は白金の頭をフルフルと横に振って続けた。

「ルティー姉様こそ、陛下の言葉に惑まどわされているんです！　今から二ヵ月ほど前、彼は王都まで一いつ緒しよに来てくれた親友の忠誠心を試ためすため、毒入りの飲み物をわざと彼に勧すすめたと言います。そんな人の騎士になるなんて──」

「シリル、やめろ！」

　自分でも驚おどろくほど鋭するどい声が口から飛び出した。怯ひるんだシリルがあとずさる。澄すんだ翠の瞳ひとみが、涙なみだでにじんだ。

「僕はルティー姉様の心配をしているだけなのに……姉様は、陛下のことは信じても、僕の言葉は疑うんですか？」

「別にそういうわけじゃない！　ただ、陛下はそんな方じゃないと言ってるんだ！」

　思わず声を荒あららげたルティアの前で、シリルの頰ほおを一筋の涙が伝い落ちた。細い肩かたが小刻みに震えだす。呼吸がだんだんと激しくなり、華きや奢しやな身体からだから力が抜けていく。

（いけない！　発ほつ作さだ！）

　病弱な弟を興奮させてはならないと常々言われているのに、つい自分の苛いら立だちをぶつけてしまった！

「誰だれか、ニコル先生を呼んできてくれ！」

　廊ろう下かに向かって叫ぶ。ゴホゴホと激しい咳せきを繰くり返しながら、それでもシリルはルティアの制服の裾を放さなかった。

「ルティー姉様、陛下は……」

「いいから！　今はしゃべるな！」

　裾をつかんでいた弟の手を、両の手で包んで握にぎりしめる。

　それは、ルティアがなによりも大切にしてきたものだった。自分のすべてと引き替かえにしてもいいと思うほどに。それなのに……。

「シリル様、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　ニコルが部屋に駆かけこんでくる。ルティアは彼の手にシリルを委ゆだね、時計を見上げた。その針は夜中の八時を示している。もうすぐルティア姫に戻る時間だ。

　ゆっくりと立ち上がったルティアの耳に、雨音が一段と強くなって聞こえた気がした。
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　その晩、ドレスに着替えて王宮へ向かうルティアの足取りは重たかった。

　このまま自分に与あたえられている部屋に直行して、なにも考えずに眠ねむりたい。だが、そんな願いも虚むなしく、王宮の正面玄げん関かんまで迎むかえに来た近衛兵は、ヴァイスの部屋に寄るよう伝えてきた。

（そういえば、今日はまだ日誌をもらっていなかったな）

　ヴァイスはなにを書いてくるだろう？

　初めて伯はく爵しやく家を訪ねた感想か、それともルティウスのことか？

　いつものように日誌に返事を書く自信が、今のルティアにはなかった。頭を占しめていたのはただ一つの言葉──親友殺し。

（いや、陛下に限ってそんなことはない！　きっとなにかの間ま違ちがいだ！）

　家を出てから、何度繰り返したかわからない。だけど、気になったが最後、不ふ穏おんな呼び名はいくら否定しても心の表面に浮うかび上がってきて、ルティアの心を乱し続ける。

　やがてヴァイスの部屋の前に辿たどり着いたルティアは、スカートの裾を直して呼吸を整えた。扉に向かって手を伸ばす。しかし、その手はノックする寸前で、中から響ひびいてきたヴァイスの怒ど声せいに動きを止められた。

「この報告書はなんだ!?　俺はアランス王国への留学経験がある者をリストアップしてこいと命じたはずだぞ。おまえの息子むすこの経歴など尋ねていない」

「ですが、陛下──」

「もういい。退さがれ」

　扉の向こうで、重たい沈ちん黙もくが下りる。

　一いつ拍ぱく後、扉が開かれた。中から出てきたのは、ルティアも知っている重臣の一人だった。後ろに立っていた近衛兵が、気まずそうに身じろぎをしたのがわかる。彼はルティアの存在に気づくと、顔を背そむけて足早に廊下を去っていった。

「ルティア姫ひめ、どうぞ」

　近衛兵に促うながされ、重臣と入れ替わりで中に入る。

　ヴァイスは窓まど枠わくに背を預け、片手で持った書類に目を通していた。ラウンドテーブルの上に置かれた燭しよく台だいの光を受けて、精せい悍かんな顔に深い翳かげりが落ちている。

　ルティアが入ってきたのに気づいて、険しい王者の表情かおに少年のような笑えみが広がった。

「よく来たな、ルティア。今日はルティウスを紹しよう介かいしてもらえて助かった。今、日記を持ってくるから、そこのソファーに座って待ってろ」

　彼はそう言うと、次の間を出て行こうとして──途と中ちゆうで足を止めた。ルティアの様子がいつもと違うことに気づいたらしい。

「どうした？　まさかルティウスの調子が思ったより悪いのか？」

　自分たち家族のことを心底気き遣づかってくれているのがわかる。やさしい声を耳にして、ルティアはゆっくりと首を横に振ふった。

「ご心配くださり、ありがとうございます。ルティウスは、その……もう平気です」

「どう見ても『平気』という顔じゃないな。もしかしてルティウスが俺の専属の騎き士しになることを拒こばんでいるのか？」

「そんなことありません！　ただ……」

「ただ、なんだ？」

「それは……」

　二人の間に沈黙が広がる。しとしとと雨の降る音だけが、耳にまとわりついて離はなれない。

　漆しつ黒こくの双そう眸ぼうは今、ルティウスではなく、ルティアの応こたえを待っている。

　このまま誤ご魔ま化かすことだってできる。もうすぐルティア姫はヴァイスの前から消えていなくなるのだから、適当なことを言って、お茶を濁にごしたって構わない。

　だけど、ルティアは噓うそをつけなかった。自分の心にも、自分に向けられた眼まな差ざしにも。

「陛下、教えていただきたいことがございます」

「急に改まって、なんだ？」

　ヴァイスが怪け訝げんそうに目を眇すがめる。そこに宿った光を正面から見返して、ルティアはゆっくりと口を開いた。

「陛下は前に、私のことを親友に似ているとおっしゃいましたよね？　その方は、なぜお亡なくなりになったのですか？」

　ヴァイスの顔から表情が消えた。

　鼓こ動どうが痛いくらいに速まる。胸の前で手を組んだまま微び動どうだにしないルティアを見下ろし、ヴァイスの唇くちびるから細く長い吐と息いきがこぼれた。

「あの噂うわさを耳にしたのか？」

「…………はい」

　じっと待つ。胸の奥底でくすぶっている不安をヴァイスが否定してくれる瞬しゆん間かんを。しかし、彼は首を横に振る代わりに、別の言葉を口にした。

「もしあの噂が本当だとしたら、おまえはどうする？」

「え……」

「俺が親友殺しの罪を負う者だとしても、おまえはそばにいてくれるか？」

「……………………」

　窓を打つ雨の音が大きくなる。

　自分を見つめる瞳の中に、厳しい王者の面おも影かげはない。燭台の光は、愁うれいを帯びた表情を薄うす闇やみに浮かび上がらせていた。
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　ヴァイスがルティウスを見み舞まった翌日、ラッツはシュヴァリエの執しつ務む室を訪ねていた。

「隊長、すでにご存じかもしれませんが、陛下がルティウスを専属の騎士に任じられました」

　部下の報告を受け、書類に目を通していたシュヴァリエが顔を上げる。目だけで先を促され、ラッツは続けた。

「ルティウスの返事はまだですが、断ることはないと思います。彼は陛下のことを心から尊敬していますから。ですが、そうなったらルティア姫はどうします？　入れ替わりを続けるのもそろそろ限界です」

　昨日の「お見舞い」は本気で肝きもが冷えた。ルティウスとして初対面の相手だったからこそ、なんとか誤魔化せたが、専属の騎士として仕えるようになったら、あんな無む茶ちやは二度と通らない。シリルも繰り返し言っているように、ルティア姫が本当は男だとばれる前に、早急に手を打たなければならなかった。

「隊長！」

　ラッツに答えを迫せまられ、シュヴァリエは大きく肩かたをすくめた。

「たしかに専属の騎士が決まれば、陰かげの護衛であるルティア姫は存在意義を失うな……わかった。そもそも最初に女装を命じたのは俺だ。引き際ぎわについても、俺が考えよう」

「ありがとうございます」

「その話も重要だが、今日は先に知らせておかなければならないことがある」

　そう言うと、シュヴァリエは持っていた書類をラッツに渡わたした。なんの関係者か知らないが、そこには十名あまりの名前が羅ら列れつされている。ラッツは、その中の一つに目をとめた。

「隊長、これは……」

「さっき上がってきたばかりの調査結果だ。例の香こう水すい事件に関かかわったとされる容疑者の名前が載のっている」

「え？　ですが、彼らはアランス王国の人間でもなければ、調ちよう香こう師……でもないですよね？」

「ああ。だが、限りなく近い連中だな。ラッツ、アランス王国の特産品は知っているか？」

「………………？」

　急に関係のない話を振られて、面食くらう。だが、シュヴァリエが意味のない発言をするとも思えず、ラッツは自分の覚えていることを口にした。

「アランス王国は、我が国と同じく加工貿易で発展してきた国です。中でもレースや香水などの嗜し好こう品は、相当な高値で売り買いされています」

「他ほかには？」

「他、ですか？　えーと……たしか王立の研究所が充じゆう実じつしていることから留学生も多く、特に医い療りようが発達していて──って、まさか!?」

「当たりだ」

　絶句する部下を見て、シュヴァリエがニヤリと唇の端はしをつり上げる。

「香水も薬やく剤ざいも、生成過程において植物由来の原料を多く使う。医者の場合、調香師のような鼻はなくても、成分と配合さえわかれば、ある程度似たものを作れるだろう」

「それじゃあ──」

　報告書に記き載さいされた名前を信じられない思いで見つめる。表情を凍いてつかせた部下の前で、シュヴァリエが机から立ち上がった。

「一度、ルティウスのところへ事情を聞きに行くぞ」
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　その日、王宮はちょっとした騒さわぎに見舞われていた。怪け我がしたルティウスを国王が見舞ったという噂はもちろんのこと、もう一つ人々の興味を刺し激げきしてやまない出来事があったのだ。

「シリル様！　あなた様が宮きゆう廷ていにいらっしゃるなんて、めずらしいですわね！」

　王宮に顔を出したシリルを見つけて、貴婦人たちが集まってくる。

「昨日は突とつ然ぜんお宅にお邪じや魔ましてしまい、申し訳ございませんでした。その後、ルティウス様はいかがお過ごしでしょうか？」

「こちらにいらっしゃって、シリル様のご体調は問題ございませんの？」

　矢や継つぎ早ばやに飛んでくる質問を受け、シリルはにっこり微笑ほほえんだ。

「お気き遣づかいくださり、ありがとうございます。僕でしたら大だい丈じよう夫ぶです。兄様の心配をしてくださった皆みな様さまにどうしてもお礼が言いたくて、今日はこちらに参りました。皆様、昨日は本当にありがとうございました」

「まぁ……！　わざわざご丁てい寧ねいに！」

「シリル様は本当におやさしい方ですのね」

　深々とお辞じ儀ぎをするシリルを囲んで、貴婦人たちがほれぼれと息をつく。だけど、シリルの本音は別のところにあった。

（あの国王の噂について、もっと正確な情報を集めるんだ）

　彼のせいで昨日、姉のルティアと生まれて初めてケンカをしてしまった。本心では彼ともう関わりたくなかったが、そういうわけにもいかない。親友殺しの真相についてもっと詳くわしいことを伝えない限り、ルティアはとうてい納なつ得とくしないだろう。

（ルティー姉様を守るためにも、僕がしっかりしなきゃ！）

「シリル様、せっかくいらしたのですから、私たちのお茶会にお立ち寄りください」

「私たちのサロンへも、ぜひ！」

「ありがとうございます。喜んでお招きに預かります」

　貴婦人たちの集まりは噂の宝庫だ。これを逃のがす手はない。

　シリルはにっこり笑い、彼女たちのあとについていった。




　シリルが招かれたのは、王宮の中心から少し離はなれたところにあるサンルームだった。なんでも昔、人嫌ぎらいの王おう妃ひが自分のために作らせた部屋らしい。

「さぁ、シリル様。なんでもお好きなものをお取りしますわ」

　主しゆ催さい者しやの貴婦人が楽しそうに笑う。目の前のテーブルにはマドレーヌやカヌレのような焼き菓が子しから、一口サイズのサンドウィッチに至るまで、たくさんの軽食が並べられている。

（あ、あれはルティー姉様の好きなチョコレートだ。持って帰って差し上げたいなぁ……）

　ルティウスとして過ごしている間、ルティアは「一人前の騎き士しが甘いものを喜んではいけない」という妙みような信条に基もとづき、大好きなチョコレートを我が慢まんしているらしい。

「あら、シリル様はそちらのお菓か子しが気になりますのね。どうぞお召めし上がりください」

　シリルの視線に気づいた貴婦人が、気を利きかせてチョコレートをお皿に取ってくれる。だけど、まさかルティアのために包んで持ち帰るわけにはいかない。それより、今日の自分は彼女のために別のものを手に入れたかった。

「ご丁寧に、ありがとうございます。嬉うれしいです」

　周りから「天使のようだ」と絶賛されている笑えみを顔に浮うかべ、差し出された皿を受け取る。けれど、シリルはそのままチョコレートに手をつけなかった。

「シリル様、もしかしてご気分が優すぐれませんの？　それともチョコレートはお嫌いでしたか？」

　給きゆう仕じをしてくれた貴婦人が、オロオロと顔を覗のぞきこんでくる。テーブルを囲む他の者たちも、心配そうにこちらを見ている。シリルは皆みなの視線を一身に受け、白金の頭を力なくフルフルと横に振ふった。

「ごめんなさい。せっかくのお茶会ですのに、水を差してしまって」

「別に構いませんわ。シリル様がお元気であれば、問題ございませんもの」

「皆様、おやさしいんですね。でも……」

　途と中ちゆうで口をつぐむ。物もの憂うげに目を伏ふせたシリルの頰ほおを、透明な涙なみだがつーと伝い落ちた。

「シリル様!?　どうなさいましたの!?」

「ごめんなさい、実は僕……」

　涙を隠かくすように顔を手で覆おおう。指の隙すき間まから戸と惑まどう貴婦人たちの反応を窺うかがい、シリルは弱々しい声で告げた。

「僕は、皆様に謝らなければならないことがあるのです。実は、お見舞いのお礼とは口実で、本当は皆様にお聞きしたいことがあって、宮廷に参ったのです」

「なんですの？　どうかおっしゃってください」

　熱心に先を促うながされ、シリルはわずかにためらった末、顔を上げて思い切ったように尋たずねた。

「毒薬とは、どうやったら手に入るものなのでしょうか？」

「えっ……!?」

　まさか天使のように愛らしい唇くちびるから、毒薬なんて単語が出てくるとは想像したこともなかったのだろう。シリルは絶句している貴婦人たちを上うわ目め遣づかいに見て、切々と訴うつたえるように続けた。

「兄様が、例の陛下の噂うわさについて心を痛めているのです。悩なやんだままでは傷の治りも遅おそくなってしまいます。どうか皆様、教えてください。たとえ陛下でも、おいそれと毒を手に入れることなんてできないとわかれば、兄様も少しは安心してくれると思うのです」

「シリル様……」

　貴婦人たちが感じ入ったように深い息をつく。中には目め頭がしらをハンカチで拭ぬぐう者まで現れた。彼女たちの目には、シリルが国王の無実の罪を晴らすため、必死になっているように見えるのだろう。だけど、実際の狙ねらいは真逆だ。あえて自分から毒薬という話題を出すことで、シリルはヴァイスが親友を毒殺したという証しよう拠こを引き出そうとしていた。

「毒薬……ですねぇ」

　貴婦人の一人が頰に手を当て、悩ましげな顔でつぶやく。

「有名どころではベラドンナなどがあるそうですが、私もどこで買えるか存じませんし……」

「ご存じでしたら、大変なことになってますわよ！　毒薬だなんて！」

「あら、ですが私、前におもしろい噂について聞いたことがありましてよ」

「え……」

　貴婦人たちが驚おどろいて目を向ける。その視線の先には、まだ若い未み婚こんの令れい嬢じようが座っていた。彼女は青い目を好こう奇き心しんに輝かがやかせながら、テーブルに身を乗り出し、小声で言った。

「ここだけのお話ですけれど、なんでもアランス王国出身の調ちよう香こう師で、頼たのめばどんなものでも調合してくれる方がいるんですって！　たとえそれが媚び薬やくでも、毒薬であっても！」

「まぁ、そんな……！」

「怖こわいですわ！」

　貴婦人が怯おびえた振りをしつつも、実際には興きよう味み津しん々しんといった顔つきで色めき立つ。こうした宮廷にはつきもののよくある噂だ。けれど、今のシリルは令嬢の話を適当に聞き流せなかった。

（今がチャンスだ！）

　ここぞとばかりに口を開き、詳しいことを尋ねようとする。が、シリルの口をついて出たのは、喉のどの奥からこみ上げてきた咳せきだった。

「シリル様、どうなさいましたの？　まさか発ほつ作さが……！」

　異変に気づいた貴婦人が慌あわてた顔で話しかけてくる。シリルはとっさに取り出したハンカチで口を覆いながら、小さく首を横に振った。

「ご心配くださり……ありがとう、ございます。むせただけ、ですので、失礼……いたします」

　途と切ぎれ途切れに告げて、席を立つ。気遣うような視線が追いかけてくるのを背中に感じたけれど、シリルは立ち止まらなかった。

　無断で家を抜ぬけ出してきたのに、連れん絡らくを入れられて、ルティアに見つかってはまずい。万が一ヴァイスのことを探さぐっていると知られたら、また昨日のように怒おこられてしまう。

（僕はこれ以上、ルティー姉様と気まずくなりたくないのに……）

　懸けん命めいに平静を装い、人ひと気けのない廊ろう下かを歩いて行く。シリルはその先にあった小部屋の中にすべりこんだ。使われなくなってからだいぶ経たっているのか、一カ所にまとめて置かれた家具の上には黄ばんだ布がかぶせられている。

　扉とびらを閉めると同時に、今まで我慢していた咳がシリルの全身を揺ゆさぶった。いつも持ち歩いている薬を、震ふるえる手で胸のポケットから取り出して飲む。

（はぁ……そういえば、家を出てくる前に薬を飲み忘れたな）

　全身を覆うだるさに耐たえきれず、シリルは横になりたくてソファーを見た。だけど、そこには年季の入った埃ほこりが何層にも溜たまっている。

　シリルはげんなりして、ソファーの後ろに回りこんだ。その背に身体を預け、しゃがみこんだところで、重たいため息が口からこぼれた。

　この身体はポンコツだ。一日三回薬を飲まないと、ベッドから起き上がることすらままならない。さっきだってヴァイスの噂について聞くチャンスだったのに、発作のせいで台無しになってしまった。

（僕がもう少し丈じよう夫ぶだったら、もっといろんなことができるのに……！）

　考えたって仕方のないことだとわかっていても、つい考えてしまう。

　やがて、立てた膝ひざの間に顔を埋うずめていると、だんだんと呼吸が楽になってきた。

（もう一度訊きいてみよう、あの令嬢に）

　せっかく見つけた手がかりだ。彼女なら、なにか知っているかもしれない。

　シリルが息を整えて立ち上がろうとした、その直前で、扉の開く音がした。誰だれかが中に入ってくる気配がする。しかも、シリルが耳にした靴くつ音おとは二つ。

（こんなところに、なんで？　まさか逢あい引き？）

　扉の閉まる音と同時に、シリルの鼻先を奇き妙みような香かおりがかすめていった。部屋を満たしていたカビくさい、湿しめった臭においともまた違ちがう。

（え、これって……）

「例のものは持ってきたんだろうな？」

　低い男の声が上がった。その奥おくには研とぎ澄すまされた刃やいばのような危険な響ひびきが混じっている。思わずソファーの後ろで身体を硬かたくさせたシリルの耳に、もう一人の声が聞こえてきた。

「お言葉ですが、これ以上はもう無理です！　近この衛え隊の連中も、私たちのやっていることに、うすうす勘かんづいています」

　もとは穏おだやかそうな声の中に、隠しきれない焦あせりを感じる。

　シリルは耳を疑った。何度も聞いたことがある、この声は──、

（ニコル先生!?）

　さっき鼻をかすめていった苦い香り。あれはニコルが作った薬草茶のものに違いない。

（でも、なんでニコル先生がこんなところに……？）

「お願いです！　もうこの件からは手を引かせてください！」

　耳をそばだてているシリルの後ろで、ニコルが男に向かって嘆たん願がんする。しかし、男の口から発せられたのは、「そうか」という素っ気ない返事だった。

「おまえの意志は我が主あるじに伝えておこう。だが、覚えておけ。その決断の代だい償しようは、近いうちに必ずもらうぞ」

「……えっ!?　待ってください！」

　ニコルが追いすがる。彼の制止を振り切り、男は部屋を出て行った。

　扉の閉まる音がやけに大きく響いて聞こえる。あとに残されたのはシリルと、その存在を知らないニコルの二人だけ。

　緊きん張ちようのせいで喉が渇かわくのを感じる。シリルは早はや鐘がねのように脈打つ心臓を服の上から押さえた。

（あの男は誰だったんだろう？　ニコル先生はいったいなにをしたんだ？）

　わからない。だけど、ニコルは近衛隊の名を口にしていた。となれば、シリルが取るべき行動は一つしかなかった。

（ルティー姉様に知らせなきゃ）

　なにをしていたんだと、叱しかられることになったって構わない。シリルの中で、警けい鐘しようがけたたましく鳴り響いていた。

　ニコルが深いため息をついたのがわかる。シリルはひりつく喉を潤うるおそうとして、ツバを吞のみこみ──コホンッと小さな咳が飛び出した。

（いけない！）

「誰かいるんですか!?」

　ニコルが鋭するどく叫さけぶ。とっさに隠かくれようとしたが、狭せまい部屋の中では逃にげようがない。ニコルの足音が自分に向かって近づいてくる。

　ソファーの後ろであとずさるシリルの顔を、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが覗のぞきこんだ。その目が一いつ瞬しゆん、驚きに見開かれる。直後に、シリルの知らない光がその奥に宿った。それは怒っているのとも悲しんでいるのとも違う、ただただ冷たい光だった。

「シリル様、今の話を聞いてしまわれたのですね？」

「……………………」

「あなたの前では、最後までやさしい医者でいたかったのに」

　いつも穏やかで笑えみの絶えなかったニコルの顔が愁うれいを帯びる。

　次の瞬しゆん間かん、シリルは彼が取り出した布で口をふさがれた。ツンとした薬品の臭いが鼻をつく。

（姉様に、伝えなきゃならないのに……！）

　だんだんと薄うすれていく意識の中で、シリルの頭はいつまでもそのことだけを考えていた。
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　ルティアはその日、伯はく爵しやく家にある自分の部屋にいた。

　怪け我がをしたと公言した手前、さすがに今日は出仕できない。またいつ誰かがお見み舞まいに現れても平気なように、近衛隊の制服を身に纏まとい、頭に包帯を巻いたまま、朝からずっと剣けんを磨みがいている。下を向いた翠みどりの瞳は、柄つかにはめこまれた百ゆ合りのロケットを見つめていた。

　この紋もん章しように誓ちかって騎き士しとなる道を選んだ日から、片時もこの剣を手放すことはなかった。その努力が実って、昨日ついにヴァイスから専属の騎士に任じられた。

　嬉うれしかった。

　その想おもいに偽いつわりはない。だけど、どうしても一つの単語が頭から離はなれなかった。それは──親友殺し。

（陛下は本当に、ご自身の親友を自らの手で殺あやめたのか？）

　確かめたくても、今のルティアには確かめる術すべがない。なにかしていないと頭が変になりそうで、こうして黙もく々もくと剣を磨き続けている。

　しかし、このままではさすがに刃がすり減ってしまうのではないかと不安になってきた頃ころ、部屋の扉がノックされた。

「ルティウス、ちょっとよろしいかしら？　あなたに訊きたいことがあるの」

「はい、姉上。鍵かぎはかかっていませんから、どうぞ」

　剣を鞘さやに収めて立ち上がる。目の前で扉が開き、甘い薔ば薇らの香りが中に流れこんできた。今日は初夏の陽気にふさわしく、爽さわやかな空色のドレスを纏まとっている。姉のファビエンヌは扉を閉めると、中を見回して首をかしげた。

「おかしいわね。絶対ルティアの部屋にいると思ったのに」

「え？　誰がですか？」

「シリルよ。お薬の時間なのに、姿が見えないの。どこへ行ったか知らないかしら？」

「そういえば、朝から見かけていませんね」

　ルティアは姉に言われて初めて気づいた。いつも自分が休みの日は朝から部屋を訪ねてくるのに、今日はまだ一度も顔を合わせていない。

（やっぱり昨日のことが原因か？　あの噂うわさのことで私が怒おこったりしたから……）

　今までシリルの言うことであれば、なんでも信じてきたのに、昨日だけはどうしても譲ゆずれなかった。結局、ヴァイスに会ったあとも噂の真相はわからず、それどころかますます混乱する羽目になってしまったというのに。

（シリルに謝らなきゃな。その上で、もう一度ゆっくり話をした方がいいかもしれない）

　ルティアが無言でうつむいていると、近づいてきたファビエンヌが不意に肩かたに手を置いた。

「姉上？」

「ねぇ、ルティア。今まで言葉にして伝えることはなかったけれど、私はあなたがいてくれてよかったと思っているの」

「え……？」

　急にどうしたのだろう？

　不思議そうにしているルティアの顔を見上げて、ファビエンヌはやさしく微笑ほほえんだ。

「弟でも妹でも、どちらでも構わないわ。あなたは私にとってかけがえのない家族よ。あなたの選せん択たくを私はいつでも尊重するわ」

　……やっぱりこの姉には敵かなわない。彼女は気づいていたのだ。自分がルティウスとルティア姫ひめの間で迷い、悩なやんでいたことに。

「困ったことがあったら、いつでもいらっしゃい。相談に乗るわ」

　やわらかな笑みを残して、ファビエンヌが部屋を出ていこうとする。その前で、扉とびらが急にノックされた。

「あら、なにかしら？」

　ファビエンヌが近づいていって開ける。その先に立っていたのは、使用人のアマンダだった。彼女はルティアではなく、ファビエンヌが出てきたことに驚おどろいたようだったが、すぐに膝ひざを折り、一通の白い封ふう筒とうを差し出してきた。

「お話し中に恐おそれ入ります。先ほどルティウス様宛あてにお手紙が届きました」

　ファビエンヌによる教育の賜たま物ものか、どんな時でも礼れい儀ぎを忘れない。その姿を好ましく思いながら、ルティアは封筒を受け取った。

「仕事の邪じや魔まをしてしまって悪かったね、アマンダ。忙いそがしいのに、わざわざ持ってきてくれてありがとう」

「い、いいえ！　わたしは使用人として当然のことをしたまでですわ！」

　制服姿のルティアに笑いかけられ、耳までまっ赤に染まる。彼女はもう一度お辞じ儀ぎをすると、照れたようにそそくさと部屋を出ていった。

「誰だれからのお手紙かしら？　見かけない封筒ね」

　ファビエンヌがルティアの手元を覗きこんで、小首をかしげる。まっ白な封筒には、表にルティウスの宛名が書かれているだけで、送り主の名も印もない。

（近この衛え隊からの通達事じ項こうでもないし、なんだろう？）

　ルティアが机の上に置いてあったペーパーナイフを使って封を切った。瞬間、白金のウェーブがかった糸のようなものが中からこぼれ落ちた。

　ファビエンヌが隣となりで息を吞む。

（えっ!?　まさか……！）

　ルティアは慌あわてて封筒の中を覗いた。そこに入っていた紙を取り出す。その上では、自分の知らない字が冷たい言葉を放っていた。

　──シリル・フォン・リリフォーレは預かった。返してほしくば、午後四時にモンテーニュの森にある炭焼き小屋まで一人で来い。

（シリル!?）

　ハッとして時計を見る。その針は問題の刻限が迫せまっていることをルティアに告げていた。
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　その日の午後、ヴァイスは商人風の衣装に着き替がえて城を抜ぬけ出し、黒毛の愛馬に跨またがって石畳の道を走っていた。目指す先は昨日と同じ、リリフォーレ伯爵家だった。

（昨夜ゆうべは、ルティアにつまらないことを言ってしまったな……）

　友を失った日以来、あの噂について誰かに語る気などなかった。自分の背負う罪を赦ゆるしてほしいと願ったこともなかった。

　なのに、ルティアを前にすると、どうして心の箍たがが外れるのだろう？

　彼女になら、なぜすべてを打ち明けたいとさえ思ってしまうのだろう？

　それは自分を見つめるまっすぐな瞳が、友のものと重なって見えたからかもしれない。

（性格どころか性別すら違ちがうのに、なんでだろうな？）

　口元に皮肉げな笑みを刻む。ヴァイスは馬の腹を蹴けり、走る速度を速めた。

　ルティアと顔を合わせるのは、まだ少し気まずかった。だが、自分は伯爵家に向かわなければならない。自らの騎士にと望んだ、ルティウスの返事を聞くために。

　石目の美しい道を進むと、百合の花の香かおりが漂ただよってきた。この匂においがすれば、屋や敷しきはすぐそこだ。ヴァイスは馬の足を緩ゆるめ、百合の紋章が刻まれた門をくぐろうとした。

　その時だった。門の向こうから蹄ひづめの音が近づいてきた。それも並の速さではない。まるで戦場を駆かけるかのごとく、怒ど濤とうの速さで栗くり毛げの馬が疾しつ走そうしてくる。

　向かい風を受け、騎き乗じようしている者の髪かみが後ろになびく。白金の頭に包帯を巻き、近衛隊の制服を纏っているその青年は──、

「ルティウスか？」

　気づいた青年が慌てて手た綱づなを引く。勢い余って馬が竿さお立だちになった一いつ瞬しゆん、逆光で顔が見えなくなった。その直後、頭を覆おおっていた包帯がはらりと一筋ほどけるのが見えた。

　ヴァイスは息を吞のんだ。

（ルティア……？　いや、違うな）

　初めて目にする青年──ルティウスの顔は姉きよう弟だいであるシリルやファビエンヌより、従妹いとこであるルティアに似ていた。しかし、髪の色も違えば、性別も違う。なにより凜り々りしく引き締しまった表情は、自分が知っている婚こん約やく者のものではない。年若くても人の上に立ち、数々の命令を発してきた騎士の顔だ。

「具合はもういいのか？」

　ヴァイスの問いに、ルティウスは馬から下り、その場に片かた膝ひざをついて答えた。

「昨日はご心配をおかけいたしました。頭の傷は浅くても出血が激しいため、周りの者たちが大げさに騒さわぎ立ててしまったのです。実際の私は、その……こんなにも元気です」

「そうか。なら、よかった」

　どこか釈しやく然ぜんとしないものを覚えつつも、ヴァイスはとりあえずうなずいた。

　昨日ベッドで寝ねこんでいた人間が、一日で馬に乗れるようになるまで回復するものかと疑問に思ったが、怪け我がのことでルティウスが自分に噓うそをついたってなんの得もない。それなら、昨日会った時は本当にひどい包帯の巻き方をされていただけだと考えた方が妥だ当とうだ。

　他ほかにも気になる点はあったが、今のヴァイスにはもっと優先して考えるべきことがあった。今日はルティウスに、昨日の返事を聞きに来たのだ。

　道の真ん中であっても、別に構わない。ヴァイスはルティウスに専属騎き士しの話題を振ふろうとして──やめた。

　なにやら様子がおかしかった。噂に聞く「理想の王子」とはほど遠い。主君の前でひざまずいているにもかかわらず、ルティウスの目は落ち着きなく辺りをさまよっている。

（いったいどうしたんだ？）

　ヴァイスが声に出して尋たずねようとした、その直前で、ルティウスが「陛下！」と呼びかけてきた。その瞳ひとみの奥では、不安と焦あせりを混ぜたような色がちらついている。彼はまっすぐにこちらを見上げて言った。

「誠まことに勝手ながら、本日はこれにて御ご前ぜんを失礼させていただきたく存じます。私には、どうしても今すぐ向かわなければならない場所があるのです」

「それは、俺の相手よりも優先すべきことなのか？」

　自分でも意地が悪いと思う訊きき方に、ルティウスの表情が曇くもる。

「正直に言ってみろ。場合によっては、後日改めて昨日の返事を聞きにくる」

「ですが……」

　ルティウスが口ごもる。

　これは絶対なにか隠かくしている。それも、非常にまずいことを。

「言え。どんな内容だとしても、今ならまだ咎とがめない」

　ルティウスがあからさまに動どう揺ようしたのが気配でわかる。ヴァイスがなんとしてでも理由を聞き出そうとした、まさにその時、背後から蹄の音が近づいてくるのが聞こえた。

　後ろを向いたヴァイスは、思わず目を瞠みはった。

　全速力でこちらに向かって駆けてきたのは、近衛隊隊長のシュヴァリエと、その部下であるラッツだった。彼らはヴァイスの存在に気づくと、馬から飛び下り、その場に片膝をついた。そのまま頭こうべを垂れようとする動きを、ヴァイスは手で制した。

「まどろっこしい挨あい拶さつはいらない。それより、なにがあった？　近衛隊の連中が王宮の外で集まるなんて、なにかよほどのことが起きたんだな？」

　質問というより確かく認にんに近いヴァイスの言葉に、シュヴァリエが大きくうなずく。

「香こう水すいの模造品作りに関かかわっていた容疑者のリストが、先ほど手元に届いたのです。のちほど陛下にもご報告に上がるつもりでした」

　シュヴァリエが懐ふところから一枚の紙を取り出す。彼はそれをこちらに渡わたす前に、なぜかルティウスに見せた。きれいな弧こを描えがく眉まゆが不可解そうに中央に寄る。次の瞬しゆん間かん、整った顔から血の気が失うせた。

「隊長、これは……！」

　今にも飛びつきそうな勢いでルティウスが問い質ただす。シュヴァリエは彼が握にぎりしめている紙の一点を指さし、厳おごそかに告げた。

「ニコル・トゥーリエ──おまえの家の主治医に違いないな？　奴やつが今回の事件に関わっていると思うかどうか、おまえの意見を聞きたかったんだが……その様子だと、すでになにか起きたあとのようだな」

「………………っ！」

　ルティウスがくやしそうに唇くちびるを嚙かみしめる。その隙すき間まから、激情を押し殺すような、かすれた声が漏もれ出た。

「……攫さらわれたんです、シリルが。『午後四時にモンテーニュの森に来い』という脅きよう迫はく文が、先ほど私の元に届きました」

「なんだって!?　シリルが!?」

　叫さけんだラッツの肩かたを、シュヴァリエが「落ち着け」というように横から手で押さえた。

「まだ確証はないが、シリルが絡からんでいるとなると、ニコルが犯人だという線が濃のう厚こうになってくるな」

「でも、なぜシリルを誘ゆう拐かいなんて……」

「そいつの要求はおそらく通行手形だろう」

　馬上から突とつ然ぜん降ってきた声に、ラッツとルティウスの二人がはじかれたように顔を上げる。ヴァイスは構わずに続けた。

「ルティウス、おまえの家が持っている伯はく爵しやく領と、おまえの義理の兄であるヴァルナーレ公こう爵しやくの有する領地には港があったはずだな？　そのニコルという奴は、そこから異国へ高飛びを図はかるつもりだ」

「おそらく陛下のおっしゃるとおりですね。我々の動きに勘かんづき、急いで逃にげようとしているのでしょう。最悪の場合、人ひと質じちであるシリルを道連れにする覚かく悟ごで」

「そんな……！」

　シュヴァリエの発言に、元々青ざめていたルティウスの顔から完全に血の気が引いた。

「陛下、私はこれにて失礼いたします！　今すぐシリルを助けに行かなければ……！」

「待て！」

　馬に乗って駆け出そうとしたルティウスの前に、ヴァイスの黒馬が回りこんだ。

「お願いです、陛下！　どうか行かせてください！」

「待てというのが聞こえなかったのか？　なにも行くなとは言っていない。俺も一いつ緒しよに行く」

「えっ……そんな！　これは私の事情です！　家族のことでご迷めい惑わくをおかけするわけには──」

「違ちがうだろう？　例の香水事件が絡んできた段階で、これはもう公おおやけの問題だ。それに──あの夜の借りを俺に返させろ。今度は俺がおまえの力になってやる」

「………………！」

　澄すんだ翠みどりの瞳が限界まで大きく見開かれる。繊せん細さいな造りをした顔に嬉うれしそうな、それでいて今にも泣きそうな笑えみが広がっていった。

　なにも言えなくなったルティウスの代わりに、シュヴァリエが横で口を開いた。

「ここは陛下の方が正論だな。ルティウス、責任感が強いのはいいことだが、なんでも一人で抱かかえこむな。たまには周りの連中を頼たよれ」

「…………ありがとうございます」

　ルティウスが静かにうなずくのを見て、シュヴァリエが颯さつ爽そうと自分の馬に跨またがる。

「よし。そうと決まったら、ラッツ、おまえはニコルが勤めていたという治ち療りよう院へ向かえ！　他の連中にも声をかけて、事件の証しよう拠こを押さえるんだ！」

「わかりました！」

「俺はルティウスと一緒に現場へ行く！　それから、陛下は──」

「俺も行くぞ」

　ヴァイスの発言に、その場の時が一いつ瞬しゆん止まる。守るべき主あるじが自ら進んで危険な場所へ出向こうとしているのだから、当然の反応だ。しかし、ヴァイスに譲ゆずる気はなかった。

「借りは返すと言っただろう？　それに、自分の身くらい自分で守るから安心しろ。俺は玉座でかしずかれ、報告を待っているだけの王になどなりたくない。ことの顚てん末まつは自分の目で見届ける」

「……どうやら、止めても無む駄だなようですね」

「ああ」

　こちらの本気を悟さとって、シュヴァリエが苦く笑しようする。
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「わかりました。あなたのその姿勢が、後世の人から『豊穣神ルテイアに祝福されし王』と評価されることを祈いのって、共に参りましょう」

　シュヴァリエが率そつ先せんして馬首を翻ひるがえす。ヴァイスたちはそろってモンテーニュの森に向かった。
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　モンテーニュの森は王都の北に位置する。休日は憩いこいの場として多くの民たみで賑にぎわっているが、平日の森は静かで、暗く鬱うつ蒼そうとしている。

　ルティアは森の奥深くまで来たところで愛馬から下り、近くの木に手た綱づなをつないだ。

　ヴァイスとシュヴァリエの二人とは森の入口付近で別れた。シリルを誘拐した犯人がニコルだとしても、彼が単独で動いているとは限らない。辺りに潜ひそんでいる敵がいないかどうか、二人は見てくると言った。

　一方、ルティアは指定の場所で待ち構えているはずの敵をできる限り刺し激げきしないよう、さもルティウスが一人で来たかのように見せかけながら、森を奥へ奥へと進んで行き──辺りを緑で覆おおい尽つくされた丸太小屋の前で足を止めた。

（これが炭焼き小屋か……よし！）

　両りよう頰ほおをピシャッとたたき、年季の入った扉とびらに手をかける。

　天てん井じようにある明かり取りの窓から、暮れかけた陽ひの光がぼんやりと射さしこんでいるのが見えた。冬まで時間があるせいか、奥の方に薪まきが積まれているだけで、他ほかにはなにもない。

　──いや、よく見ると違う。すすけた床ゆかの上に広がっている白金の髪かみに気づき、ルティアは息を吞のんだ。両手足をきつく縛しばられ、猿さるぐつわを嚙まされたシリルが無造作に奥の方に転がされていた。

（ただでさえ身体からだが弱いのに、なんてことをしてくれるんだ！）

　とっさに駆かけ寄ろうとする、ルティアの足が途と中ちゆうで止まった。シリルの首に、銀の刃やいばがつきつけられるのが見えたのだ。薪の陰かげから現れた顔には、嫌いやでも見覚えがある。

「ニコル先生……」

　いつも屋や敷しきを訪おとずれる時と変わらない、穏おだやかな微び笑しようを浮うかべている。だが、その琥こ珀はく色いろの目は今、ちっとも笑っていなかった。

「わざわざご足労いただき、ありがとうございます、ルティウス様。今日はたってのお願いがあり、お呼び立てしました。シリル様の主治医を辞やめさせていただくにあたって、退職金をいただきたいのです」

（……どういうつもりだ？）

　怪け訝げんに目を眇すがめるルティアの前で、ニコルが短刀を握る手に力をこめた。布で覆われたシリルの口から、うっと小さなうめき声がこぼれる。

（シリル！）

　白い首筋をまっ赤な血がつーっと一いつ滴てき伝い落ちる。シリルの顔が苦く悶もんに歪ゆがむのを見ても、ニコルは表情一つ変えない。顔に乾かわいた笑みを張りつかせたまま、淡たん々たんと続けた。

「私が望む退職金はお金ではありません。あなたの弟と、義兄あにに働きかけていただきたいのです。リリフォーレ伯爵領、及およびヴァルナーレ公爵領の通行手形を発行するように」

（……陛下がおっしゃっていたとおりだ）

　先ほどヴァイスたちと交かわした会話を思い出す。自らの行動を近この衛え隊に勘づかれたと悟ったニコルは異国へ逃げる気なのだろう、と。

　ルティアは自分を落ち着けるように大きく息を吸い、琥珀色の瞳ひとみを正面から見み据すえて言った。

「ニコル先生、あなたがシリルの主治医から外れることを認めます。ですが、その前にどうか退職理由をお聞かせください。香こう水すいの模造品を作ったのは……あなたなんですか？」

「……………………」

　ニコルが無言で微笑ほほえむ。そのやさしい笑みは千の言葉より多くを物語っていた。

「なぜです？　あなたは有能な医者なのに、どうしてそんな悪事に手を染めたんですか!?」

　ルティアにはニコルという人間がわからなくなっていた。

　彼はいつもシリルのことを気にかけてくれていた。疲つかれた自分を心配して、薬草茶を勧すすめてくれた。その心が全部噓うそだとは思えない。それなのに、どうして……？

（シリルの主治医として、伯爵家からは十分な手当を渡わたしている。治療院で得た収入だってあるはずだ。お金に困っているわけじゃないなら、なにが目的だったんだ？）

　翠の瞳にじっと見つめられ、ニコルが小さなため息をつく。その顔から一瞬、笑みが消えた。

「私の心なんてわかりませんよ。あなたのように恵めぐまれた貴族の子し弟ていには」

「え……？」

　ルティアが聞き返そうとする、その一瞬前に、ニコルは再び笑顔に戻もどって続けた。

「さぁ、お話はこれでおしまいです。退職金をいただけるかどうか、あなたの答えをお聞かせください。シリル様はもうお待ちになれないようですよ」

（……シリル!?　発ほつ作さか!?）

　見ると、シリルの顔は空気を求めて赤くなり、縛られた身体が小刻みに震ふるえだしていた。

（まずい！　今日はまだ薬を飲んでいないのに、このままじゃ命が危ない！）

　考えている時間はない。ルティアは床を蹴けると同時に剣けんを抜ぬいた。ニコルがハッと息を吞んだのがわかる。一気に間合いを詰つめ、間近に迫せまった顔の前で剣を一いつ閃せんする。カキーンと金属のこすれる嫌な音がして、ニコルの持っていた短刀が小屋の奥まではじけ飛んだ。

「シリル！」

　ルティアは弟の元に駆け寄ろうとした。が、白金の髪に触ふれる直前で、伸のばした手を反射的に引っこめた。

　熱い飛ひ沫まつが指先にかかる。熱湯ではない。透とう明めいな液体はシリルのすぐ横の床にこぼれ落ちると同時に、ジュッと嫌な音を立てて白い煙けむりを上げた。

（なっ……!?）

　言葉を失うルティアを見て、ニコルが微笑む。その手には小さなガラス瓶びんが握にぎられていた。

「私は医者ですからね。騎き士しであるあなたと剣で戦ったところで、勝ち目がないことくらい、最初からわかっていますよ。この薬液でシリル様の顔に傷をつけられたくなかったら、早々に退職金を支し払はらう用意をしてください」

　いつまでも穏やかな笑みを前にして、ルティアは背筋が冷たくなるのを感じた。

　ニコルは本気だ。シュヴァリエも言っていたように、最悪シリルを道連れにする覚かく悟ごでいる。

（下手に剣は使えない。もしあの小瓶に当たったら、シリルは……）

　かといって、このまま時間が経たてば、シリルは発作のせいで命を落とす。

　額にびっしり汗あせをかき、空気を求めてあえぐ弟と、そのすぐ横に立っている元主治医を見比べる。この場の主導権を握ったニコルの顔には、余よ裕ゆうすら見て取れる。

　追い詰つめられたルティアが剣の柄つかをきつく握りしめた。その時、

「ニコル先生、まだ終わらないんですか？　見張りの連中も、そろそろ飽あきてきますよぉ」

　どこか緊きん張ちよう感かんに欠ける声がして、背後で扉が開いた。

（誰だれだ!?）

　ニコルに背を向けないよう気をつけながら、視線だけ後ろに向ける。そこに現れたのは目つきの悪い、筋骨たくましい男たちだった。医者の仲間にはとうてい思えない。どう見てもならず者の類たぐいだった。

　男たちは五人連れだって入ってくると、中を見回してあきれたように肩かたをすくめた。

「先生ってば、ひ弱な兄ちゃん相手になにやってんですか？　これくらい、非力な先生だって一人でどうにかできるでしょ？」

「気をつけなさい。彼はこれでも近衛隊の連隊長ですよ」

「へー、これが！　道理で金を持ってそうな服を着てると思った！」

　物色するような視線が全身にまとわりつくのを感じる。

（……後ろは押さえられた。シリルを助けるためには、どうやって突とつ破ぱ口こうを開けばいい？）

　剣を握りしめたまま、くまなく辺りに視線を走らせる。いつまで経っても返事をしないルティアに痺しびれを切らしたのか、ニコルが深いため息をついた。

「どうやらまだ私の本気をご理解いただけていないようですね。それなら、致いたし方ありません。シリル様は残念ですが──」

「やめろぉぉぉ！」

　ニコルの手が、シリルの顔の上でゆっくりと瓶を傾かたむける。

　考えるよりも先に、ルティアは飛び出していた。床の上をすべるようにしてシリルの身体をつき飛ばす。ジュッという音が耳元でして、制服の焦こげる臭においが鼻をついた。

（シリル！　大だい丈じよう夫ぶか!?）

　口を覆っていた猿ぐつわを外そうとする。視界の隅すみで、ニコルがニヤリと笑ったのが見えた。

「今です！　この男を捕とらえるのです！」

（えっ!?　まさか……！）

　この時になって、ルティアはようやくニコルの意図を察した。

　彼が用意していたのは二重の罠わなだった。たとえ通行手形が手に入らなかったとしても、自分を連れて行けば、少なくとも伯はく爵しやく領へは自由に出入りできる。そして、弟のシリルを捕とらえられている限り、こちらに抗あらがう術すべはない。

「兄ちゃん、観念しな！」

　男の一人が抜き身の刃を振ふりかざす。シリルを抱だいて、ルティアはとっさに転がった。顔のすぐ横の床に、グサッと音を立てて刃がつき刺ささる。白金の髪が一筋あとに残された。

「チッ！　おとなしくしてやがれ！」

　息をつく間もなく、別の男が上から殴なぐりかかってくる。ルティアは瞬しゆん時じに飛び退のいてこれをかわした。だが──、

（まずい。多勢に無勢だ。こっちにはシリルもいるのに！）

　弟を守りながらの防戦はさすがにきつい。しかも、男たちの動きはルティアの知っている正統な騎士の剣とは違ちがう。

　次の動きなどまったく考えていない。ただ力任せに振り下ろされた刃やいばを、持っていた剣で受け止める。それと同時に、じんっとした痺れが腕うでから全身に伝わっていくのを感じた。

（だめだ、力では負けてしまう！　このままじゃ……！）

　再び繰くり出された刃を剣の切っ先で受け流す。行き場を失った刃先がシリルの顔に向かった。

（危ない！）

　ルティアがとっさに弟の身体からだに覆おおい被かぶさろうとした、その瞬間、ガラスの割れるけたたましい音が小屋に響ひびいた。

「なんだ!?」

　ガラスのかけらがバラバラと頭上から降ってくる。光こう沢たくを帯びた黒くろ髪かみと、長い銀の髪かみが尾おを引くようにして破れた窓から飛びこんできた。自分がこの二人を見み間ま違ちがえるはずがない。

（陛下！　シュヴァリエ隊長！）

「待たせたな。外にいた連中を片づけるのに、少し手間取った」

　ヴァイスがニヤリと笑う。シュヴァリエが、呆あつ気けにとられている男たちからシリルを庇かばうようにして、その身体からだを抱だき上げた。

（よかった……）

　これで一つ懸け念ねんが消えた。しかし──、

（ならず者とはいえ、相手は五人。陛下をお守りしながら、私一人で全員倒たおせるか？）

　剣を握りしめ、次の動きに備える。その前に、さらりと揺ゆれる黒髪が飛び出してきた。

（陛下!?）

　剣を抜いたヴァイスが、当然のごとく男たちと対たい峙じする。

（ちょっと待て！　私は陛下の護衛なのに、後ろで守られてどうする!?）

　構えられた刃の前に、急いで回りこむ。ヴァイスが背後で忌いま々いましげな声を上げた。

「なにをしている？　邪じや魔まだ、どけ！」

「どうか退さがっていてください！　こんな場所にいらっしゃるなんて危険です！」

「借りを返すと言っただろう!?」

「ですが、あなたは守られるべき存在なんです！」

「なら、おまえは俺の背中を守っておけ！」

「え……」

　聞き返している余裕もない。ヴァイスは一方的に宣言すると、ためらうことなく、ルティアの背に自分の背中を合わせて立った。

　ひょっとすると命を守る護衛よりすごいことかもしれない。それはヴァイスが自分を信じ、すべてを預けてくれたという証あかし。

「相手はたったの三人です！　皆みなさん、一気にやってしまいなさい！」

　焦あせりの見え始めたニコルの号令を受け、男たちが次々に斬きりかかってくる。だけど、もうなにも不安に思うことはない。

「あなたの背中は、私がお守りします」

「ああ、任せたぞ！」

　背中にたしかな熱を感じる。ルティアはその感覚を心地ここちよいとさえ思いながら、剣を振るっていった。
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　それから十分が過ぎた頃ころ、小屋の様相はルティアが最初に入ってきた時から一変していた。

　シリルの手足は解放され、今は入口の壁かべにぐったりともたれかかっている。土気色になっていた顔は、胸ポケットに入れていた薬を飲んだおかげで、だんだんと赤みを取り戻もどしつつある。

　一方、ロープで身体を拘こう束そくされた男たちは、後ろに積まれている薪まきと同じように、床ゆかの上に転がされていた。今回の首しゆ謀ぼう者しやであるニコルを除いて。

　両手を後ろできつく縛しばられ、身体を柱にくくりつけられたニコルの前まで来て、ヴァイスはゆっくりと口を開いた。

「ニコル・トゥーリエ、だな？」

「……………………」

　ニコルは下を向いたまま答えない。ヴァイスは構わず、静かに続けた。

「おとなしく医い療りように専念していればよかったものを、なぜ今回の事件に与くみした？　香こう水すいの模造品を作ったところで、それを売る手立てがおまえにはないはずだ。背後で誰だれが糸を引いている？」

　束そく縛ばくされ、ルティアたちに囲まれてはもう逃にげ場がないと悟さとったのか、ニコルはやがて深いため息と一いつ緒しよに、苦々しげな言葉を吐はき出した。

「裏で誰が動いているかなんて、私の方が聞きたいくらいですよ。私の元へはいつも使いを名乗る男が来て、香水と引き替かえに金を置いていくだけでしたから」

「よくもそんな危ない橋を渡わたる気になったな。そこまで不確かな相手と取引をしてまで金が欲しいとは、さもしい奴やつだ」

「…………！」

　ニコルの表情がさっと変わったのを、ヴァイスの後ろに立っていたルティアは見て取った。手を縛られていなかったら、殴りかかっていたかもしれない。まるで最悪の侮ぶ辱じよくを受けたとでもいうように全身を震ふるわせながら、ニコルは目の前の黒い双そう眸ぼうを睨ねめつけ、叫さけんだ。

「さもしくて結構！　私の気持ちなんて一生わかりませんよ、あなたたち貴族の子し弟ていには！」

（……ニコル先生？）

　そういえば、小屋に初めて足を踏ふみ入れた時にも同じことを言っていた。いったいどういう意味なんだろう？

　訝いぶかるルティアの顔に視線を移し、ニコルがフッと口元にほろ苦い笑えみを刻んだ。

「ルティウス様、あなたは貴族にしてはやさしい雇やとい主でした。だけど、あなたにも私の心はわからない。私はずっと、あなたのことが妬ねたましかった！　平民出身の私がどんなに望んでも手に入れられない人脈や財産を、生まれた瞬間からすべて持っているあなたが……！」

「え……」

　突とつ然ぜんの告白に息を吞のむ。表情をこわばらせたルティアを見上げ、ニコルはすべての想おもいをぶちまけるように荒あら々あらしい声で続けた。

「私の家は貧しかったものでしてね。昔から、金持ちの貴族たちを見ては、絶対このままでは終わらないと息巻いていましたよ。自分で努力したわけでもないくせに恵めぐまれた環かん境きようにいて、平民を蔑さげすむあの目が許せなかった！　だから、私は誓ちかったんです。どんな手を使ってでものし上がり、私を馬ば鹿かにした貴族たちを見返してやろうと！」

「だからと言って、その馬鹿な貴族どもにさんざん利用されたあげく、追い詰つめられて高飛びをする羽目になったのでは、元も子もないだろうが」

「…………っ！」

　図星を指され、ニコルが顔を怒ど気きに染める。ヴァイスは表情一つ変えず、その顔を冷ややかな目で見下ろしながら続けた。

「甘い話に飛びついたおまえは馬鹿だ。だが、もっと馬鹿なのは、おまえに香水の模造品を作らせて売った連中だな。いくらおまえのような者を取り締しまったところで、大本を断たたなければ、なにも変わらない」

　相手が国王だとまだ気づいていなくても、身分の高い者であることはわかっていたのだろう。そんなヴァイスの口から貴族を批判する言葉が出てきたのを聞いて、ニコルが意外そうに目を瞠みはる。その琥こ珀はく色いろの瞳ひとみをまっすぐに見下ろし、ヴァイスは静かに断じた。

「俺はこの国を変えていく。これから俺がなにを成すか、その目で見ていろ」

「……ずいぶんと大それた夢ですね」

　突とつ拍ぴよう子しもない話に怒いかりも忘れ、ニコルがあきれたようにつぶやく。もし他ほかの者が今の言葉を聞いたとしても、きっと同じ感想を抱いだくだろう。ヴァイスが国王だと知っているルティアにさえ、それはひどく難しいことのように思えた。だけど──、

（この国王になら、本当にこの国を変えていくことができる気がする）

　強い意志を宿す眼めを見ていると、不可能なことなんてないように思えてくる。彼の思い描えがく世界を創つくるため、そばで支えたくなってくる。

　百ゆ合りの紋もん章しようが刻まれた剣けんの柄つかを握にぎりしめ、ルティアがヴァイスを仰あおぎ見た。

　その時だった。

　急に外が騒さわがしくなったかと思うと、治ち療りよう院の捜そう索さくに向かっていたはずのラッツが、他の近この衛え兵たちを引き連れ、息を切らせながら小屋に飛びこんできた。

「陛下、シュヴァリエ隊長！　こちらにいらっしゃったんですね！　ご無事でよかった！」

「陛下？……まさかこの男が!?」

　ヴァイスの正体に気づいたニコルが、二の句を失って凍こおりつく。ヴァイスはそれを無視して、ラッツの方に顔を向けた。

「そんなに急いでどうした？　おまえたちは治療院で、今回の事件の証しよう拠こを集めていたのではなかったか？」

「それが……」

　ラッツが一いつ瞬しゆん、言いにくそうに口ごもる。鋭するどい漆しつ黒こくの双眸で先を促うながされ、彼は緊きん張ちように震える声で告げた。

「先ほど治療院の捜索を行ったところ、香水以外にも思わぬものが発見されたのです」

「いったいなにが出てきたんだ？」

「……毒薬です」

「なんだと!?」

　今まで毅き然ぜんとしていたヴァイスの表情が一変した。ニコルが「えっ」とつぶやく。その襟えり首くびをヴァイスは力任せにつかんで叫さけんだ。

「ニコル・トゥーリエ！　おまえは誰だれの命で毒薬の調合をしていたんだ!?」

「ち、違ちがいます！　私ではありません！」

「なら、誰がやったというんだ!?　おまえの治療院で働いていた別の者か!?」

「知りません！」

「そんなはずないだろう!?　答えろ！」

　ヴァイスがニコルの肩かたを激しく揺ゆさぶる。その動きを、横から伸のびてきたシュヴァリエの手が止めた。

「陛下、お気持ちはわかりますが、どうかこの辺でおやめください。見たところ、この医者は本気でなにも知らないようです。もし毒薬を作る能力があったら、香水の模造品などには手を出さず、そちらを利用してのし上がろうとしていたことでしょう」

「…………っ！」

　ヴァイスがチッと舌打ちをして、ニコルの肩を放す。シュヴァリエが呆ぼう然ぜんとしている部下たちの注意を促すように手をたたいた。

「さぁ、みんな！　こいつらを連れて王宮に戻もどるぞ！　毒薬についての調査はそれからだ！」

　止まっていた時間が動きだす。近衛隊の騎き士したちはテキパキとした動作でニコルとならず者たちを引っ立てて帰路に就ついた。

（これで一応、事件は終わったのか……？）

　自分以外の者を乗せることに不満げな顔つきの愛馬をなだめ、ぐったりしているシリルの身体からだを胸に抱いたルティアは、王宮へ戻る道すがら、釈しやく然ぜんとしないものを覚えていた。

　ニコルは捕とらえた。香水の模造品が出回ることはもうないだろう。

　しかし、裏で糸を引いていた真犯人はまだ捕つかまっていない。それに、ヴァイスが最後、ニコルに対して見せた激しい怒りの理由が気になって仕方なかった。

（陛下は毒薬の話に、なぜあそこまで過か敏びんに反応なさったんだろう？）

　親友を自らの手で毒殺した人間が、毒の入手経路についてあれほど関心を示すだろうか？　だが、実際手にかけたわけでないとしたら、どうして親友殺しの噂うわさが立つ？

（それに陛下は昨夜ゆうべ、なぜご自身を「親友殺しの罪を負う者」と呼んだのだろう？）

　黒馬に跨またがり、前を進む主あるじの背中を仰ぎ見る。

　いくら考えても、わからなかった。けれど──、

「ルティウス、そろそろ変身の時間だぞ」

　馬首を近づけてきたラッツが小声でささやく。ルティアは無言でうなずいた。

「親友殺し」の真相はまだわからない。しかし、それでも答えを出さなければならない時が刻々と迫せまっていた。
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　夕暮れが王都を茜あかね色いろの光で包む。

　一度家に帰って近衛隊の制服を脱ぬぎ、ドレスに着き替がえたルティアは王宮の庭を歩いていた。

　鮮あざやかな花に彩いろどられた小道を抜ぬけ、目指す先はヴァイスと最初に出で逢あった「秘密の花はな園ぞの」だった。王宮に戻り、ヴァイスを探しているルティアに、彼の部屋を守っている近衛兵が「陛下はお庭にいらっしゃいます」と教えてくれたのだ。

　特別な時を除き、いつも閉とざされている鉄の扉とびらが今日はわずかに開いていた。

　間からそっと中を覗のぞく。

　四阿あずまやの長なが椅い子すに腰こし掛かけている人ひと影かげを見つけ、ルティアは全身を緊張にこわばらせた。ここへ自由に出入りすることが許されている人なんて、一人しかいない。

　ルティアが声をかける前に、気づいたヴァイスがこちらを向いた。皮肉めいた微び笑しようを口元に浮うかべ、手て招まねきをする。

「よく来たな。昨日の話に怯おびえて、もう現れないかと思ったぞ」

　暮れゆく陽ひの光を受け、精せい悍かんな顔に深い翳かげりが落ちている。ルティアはその横顔をじっと見つめていた。

　ここでなにか言うことは簡単だ。だけど、昨日ルティア姫ひめとしてあんな気まずい別れ方をしたあとでは、口にすることすべてが噓うそっぽい言い訳に聞こえてしまいそうで恐こわかった。

「いつもの勢いはどうした？　やっぱり俺が怖こわくなったのか？」

　ヴァイスが意地の悪い訊きき方をしてくる。ルティアは意を決すると、無言でその前に進み出て、持ってきた封ふう筒とうを差し出した。

「これはなんだ？」

「今日の分の日誌です。昨夜、陛下からいつものご本をいただけなかったので、便びん箋せんにしたためてきました」

「そうか……」

　無感動につぶやいたヴァイスが封筒を受け取る。中から手紙を取り出し、視線を落とした。瞬しゆん間かん、漆黒の双そう眸ぼうが信じられないものを前にしたかのように、驚おどろきに揺れた。

　そこに書かれていた内容は、たったの一行。

　──あなたを信じます。

　ヴァイスがゆっくりと顔を上げる。その眼まな差ざしを正面から受け止め、ルティアは告げた。

「人がどんな噂をしていようと、私は自分が見たことだけを信じます。陛下、あなたは親友を手にかけるような暴君では決してありません！」

　出逢ってからまだわずかな時間しか経たっていなくても、ルティアは確信していた。

　一度信じた相手にはいとも簡単に背中を預け、無む邪じや気きな笑えみを向ける──そんな人が自分の親友を進んで殺すはずがない。もしあの噂が本当だとしても、そこには必ずなにか理由わけがあるはずだ。

　ヴァイスの応こたえを待つ。彼はもう一度手元の手紙に視線を戻して──静かに笑った。

「驚いた。もう二度と会えないと思っていたのにな、おまえのような人間には」

「え……？」

　どういう意味か問い質ただそうとする。その疑問を封ふうじるように、ヴァイスがルティアの腕うでを引っ張って隣となりに座らせた。

「本当に性格も性別も違うのに、どうしておまえは似ているんだろう？　俺の親友に」

　漆黒の瞳ひとみに切ない光がよぎる。

　ヴァイスはルティアの存在を確かめるように、その頰ほおに手で触ふれ、ゆっくりと語り始めた。

「おまえも聞いたことがあるかもしれないが、先王の落らく胤いんであることが発覚するまでの間、俺は貴族とは名ばかりの貧しい男だん爵しやく家で育った。周りの貴族は俺たち家族を蔑さげすみ、貴族の子し弟ていが集つどう場で盗ぬすみが生じた時には、真っ先に俺が疑われるほどだった」

「そんな……！」

　他人より貧しいという理由だけで人を犯人扱あつかいするなんて、信じられない。憤いきどおるルティアを見て、ヴァイスはなぜか嬉うれしそうに微笑んだ。

「あの時、俺の親友であったグラナードも、おまえと同じような反応をしてくれた。あいつはいつでも俺を信じ、隣にいて──同じ夢を見てくれたんだ。俺たち二人は大人になったら商人になり、たくさんの富をこの国に運んでくる。みんなで豊かになって、貧しさや生まれのせいで蔑まれることのない世界を創つくろう、と」

　ヴァイスの手が頰から離はなれる。黒い瞳には自分が映っているのに、その心はどこか遠い昔を見ている。彼は、今は亡なき友に語りかけるように、静かに続けた。

「すべては子どもの頃ころの他た愛わいない夢だ。俺たちが商人になることもなかった。だが、先王の落胤であることを明かされ、この国の王になったあとも、グラナードは一いつ緒しよにいてくれた。今まで俺を馬ば鹿かにしていた連中が一いつ斉せいに掌てのひらを返し、こびへつらい始めた時も、俺を見つめるまっすぐな瞳が曇くもることはなかった。グラナードという友に巡めぐり会えて、俺は本当に幸せだった」

　すべてが過去形で語られることに、どうしようもないやるせなさを覚える。

　ヴァイスの寂さみしげな瞳を見て、ルティアは改めて確信した。やっぱりこの人が親友を殺すはずがない、と。

「その後、王宮へいらっしゃってから……陛下とグラナード様は、どうなさったのですか？」

　ルティアが悩なやんだ末、口にした問いに、ヴァイスはゆっくりと目を伏ふせた。膝ひざの上で手を組み、深い息をつく。

「あとはおまえも知っているとおりだ。王位に就ついた俺は、先王が病に臥ふしてから混こん迷めいを極きわめていたこの国を建て直すため、不正を働いていた貴族たちの首を次々に切り、問題を明るみに出して糾きゆう弾だんした。あの頃の俺には、恐いものなんてなかった。グラナードさえわかっていてくれるなら、誰だれに恨うらまれても構わないとすら思っていた。だが、結局はそのことが……裏目に出た」

　膝の上で組んだヴァイスの手に力がこもる。つらい過去を思い出しているのか、彼は絞しぼり出すような声で続けた。

「あれは、異国の大使たちを招いて夜会を開いた時のことだ。とある国の大使が、自分の国で作ったというワインを差し出してきた。当然断ることなどできない。俺はそれを口にしようとして──後ろから伸のびてきた手にグラスを奪うばわれた。グラナードだった。あいつは啞あ然ぜんとしている大使に、『残念ながら陛下は体調が優すぐれず、アルコールを控ひかえているのです』と言った。そして、『それなら、代わりにあなたの感想をお聞かせください』と周りから求められるがまま、ワインを飲み干し、『最高です』と笑顔で答えた。俺の体調がいつもと同じことは、俺が一番よく知っている。なのに、なんであいつは、いきなりあんなことをしたのか……不思議に思った俺は、途と中ちゆうで夜会を抜けたあいつのあとを追いかけ──」

　ヴァイスが苦く悶もんに耐たえるかのように、固く目を閉じる。食いしばった歯の隙すき間まから、鋭するどい痛みを伴ともなった言葉がこぼれた。

「俺は、目の前でグラナードが血を吐はいて倒たおれるところを見た。あのワインには、毒が盛られていたんだ」

「え……、それではやはり陛下はグラナード様を殺したわけでは──」

「俺が直接手を下したわけではない。だが、あいつは俺のために死んだ。俺が殺したも同然だ」

　ヴァイスが懺ざん悔げするように下を向いてつぶやく。それが、「親友殺しの罪を負う者」の真相だった。でも、それなら真にグラナードを殺した犯人は誰だったのだろう？

「その後、その……陛下にワインを差し出してきた大使は捕つかまったのですか？」

　緊きん張ちように震ふるえるルティアの問いに、ヴァイスは大きく頭かぶりを振ふった。

「あの大使は犯人ではなかった。彼のところに勤めていた料理番を尋じん問もんしたところ、金をもらってボトルの中身だけすり替かえたと証言したんだ」

「その、すり替えを頼たのんだ人というのは……」

「わからない。その料理番もまた調査の途中で殺されてしまったからな。異国の大使から振る舞まわれた酒であれば断れないと踏んで、俺の毒殺を企くわだてた。その黒幕が誰であるのかは、俺が一番知りたい！」

（……そうだったのか）

　激情を抑えたヴァイスの告白に、ルティアはようやくすべてを理解した。

　出逢ったばかりの頃、ヴァイスは宮きゆう廷ていに生きるすべての者を拒こばんでいた。己以外の誰も信じず、近この衛え隊の護衛すら寄せつけなかった。その背景には親友を殺された過去があったのだ。

「これからも俺は親友殺しの罪を負って生きていく。だが、このままでは終わらせない。いつかすべてを明らかにし、俺の手で実現させるんだ、あいつと夢見た世界を。そのためには、貴族たちから恨みを買うことも厭いとわない。なにがあっても、俺は前に進む」

　静かな宣言の中に、たしかな強さを感じる。それは、まごうことなき王者の言葉だった。しかし、ルティアはその言葉の裏に隠かくされた別の心に気づいていた。

（この人は、なんて傷ついた顔をしてるんだろう……）

　いつか見た、少年のように澄すんだ笑みとも違ちがう。自分だけに見せるもう一つの顔を前にして、ルティアは胸が締しめつけられるのを感じた。ただ、この想おもいをどう表現したらいいか、わからなくて──考えるより先に、ヴァイスの頭に向かって手を伸ばしていた。

「……おい。なにをしている？」

「え？　あ、いえ、なんとなくこうしたかったものでして……」

　ルティアの手がヴァイスの頭をゆっくりとなでていく。彼は不服そうな顔で、こちらを見ていた。だが、ルティアの手が繰くり返し触れるうち、漆しつ黒こくの双眸からはだんだんと鋭い光が消えていき──不意に、頭をなでている手をつかまれた。

「陛下？」

「覚えておけ。こういう時はこうするんだ！」

　ヴァイスがぶっきらぼうな口調で告げた。次の瞬しゆん間かん、ルティアの身体からだは彼の腕に抱だきしめられていた。
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「あ、あの、陛下……！」

「動くな。しばらくこのままでいろ」

　背中に回された腕に力がこもる。胸に触れた頰に、とくとくと脈打つ鼓こ動どうが伝わってくる。

　まるで過去も現在も、すべてを分かち合うような仕草に、胸の奥がじんと熱くなってくるのを感じる。やがて、その熱は一つの願いとなって、ルティアの心を占しめた。

（この人を守りたい……）

　純じゆん粋すいで不器用なこの国王はこれからも友との誓ちかいを守り、自らの理想に近づこうとするたび、多くの者の恨みを買い、命を狙ねらわれ続けることだろう。

　まるで生き急ぐような、ある意味潔いさぎよいとも言える生き様は嫌きらいじゃない。だけど、この国にはまだこの王が必要だ。なにより、ルティア自身が彼の築く未来を見てみたかった。

（これからは私が陛下の盾たてになる。陛下の騎き士しとして生きていくんだ！）

　その誓ちかいに迷いはない──はずなのに、ルティアはなぜか胸の奥がチクッと刺さすように痛むのを感じた。

　たとえわずかな間でも、ルティア姫ひめとしてヴァイスと共に過ごした時間は、ルティアの中でかけがえのないものになっていた。自分にだけ向けてくれる顔があることに、誇ほこりを覚えてすらいた。だけど、この孤こ独どくな王を守るためには、ルティア姫のままではいられない。

　騎士ルティウスである必要があった。

（そう、これでいいんだ……）

　最初は家族を守るために始めたことだったけれど、今は自分の意志で騎士として生きる道を選んだ。これからはルティウスとして、ヴァイスが誇れる騎士になろう。偽いつわりのルティ自ア姫分を消して、彼と真しん剣けんに向き合っていこう。

　心地ここちよい体温を身体に感じながら、暮れゆく陽ひ射ざしの中で、ルティアは静かに心を決めた。
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　その日の夜遅おそく、ヴァイスは一人でリリフォーレ伯はく爵しやく家を訪おとずれた。

　二度目ではあったが、突とつ然ぜんの国王の訪問とあって、屋や敷しきは上へ下への大おお騒さわぎになった。ただ、長女のファビエンヌはさすがに毅き然ぜんとしており、夜中でも乱れ一つないドレス姿でヴァイスの前に現れ、優ゆう雅がに膝を折って頭こうべを垂れた。

「陛下、このたびはシリルの命を救ってくださり、誠まことにありがとうございました。弟たちに代わって、篤あつく御おん礼れい申し上げます」

「気にするな。リリフォーレ伯爵の救出で一番よく働いたのはルティウスだから、奴やつに礼を言え。それより、俺はちょっとした用事があって、今日ここへ来た」

　ファビエンヌの顔が、ほんのわずかだが引きつって見えた。無理もない。夜中に突然国王がやってきて「用事」などと切り出したら、誰だって何事かと戸と惑まどうだろう。

「陛下、失礼ですが、ルティウスは今──」

「疲つかれて寝ねているのなら、そのままにしておけ。俺が会いたいのはシリルの方だ」

「………………？」

　いつも笑えみを絶やさぬファビエンヌが、不思議そうな顔でこちらを見上げてくる。しかし、彼女はすぐに「承知いたしました」と答えると、シリルの部屋に案内してくれた。

　自分の前であれだけ不ふ遜そんな態度を取っていた少年伯爵も、今日の事件はさすがにこたえたらしい。入ってきたヴァイスを見て、ベッドの上で起こした上半身がビクッと震える。

「発ほつ作さはもう平気なのか？」

「……はい。私の体調にまでお心をさいてくださり、ありがとうございます。陛下には多大なご迷めい惑わくをおかけしたことを、心よりお詫わび申し上げます」

　完全な棒読み口調で、感情も籠こもっていなかったが、構わない。ヴァイスは「そうか」とうなずくと、部屋を見回し、シリルが寝ているベッドの横に近づいていった。

　愛らしい顔に緊張が走はしる。ヴァイスは気にせず、ベッド脇わきのナイトテーブルに向かって手を伸ばした。チェスが好きだというのは本当らしい。テーブルの上には予想していたとおり、ルティアが王宮へ持ちこんだものとは別のチェス盤ばんが置かれていた。

　白と黒の彩いろどりが美しい盤を手に取り、シリルの前につき出す。

「体調に問題がないようなら、俺と一勝負しないか？」

「え……」

「一度おまえとチェスをしてみたかったんだ。どうだ？」

　元々気に入らない相手から勝負を挑いどまれたとあって、シリルがブスッと頰ほおをふくらませる。だが、退ひく気はなかったらしい。ひったくるように受け取ったチェス盤をベッドの端はしに置いて、ヴァイスに告げた。

「勝負は一回。私が白でよろしいでしょうか？」

「ああ、それでいい」

「わかりました」

　それきり、互たがいになにも話さない。

　コツ、コツ、とチェスの駒こまを進める音だけが、静かな夜に響ひびく。

　ルティアといつも勝負をしていたというだけあって、シリルはかなりの手て練だれだった。が、可か憐れんな顔には次し第だいにじわじわとした焦あせりが目立つようになり、そして──コツ、とヴァイスが最後に動かした駒を見て、ハッと息を吞のんだ。

　チェックメイト──ではない。黒い騎士ナイトが射程内に捕つかまえたのは、白の女王クイーンだった。

　こちらの意図を察して、シリルが顔をこわばらせる。ヴァイスは唇くちびるの端をニヤリとつり上げ、笑った。

「互いに王キングがまだ残っているが、この勝負はもう終わりでいいな。おまえが前に言っていたように、女王クイーンを奪うばわれて王キングが生き残ることは難しい。だから──」

　駒を一つ前に進める。ヴァイスは白の女王クイーンを奪って、シリルに告げた。

「女王ルテイアは俺がもらっていくぞ」

「…………僕はあきらめませんから」

「おまえも、なかなかいい性格をしてるよな。騎士ナイトの座はもう埋うまってしまったが、僧ビシヨ正ツプの位なら、おまえが成長するまで空けておいてやろうか？」

「結構です！」

　シリルが心の底から嫌いやそうな顔で即そく答とうする。ヴァイスはクックッとこみ上げてきた笑いを我が慢まんしながら、部屋をあとにした。

　屋敷を出て、王宮へ戻もどる道を馬で走る。淡あわい月明かりの下で、ヴァイスは奪ってきた女王クイーンの駒を懐ふところから取り出して眺ながめた。

　この駒のように、ルティアが欲しかった。

　あんな女、他ほかにはいない。巡めぐり会えるとも思わなかった。

（なぁ、グラナード）

　今は亡なき友に、心の中で話しかける。

（赦ゆるしてくれるか？　俺たちの夢をルティアと共有することを）

　応こたえはない。

　頭上を彩る初夏の蒼月だけが、ヴァイスのことをいつまでも見守っていた。
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　朝のまばゆい光が窓から降り注ぐ。王宮から実家の伯爵家に戻ってきたルティアは、ドレスから近この衛え隊の制服に着き替がえて最初にシリルの部屋を訪ねた。

　中に入ってきた姉を見て、ベッドで上半身を起こしたシリルが、気まずそうに目を伏ふせる。ルティアは近づいていって、その横に置かれていた丸椅い子すに腰こし掛かけた。

「おまえが無事でいてくれて、本当によかった……」

　深い安あん堵どの吐と息いきと共につぶやく。その言葉に、シリルが一いつ瞬しゆん顔を上げた。けれど、すぐまた下を向く。その唇がかすかに動いて見えた。

「昨日はごめんなさい。僕が勝手なことをしたせいで、ルティー姉様にご迷惑をおかけしてしまって」

　姉のファビエンヌから、昨夜すでにこってりしぼられたと聞いている。ルティアがなにも言わずとも、シリルは心の底から反省しているらしく、目の縁ふちに大おお粒つぶの涙なみだを溜ため、羽布ぶ団とんの端を強く握にぎりしめている。深くうなだれたその頭を、ルティアはそっとやさしくなでた。

「ルティー姉様？」

「私の方こそ、一昨日おとといはきついことを言ってすまなかった。そのせいで、おまえを不安にさせたんだよな……。だが、『親友殺し』の噂うわさについて、おまえが心配しているようなことはないから安心しろ。詳くわしいことは言えないが、やはり陛下は暴君なんかじゃない。立派な方だ」

「……ずいぶん信しん頼らいなさってるんですね」

「ああ」

　今なら、迷うことなくうなずける。

　爽さわやかに笑うルティアを見上げて、シリルはなぜかすねたように唇をとがらせた。

「どうした、シリル？」

「……今までは、僕だけのルティー姉様だったのに」

　弟のかわいらしいわがままに、ルティアは小さく吹ふき出した。

「いつも私のことを大切に想おもっていてくれてありがとうな、シリル。これからも、私がおまえの姉であることに変わりはない。だけど、今は家族以外にも大切なものができたんだ」

　そう、今まではずっと家族のことを第一に考えて生きてきた。けれど、ヴァイスの孤独と覚かく悟ごを知った今、そばで守りたいと願った。一生分の忠誠を彼に捧ささげたいと思った。

　めずらしくブスッと不満そうにしている弟の顔を興味深げに見やる。ルティアは彼に別れを告げ、部屋を出ていこうとしたところで、ふと思い出した。

「そういえばシリル、昨夜、おまえは陛下にお会いしたんだよな？」

　庭園から王宮に戻り、ヴァイスと別れたあとのことだ。夜遅おそくに突とつ然ぜん隣りん室しつの窓が開き、ヴァイスがお忍びで外へ出て行く気配がした。何事かと思ってこっそりあとをつけていったところ、なんと彼が向かった先は自分の屋や敷しきだった。

　最初は、ルティウスに例の返事を聞きに来たのかと思って焦ったが、実際には、誘ゆう拐かいされたシリルの体調を心配してお見み舞まいに来てくれたらしい。

「陛下と二人きりで、なにを話したんだ？」

「……ごく普ふ通つうの一いつ般ぱん的な社交辞令でした。特に変わったこともありません」

　昨日ヴァイスにまで叱しかられたのか、シリルがプクーッと頰をふくらませる。

（うちの弟は本当にかわいいよな。だけど……）

　こみ上げてくる笑いをこらえていたルティアは、途と中ちゆうでふと真顔になった。シリルに告げた言葉を心の中で反はん芻すうする。

（そう、私には大切なものができたんだ。これからは、騎き士しとして陛下をお守りしていく）

　ルティアは意を決すると、今度こそシリルに別れを告げ、王宮に向かった。といっても、目指す先はいつもと同じ近衛隊の官舎ではない。国王ヴァイスの執しつ務む室だった。
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　初めて足を踏ふみ入れたヴァイスの執務室は、歴史を感じさせる重じゆう厚こうな空気に包まれていた。シュヴァリエの部屋に、少しだけ似ているかもしれない。正面の壁かべには、王国を守る二神──獅し子しの姿を象かたどる覇王ルテイ神ウスと豊穣神ルテイアの姿を描えがいた国旗が飾かざられている。

「よく来たな」

　近衛隊の制服を着たルティアを見て、執務机に着いていたヴァイスが唇の端を皮肉げにつり上げる。それはルティア姫ひめに向けるものとは違ちがう。初めて会った時に近い、冷たい笑えみだった。

　そのことにルティアはわずかな寂さびしさを覚えたが、仕方がない。自分はルティウスとして生きる道を選んだのだから。

「昨夜は拙せつ宅たくをご訪問いただいたにもかかわらず、私はすでに休ませていただいており、誠まことに申し訳ございませんでした」

「構わん。勝手に押しかけたのは俺の方だ。それより覚悟はできたんだな？」

「はい。今日は陛下に、この間のお返事をしに参りました」

　漆しつ黒こくの双そう眸ぼうに挑むような鋭するどい光が宿る。ルティアは片かた膝ひざを床ゆかにつき、深く頭こうべを垂れて告げた。

「私を陛下の騎士にしてください」

　ヴァイスが立ち上がったのが気配でわかる。黒い影かげがルティアの頭上に差して見えた。同時に、どこか意地の悪い響ひびきを伴ともなった声が降ってくる。

「おまえが俺の願いを受け容いれた理由について、答えろ。俺の命に逆らえなかったからか？　それとも栄達が望みか？」

「陛下が昨日、私に背中を預けてくださったからです」

　ヴァイスが意外そうに息を吞のむ。ルティアは構わず、主君の顔を振ふり仰あおいで続けた。

「これから、陛下の信頼に全力でお応えしていく所存です。どうか私に、あなたの騎士となる赦しをください」

「……悪くない答えだな。よし、わかった」

　ヴァイスの顔に満足げな笑みが浮うかぶ。彼は腰こしに手を伸のばすと、はいていた剣けんを鞘さやから抜ぬいた。刃やいばの背を、ひざまずいているルティアの肩かたに載のせて告げる。

「ルティウス・フォン・リリフォーレ、おまえを俺の騎士に任ずる」

「誠にありがたき幸せにございます。そのお心に背そむくことなく、私はヴァイス・フォン・フロイデン陛下を唯ゆい一いつの主あるじと仰ぎます。この剣に誓ちかって、永と久わの忠誠をあなたに……」

　これでもう二度とルティア姫に戻ることはできない。自分は騎士として、ヴァイスのそばで生きていく。

（そう、これでよかったんだ……）

　自分で選んだ道だ。なのに、心がわずかに痛むのはなぜだろう？

「ルティウス、早さつ速そくだが、これから朝議に向かうぞ」

　ヴァイスの呼びかけにうなずき、立ち上がる。ルティアは一瞬心に感じた痛みを振り払はらうように頭かぶりを振ると、ヴァイスの背中を追い、執務室をあとにした。




　ルティアがヴァイスと共に向かった先は、王宮の大広間だった。伯はく爵しやく家の長男で、近衛隊の連隊長に名を連ねていたとしても、おいそれと中に足を踏み入れることは許されない。

　横で控えていた近衛兵が広間の扉とびらを開けると同時に、ルティアは初めて目にする光景に目を瞠みはった。文武双そう方ほうの重臣たちが、広間の両りよう脇わきに分かれて立っている。中には近衛隊隊長であるシュヴァリエの姿もあったが、その多くはルティアの知らない顔ぶれだった。

　ヴァイスの足が広間の中央に敷しかれた絨じゆう毯たんを踏みしめる。居並ぶ重臣たちの間を抜け、彼は正面の玉座へとまっすぐに歩いていった。

（すごいな、陛下は。これだけの重圧にいつも耐たえていらっしゃるなんて）

　ヴァイスに注がれる視線は好意的なものに限らない。むしろ、こちらを試ためすような光を宿しているものがほとんどだ。そのすべてを広い背中で受け止め、ヴァイスは玉座に就ついた。その半歩後ろに控ひかえて、ルティアも立つ。

　緊きん張ちようで喉のどが渇かわくのを感じる。必死で平静を装うルティアの前で、ヴァイスがゆっくりと口を開いた。

「皆みな、ご苦労。これより朝議を始める」

　重臣たちが一いつ斉せいに頭を垂れる。その姿をつまらなそうに見回し、ヴァイスは言葉を重ねた。

「今日話し合うべき議題は数多くあるが、最初に一つ伝えておかなければならないことがある。これから一ヶ月後に、我が国はアランス王国から客人を迎むかえることになった。典礼省は、そのための準備を進めておけ」

「はっ、承知いたしました。夜会のご準備など、ぜひ私にお任まかせください」

　急な命とあっても、動じることがない。典礼省に勤めているまだ若い貴族の青年が一歩進み出て、優ゆう雅がに一礼する。ヴァイスはうなずき、広間に集つどう重臣たちに目を戻もどして続けた。

「皆も覚えておけ。今度の夜会は、俺が王位に就いてからもっとも盛大なものとなる。アランス王国の客人たちをもてなすだけではない。その席で、俺は皆にルティア・フォン・リリエンタールを正式な婚こん約やく者として紹しよう介かいする」

（えっ……）

　広間に動どう揺ようが走る。

　ルティアは一いつ瞬しゆん、ヴァイスがなにを言っているのかわからなかった。

（ルティア私を正式に婚約者として紹介するって……え？　ええっ!?　噓うそだろう!?）

　ヴァイスの騎士として生きていくことを誓った日に、どうしてこんなことになるのだろう？

　自分の後ろに立っている騎士が当の婚約者だと知らないヴァイスは、慌あわてふためく重臣たちを玉座の上から見下ろし、愉ゆ快かいそうに笑っていた。







　あとがき




　こんにちは、麻ま木き琴こと加かです。このたびは、『仮面婚約のたしなみ』の二巻をお手に取ってくださり、誠まことにありがとうございます。

　こうして二巻を出していただけたのも、皆みな様さまに応おう援えんしていただいたおかげです。可能なら、お一人お一人に、直接お礼を言いに伺うかがいたいくらいです。ありがとうございます！

『仮面婚こん約やく』の中で、皆様は、どのキャラが一番お好きでしょうか？　今までにいただいたお便りやコメントの中では、ルティアがダントツの人気でした。

　二巻では、ルティアの姉のファビエンヌに加え、弟のシリルも登場します。彼ら、リリフォーレ伯はく爵しやく家の三姉きよう弟だいがそろってヴァイスの前に現れた時、どんな化学反応が生じるか……どうか皆様の目で、お確かめください。

　ちなみに、私は彼らのことを「三歩離はなれたところから、眺ながめていたい三姉弟」と、呼んでいます。この理由についても、どうか二巻を読んだうえで、お察しください。

　シリルも入ったことで、どのキャラが一番好きになったか、教えていただけたら、嬉うれしいです。どうぞよろしくお願いします。

　今回も、出版に至るまで、本当に多くの方々に助けていただきました。成なる瀬せ様には、ハッと目を瞠みはるほど美しいイラストの数々を描えがいていただきました。成瀬様なしでは、『仮面婚約』の世界は成り立ちません。ありがとうございます。

　二代目担当様には、シリーズの立ち上げから二巻の執しつ筆ぴつが終わるまで、多くの助言をいただきました。お別れは寂さびしいですが、これからは三代目担当様と一いつ緒しよに、このシリーズを続けていきます。遠くから成長を見守っていただけたら、幸いです。

　最後になりましたが、ここまで読んでくださった皆様に、最大級の感謝を！

　二巻の執筆中、「もうダメ、無理。今度こそ絶対に原げん稿こうを落とす！」と思うことが時々ありましたが、皆様からいただいたお便りやコメントに励はげまされ、最後まで書き切ることができました。いただいたお言葉の数々は、私にとって最高の宝物であり、心のビタミンにもなっています。

　ルティアのかけもち生活は、これからも続きます。次の巻でも、皆様にお会いできますよう、祈いのっています。

　このシリーズを読むことで、皆様が少しでも楽しい気分や、前向きな心になりますように！





麻木　琴加　　




公式Twitterアカウント：@makikotoka　　
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